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本報告書要旨は,日 本自転車振興会から競輪収益の一部である機械工業振興資金の

補助を受けて作成 したものである。
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序

データベースは,わ が国の情報化の進展上,重 要な役割を果たす ものと期待されている。今後,

データベースの普及により,わ が国において健全な高度情報化社会の形成が期待 される。さらに

海外に対 して提供可能なデータベースの整備は,国 際的な情報化への貢献及び自由な情報流通の

確保の観点からも必要である。 しか しながら現在わが国で流通 しているデータベースの中でわが

国独 自の ものは1/3に す ぎないのが現状であり,わ が国データベースサー ビスひいてはバランス

ある情報産業の健全な発展を図るためには,わ が国独自のデータベースの構築及びデータベース

関連技術の研究開発を強力に促進 し,デ ータベースの拡充を図る必要がある。

このような要請に応えるため,(助 データベース振興センターでは日本自転車振興会か ら機械工

業振興資金の交付を受けて,デ ータベースの構築及び技術開発について民間企業,団 体等に対 し

て委託事業を実施 している。委託事業の内容は,社 会的,経 済的,国 際的に重要で,ま た地域及

び産業の発展の促進に寄与すると考え られているデータベースの構築とデータベース作成の効率

化,流 通の促進 利用の円滑化 ・容易化などに関係 したソフ トウェア技術 ・ハー ドウェア技術で

ある。

本事業の推進に当たって,当 財団に学識経験者の方々で構成 されるデータベース構築 ・技術開

発促進委員会(委 員長 山梨学院大学教授 蓼沼良一氏)を 設置 している。

この 「データベース構築促進及び技術開発に関する報告書(要 旨)」 は平成3年 度のデータベ

ースの構築促進及び技術開発促進事業として,当 財団が民間企業,団 体等に対 して委託実施 した

課題にっいてそれぞれの成果の概要をとりまとめたものである。この成果が,デ ータベースに興

味をお持ちの方々や諸分野の皆様方のお役に立てば幸いである。

なお,平 成3年 度データベースの構築促進及び技術開発促進事業で実施 した課題と委託先は次

表のとお りである。

平成4年3月

財団法人 デ ー タ ベ ー ス 振 興 セ ン タ ー



平成3年 度 データベース構築 ・技術開発促進委託課題

分 野 課 題 名 委 託 先

1形 態学的 コメン トを含む病理 デ一夕ベ ー ㈱ エ ス ・ ピ ー ・オ ー

スの プロ トタイプ作成

2交 通 事 故 調 査 デ ー タベ ー スの プ ロ トタ イ ㈱ 日本 自動車研究所

プの作成

3シ ルバ ーエ イジの医療 と福祉情報 の実際 美崎高齢者福祉互助会美崎生

的な活 用を 目的 と したデータベース構築 活餌

4気 候情報 データベ ースの構築 ㈱エ ムテーエス雪氷研究所

社 会 5地 下水情報 データベ ース システムの構築 ㈱パ スコ

のための調査研究

6フ ァ ジ ィに 関す る文 献 デ ー タベ ース シス ㈱ 日本情報処理開発協会

テムの開発

7大 学 におけるデータベ ース利 用教育 シス 口外 ア ソシエ ー ツ㈱

テムに関す る調査研究

8マ ル チ メデ ィア型 社会 科 用 デ ー タベ ー ス ㈱新学社

の開発

9異 分野研究のたあの知 的オ リエ ンテー シ ㈱ けいはんな

ヨン ・デ ー タベ ー ス シス テ ムの 構築 可 能

性調査

10瀬 戸内圏公共図書館の郷土 資料 デ一 夕ベ ㈱中国新聞社

一 スの 構 築

中小企業振興 11記 事 デ ー タベ ー ス ア クセ ス 用パ イ ロ ッ ト ㈱河北新報社

地 域 活 性 化 システム構築

12商 業調整支援データベ ースの構築 ㈱ 日本統計セ ンター

13地 域流通最適化 に必要 なデータベ ースの ㈹ 日 本 ボ ラ ン タ リ ー ・チ ェ ー

構築に関する研究 ン協会

14情 報 源 検 索 デ ー タベ ー スの プ ロ トタ イ プ セ ン トラル開発㈱情報図書館

作成 RUKIT

15有 価証券報告書 のMTデ ータ変 換 ソフ ト コム ラ イ ンイ ンター ナ シ ョナ

開発と英訳辞書作成 ル㈱

16海 外 の主 要 国 際 ・国 家規 格 デー タベ ー ス 日本電子計算㈱

海 外 の構築

17ア ジア太 平 洋 交 流 デ ー タベ ー スの 研 究 一 ㈱西日本新聞社

プ ロ トタイ プ作 成 一

18先 端産業分野にお ける専門用語 の電子辞 科学技術情報研究所㈱

書デ ータベース化 の調査研究

19書 誌 デ ー タベ ー ス用 ダ イ ナ ミ ックシ ソー ㈱紀伊國屋書店

ラス ・エ ンジンの構築 と自然言語検索 シ

ステムへの応用

技 術 20知 的ハ イパ ー メデ ィア を活 用 した デ ー タ ㈱新世代 システムセ ンター

ベース構築 に関す る調査研究

21CD-ROMに よ る光 学 材 料 デ 一 夕 ベ ー ㈱ リアライズ社

スの構築
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1形 態 学 的 コメ ン トを含 む病 理 デ ー タ ベ ー ス

の プ ロ トタ イ プ作 成

株 式 会 社 エ ス ・ピー ・オ ー





1.形 態 学 的 コメ ン トを含 む 病理 デ ー タベ ー ス の プ ロ トタ イ プ作 成

1.1概 要

医療機関で 日々行われて いる診療過程 において蓄積 され る諸デー タは,時 間経過に伴 い,単

な る過去の記録 と して埋没 されてい るケースが大部分で ある。

これ らの大量のデータは,デ ー タベース化す ることによ り,新 患者 の診療 や疾病予 防の基礎

資料 と して有効活用が図 られ る。

本課題で は,こ れ らのデー タのデータベース化を図るべ く,昨 年度の フィージビ リティ調査

を踏 まえて,沖 縄県立那覇病院の病理検査室 の協力を得て実 データを収録 し,病 理検査室にお

け る病理 データベースの プロ トタイプの構築 を試みた。

1.2デ ー タ 体 系

プ ロ トタイプの病理 データベース構築 に当た り,デ ータ構造 はツ リー構造化 し,「 個人(患

者)」 「臓器」 「診断」 「所見」で構成 されている。

また,デ ー タ内容 と して,個 人 データが68人 の95件,臓 器データが50種 の188件,診 断デー

タが60種 の133件,所 見デー タが206種 の1,146件 とな っている。

1.3実 施 内 容

形態学的コメントを含む病理データベースのプロトタイプを開発 し,実 データを収録 して,

そのシステム能力の検証を行 った。

● 形態学的コメントを含む病理診断報告記録のデータ化とその収録

コンピュータを利用 して,あ る形態学的コメントの組み合わせ と病理学的診断の関係を解

析することにより,実 際に診断された全症例にっいて診断の評価をし,ま たそれらの症例に

見 られた個々の病理形態学的所見のもつ意味を明らかにすることがで きるものと考え られる。

そのため,現 在の病理組織診断報告書や病理組織診断学の成書に見 られる文章を可能な限

り単独の形態学的所見に分解 し,そ れ らの事柄やその出現部位と程度をコメン トの単位に し

た。

コメン トの種類の増大を回避するために,形 態学的変化の程度等は備考欄に分離 して収録
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した。

現在の病理組織診断報告書 を図1-1に 示 し,今 回,開 発 したプロ トタイプ システムにお

け る病理組織診 断報告書を図1-2に 示す。

また,従 来の病理組織診断学 の成書を図1-3に 示 し,こ の成書 の内容を本 プ ロ トタイプ

システムのデータベースに収録 して,出 力 したのが図1-4で あ る。今回の方 法では,検 査

を受けた全臓器及 びその各 々に見いだ された診断名,そ れ ら診断の根拠 にな った病理形態学

的所見が ツ リー構造で収録 されて いる。単一臓器 に二 つ以上 の診断が存在す る場合 は,そ れ

らの項目データの入力順序 は任意 に行 って も,そ の検索 及び集計機能 に支 障をきた さないた

め,煩 雑な入力ルールに煩わ される必要がない。

また,1レ コー ド宛99臓 器,1臓 器宛99診 断,1診 断宛99の 形態学的所見の記述が可能 な

ため,詳 細 な病理検査 の記録,及 びその検索 と集計がで きる。

1.4実 施 結 果

病理診断検査報告の形態学的コメン トをデータ化 したものを,本 システムで処理 し,単 一疾

患の症例集団の中で病変の程度の異なる集団を,複 数の形態学的所見からなる組み合わせの出

現率の違いで明らかにすることがてきた。

また,2名 の異なった病理医が診断 したある疾患の症例群について,複 数の形態学的所見か

らなる,あ る組み合わせの出現率を算出し,診 断内容の差の有無を統計学的に行 うことができ

た。

1.5今 後 の 課 題

今回のプロ トタイプシステムに収録 したデータの活用で,病 理検査医に とって は有用 な情報

提供が可能であ ることが明 らかになった。

しか しなが ら,今 の ところ一施設の病理検査室 内の クローズ された範囲であ り,中 ・長期的

には,同 一施設内におけ るネ ッ トワー ク化(例 えば医療現場 と病理検査室)や,他 の施設 との

有機的結合によるシステムの多面化等 も挙 げ られ る。

しか し,デ ータベ ース構築 に当たっては,何 らかの形で システムヘデ一 夕を入 力 しなければ

な らない。そのため,デ ー タ入 力者が 「データベ ースシステムにデータを入力す る」 とい う意

識 をす る必要がな く,定 型化 された 日常業務 の中で容易 にデ ータ入力(シ ステムか らすればデ

ータ取 り込み)が で きるよ うな仕組み作 りが今後 の当面の課題であろ う。
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2交 通事故調査デー タベ ースの

プ ロ トタイ プの作成

財団法人 日本 自動車研 究所





2、 交通事故調査 データベー スのプロ トタ イプの作成

2.1目 的 と 概 要

交通事故の低減や交通事故時の乗員等の被害を軽減するための一方策として,交 通事故調査

を実施 し,得 られたデータをもとに事故原因や傷害原因を多面的に解析 し,そ の結果を実際の

交通政策や道路設計,車 両開発等に反映させることが重要である。 このような観点から,先 進

諸国においては古 くか ら交通事故調査が実施されており,わ が国において も系統的かっ継続的

な事故調査が幾つか実施 されている。

交通事故調査には大 きく分けて2種 類あり,そ の一つは主 として警察によって実施されてい

る交通事故調査であり,そ の対象は全国又はアメリカ等では州全体を網羅 しており,調 査対象

事故件数が多いという特徴をもっている。この調査は交通事故を統計的側面からとらえる場合

には不可欠なものである反面,調 査項目が限定されるため,道 路施設の設計 ・改良や自動車の

設計 ・改良などに反映 させるには必ず しも十分ではない。 この点を補 うため,多 くの国におい

て,特 定の交通事故要因について詳細な分析を行い,具 体的な事故防止策及び事故時の被害軽

減策を講 じることを目的とした詳細事故調査が実施されている。

本開発研究で対象としている事故調査は後者であり,今 年度はその調査 目的に適合 したデー

タベースを構築するための第一ステップとして,既 に実施された事故調査を例として,以 下の

内容についてデータベースのプロ トタイプを作成 した。

(1)マ ンマシンインタフェースの概要設計

(2)デ ータの実装

(3)マ ンマシンインタフェースのプロ トタイプの作成

(4)検 索,集 計用ソフ トのプロ トタイプの作成

(5)プ ロ トタイプに関する各種検討

なお,本 開発研究の目的を達成するため,学 識経験者か らなる 「交通事故調査データベース

のプロ トタイプの作成委員会(委 員長:藤 原譲 筑波大学教授)」 を設置 し,そ の下に当研究

所技術者によるワーキ ンググループを編成 し,上 記委員会の指導の もとに開発研究を実施 した。
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2.2本 開 発 研 究 で 目 指 し て い る 事 故 調 査 デ ー タ ベ ー ス の

特 徴 と 将 来 像

本開発研究で対象 と してい る交通事故調査 は,事 故時の車両構造 と乗 員の傷害の関係を明 ら

かに し,自 動車の安全性向上 の資料 とす ることを目的 に実施 されて いる詳細事故調査であ り,

車 両構造 と乗員傷害 に関連 した項 目が詳細 に調査 されているとい った特徴 がある。 しか し,現

在 実施 されて いる調査 は,年 間の調査件数が100～200件 程度であ るため,統 計デー タと して

の価値 は必ず しも高 くない。

この よ うに統計データと してよ りも,詳 細な事例調査 と しての特徴を もつ事故調査デ ータの

デー タベース化を考 える場合,統 計的 な解析が一応で きるよ うに してお くことは当然であ るが,

む しろ事例調査 と しての各事故の もつ情報 をいかに して正確 かっ多面的に検索,集 計で き,更

に各事例を詳細 に検討す るために事故 内容の閲覧などが容易 にかっ迅速に行 えるよ うにす るか

とい うことが重要である。

この よ うな特徴を もった事故調査 データのデータベ ース として は,将 来的には次の よ うな シ

ステムが想定 され るb

(1)マ ルチメディアデータベ ースの指 向:数 値,文 字化 された情報 だけでな く,画 像情報 も含

ん だマルチ メディアデータベー スが必要である。画像情報 と しては,(a)事 故現場 の写真,(b)

事故車両の写 真,(c)事 故現場見取 り図(線 画),(d庫 両破損前後 の図面(線 画),(e)事 故再

現 シ ミュレー ション結果 の各種線画等がある。

(2)各 種事故調査技術 とデータベースの結合:デ ー タベ ースと結合すべ き事故調査技 術 と して

は,(a)事 故現場等での調査 データを現場で コンピュータ入力す るための技術,(b)事 故現場見

取 り図作成のコ ンピュータ化 とデー タベース化,(c)事 故車両の破損程度の 自動測定技術 の開

発 と結果のデータベース化,(d)事 故 車両の車両諸元のデー タベース化 と事故調査デー タベー

スとの リンク,(e)事 故車両の変形前 の寸法のデータベ ース化 と事 故調査 データベースの リン

ク,(f)事 故再現 シミュ レー ション解 析 と事故調査データベー スの リンクなどがあ り,今 後 の

技術 開発や周辺環境の整備 に伴 って事故調査データベ ースに取 り込 んだ り,リ ンクさせてい

くことが必要 であろう。

(3)各 種検索 ・集計,分 析 ・解析要求への対応:収 集 されたデ ータを簡単 にかっ柔軟性を もっ

て検索 ・集計 し,得 られたデータを用 いて各種分析 ・解析 した り,図 表化す ることはデータ

ベ ースを有効に活用す る上で重要な課題である。

以上 のよ うな点 を考慮 した詳細事故調査データベ ースの将来像 として は,図2-1に 示す よ
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うな システムが考え られる。 しか し,こ の最終的 な将来像 の実現 は,周 辺技術 の進展 に左右 さ

れ る部分が多 く,優 先順位,対 費用効果な どを考慮 して順次実施 してい く必要があ る。

23交 通 事 故 調 査 デ ー タ ベ ー ス の 概 要 設 計

前述の よ うに,詳 細事故調査 データベースの将来像 と して は,画 像(線 画)を 含んだマルチ

メデ ィアデー タベースが想定 され るが,デ ータベース構築の第一段 階 と して は,文 字化 ,数 値

化 された事故調査 データを汎用のデータベ ースマネージメ ン トシステムを用 いてデータベース

化 し,デ ータの入力,検 索 ・集計及び検索 された事故データの閲覧などの ソフ ト開発か らスタ

ー トす ることとし,今 年度 はその プロ トタイプを作成 した。

第一段階で対象 にす るデータベースは,ユ ーザ フ レン ドリーなマ ンマ シ ンイ ンタフェースに

よ ってハ ン ドリングで きることを 目指 してお り,イ ンタフェース部分の概要 を以下 に示す。な

お,イ ンタフェー スの設計 に当た って は,次 のよ うな前提条件 を設けた。

(1)コ ンピュータと して はエ ンジニア リングワークステー ション(EWS)を 用 いる。

(2)ユ ーザ にとって操作が容易なよ うに,メ ニ ュー対話方式 とす る。

(3)今 年度 は画像 ・線画情報及 び集計結果 のグラフ化などは直接の対象 と しない。

図2-2は,ユ ーザ インタ フェースの全体像であるが,そ れぞれの ブロ ックが一 つ又 は複数

の ウイ ン ドウ(Xウ イ ン ドウ)で 構成 され,そ れぞれメニ ュー方式で対話 しなが らデータベ ー

スにア クセスす る。図2-2に 示 され た各 ブロックは次のよ うな内容を もっ。

(1)メ イ ンメニ ュー:対 象 とす るデータセ ッ トを選択 し,作 業 内容を決め る。

(2)デ ータ入力:マ ニ ュアルによるデータ入力を行 う。入力 フォームの ウイ ン ドウ上のイメー

ジは,極 力調査票 と合わせ る。データの レンジチェックは この段階で実施す る。

(3)デ ータチェ ック:デ ータをデータベ ースに コ ミッ トす るのは,調 査票単位 とし,そ の範囲

での一貫性(論 理)チ ェ ックはデータ入力時 に実施す る。調査票を またが ったデータの一貫

性 チェ ックはすべてのデ ータが整 った段 階で一括 して実施す る。

(4)デ ー タ修 正:一 貫性チ ェ ックで検出 され たデ ータエラーを修正す る。画面表示 はデータ入

力 と同一 フォームを使用す る。

(5)検 索:検 索 はデータベース全体を対象 とす る。

(6)集 計:デ ータベース表 は複数 に分かれ るため,デ ータのハ ン ドリングが煩雑になる(プ ロ

グラムが複雑 にな る)の で,集 計 に使用す る可能性のあ る項 目を選択 して,新 たに1枚 の集

計用の表(又 は ビュー)を 作成 し,こ の表を対象 に集計を行 う。
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(7)調 査票データの入力:極 力調査票 イメー ジで入 力で きるようにす る。

(8)絞 り込み:検 索条件を メニ ュー方式で設定 し,デ ータの絞 り込みを行 う。

(9)'条 件付け:単 一の表(ビ ュー)を 対象 に した集計 を行 うための条件の設定を行 う。

00)閲 覧:事 故1件 当た りの内容を閲覧す るための選択を行 う。

aD特 定項 目の出力:メ ニ ューで絞 り込 まれ た全 事故 にっ いて,指 定 された項 目を出力す る

(グ ラフィック出力 とプ リン トア ウ ト)。

02)帳 票:集 計 されたデータを帳票 と して出力す る。

⑬ 詳細デー タの閲覧:デ ータ入力 と同一 フォームでグラフィ ック上 にデータを出力す る。

⑭ 概要票:事 故 の内容を,事 故概要総括票の フォームで グラフィック上 に出力す る。

2.4デ ー タ の 妥 当 性 チ ェ ッ ク に 関 す る 検 討

入力 されたデー タの信頼性 は,デ ー タベ ースの良否を左右す る要因の一つである。本開発研

究 で対象と してい る交通事故調査 データは,項 目数が500以 上 にな るため,デ ータの信頼性確

保 は重要な課題であ る。 データの妥当性 チ ェックはデータの レンジチェ ックと一貫性 チ ェック

に大別で きる。

データの レンジチ ェックは,各 調査項 目のデータがあ らか じめ規定 された範 囲内にあるか ど

うかをチ ェックす るもので,調 査時の記入 ミスとデータ入 力時の ミスを防止す るために行 う。

データの一貫性チ ェックは,調 査項 目間の論理的な ミスを検 出す るたあの ものであ る。調査

は場所が警察,事 故現場,事 故車両格納場所 病院及び事務所 と多岐にわた り,調 査票への記

入 も時間的 に前後 す るため,項 目間で論理 的な矛盾が生 じて も,調 査員が気付かない場合が あ

る。 データの一貫性 チェ ックは,こ の論理 的な矛盾をチ ェック し,調 査員 に対 してデータの修

正 を要求す る ものであ り,調 査後 あま り時間が経過 しない時点で実施す る ことが望 ま しい。 デ

ータの一貫性 チェ ックは更 に,必 要 な調査票がすべてそろ っているかど うかのチ ェ ック(カ ー

ドチ ェック)と,調 査項 目間で論理的な矛盾が ないか どうかのチ ェック(狭 義の一貫性 チ ェッ

ク)に 分かれ る。

カー ドチ ェックは,事 故の内容に応 じて,必 要 な調査票(実 際にはデータベ ース表)が すべ

てそろ っているか どうかをチェ ックす る もので,デ ータがすべて入力 された段階で実施す る。

狭義の一貫性チ ェ ックは,例 えば事故種別が正面衝突の場合は,事 故態様が衝突又 は接触 で

なければな らず,転 落などの ような他のデータの場合 はエ ラー として入力作業者 に知 らせ るよ

うにす る。 この よ うなチ ェックを必要 な項 目について実施す る。
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2.5交 通 事 故 調 査 デ ー タ ベ ー ス の プ ロ トタ イ プ の 作 成

2.5.1ス キーマの設計 とデ ータの実装

本開発研究 で対象 と した事故調査 は,長 年にわたって実施 されてい るため,調 査票が過去

4回 改正 されてい る。 今回対象 と した調査票 は昭和63年 ～平成2年 にかけて使用 された もの

で,ス キーマの設計 はこの時期のデータを対象 に,次 の ような検討結果 を もとに実施 した。

(1)デ ー タベース表 は,ほ ぼ調査票 ごとに分割す る。調査票は完全に リレーシ ョナルな関係

で はないが,各 種作 業 におけるエ ラーの発生 を防止す るには,調 査票 と1対1で 対 応 して

いる方 がよい。

(2)デ ー タベース表 の名称 はMOTFVO3□ 口口 とす る。□の部分が表に よって変 わ る。

(3)表 の各項 目名 に は最初 にVを つけ,次 に項 目番号を入 れる。項 目名 は全表を通 じてユニ

ー クとす る
。

(4)キ ー項 目は事故番号(ACCNO),車 両番号(VEHNO),乗 員番号(OCCNO),

傷 害番号(INJNO),座 席番号(SEATNO)の5種 類 とす る。

以上 の検討結果か ら,デ ータベース表 と して表2-1に 示す22枚 の表をEWS上 に作成 し,

事故約300件 分の データを実装 した。使用 したデータベ ースマネー ジメン トシステムはOR

ACLE(商 品名)、で あ り,EWSはSUN(商 品名)で あ る。

2.5.2マ ンマ シンインタフ ェースのプロ トタイプの作成

2.3で 述べた各種 ウイ ン ドウの中で,最 も複雑 なプ ログラ ミングを必要 とす るの は,デ ー

タ入 力用の画面 と事故概要総括票の 出力画面であろ う。 データ入力用の画面 は,デ ー タ修正

やデータ閲覧 に も使用す るため,と りわけ重要な役割 を果たす。今年度 はマ ンマ シンイ ンタ

フェースの プロ トタイプと して,デ ータ入 力画面 の うち,事 故概要及び環境 を入力す るため

の調査票(A111票)と,事 故概要総括票の出力画面 を作成 した。画面 作成用 ツール は,

将来の移植性を考慮 してOSF/MOTIFを 用 いた。

図2-3は,こ のデ ータ入力用画面(こ こではデータ閲覧に使用 している)と 事 故概要総

括票及 び閲覧内容の選 択用 ウイ ン ドウを同一画面上 に表示 した状態を示 して いるが,デ ー タ

入力用 ウイ ン ドウと事 故概要総括票の ウイ ン ドウの両方 とも上下 と左右の スクロールバ ーが

あ り,各 票 の任 意の場 所を選択閲覧できるようにな ってい る。
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2.5.3検 索 ・集計用 ソブ トのプ ロ トタイプの作成

2.5.1で 述べたよ うに事故調査 データベース表 は22枚 に分かれてお り,こ の ままの形で検

索 や集計 を行お うとす ると,検 索 に使用す る表をSQLで 結合 していか なければな らない。

しか しこれ らの表間で は,結 合す るキー項 目が一方に存在 し,他 方 に存在 しない という場合

があ り,表 結合 には外部結合 を用 い る必要 がある。使用 したデー タベースマネー ジメ ン トシ

ステ ムで は,こ の外部結合に対 して大 きな制約があ り,ま た外部結合 を頻繁 に使用す るとデ

ー タ構造を正確 に理解 した形でプ ログラムを記述す ることは非常 に煩雑 になる
。 この ことか

ら,こ れ らの表 を数段階 に分けて ビュー と して結合 し,最 終的な ビューを表 に変換 し,そ の

表 を対象 に検索 ・集計 を行 うことと した。ただ し,使 用 したデ ータベースマネージメン トシ

ステムは,表,ビ ューの項 目数が255以 内 と制 限されているた め,元 の表 のなかで検索 ・集

計 に使用す る可能性がある223項 目を選択 し,ACC_JOINと いう表 を作成 した。 この

表 は事故約300件 を含んで お り,レ コー ド数 は2,339と な った。

検索用の ソフ トとしては,お おむね4種 類必要で あるが,今 年度 は1事 故に含 まれる全車

両,全 乗員,全 傷害を対象 と して,検 索条件に適合 した事故の うちか ら,検 索条件に該 当 し

た レコー ドの情報にっ いて,指 定 したモニ ター項 目を出力す るソフ トを作成 した。図2-4

は検 索結果 の例であるが,検 索条件 は 「ボ ンネ ッ ト型乗用車 の右側面 に衝突 した事故」で あ

り,モ ニ ター項 目は 「被衝突車 に関す る情報(モ ニター項 目と して指定)」 を出力す るもの

であ る。

集計用の ソフ トのプロ トタイプ と しては,ク ロス集計用 ソフ トを作成 した。図2-5は 集

計結果の例で あ り,こ の例はあ る年度 の調査 データの乗員の傷害程度 を乗車条件別 に集計 し

た ものであ る。

2.6プ ロ トタ イ プ に 関 す る 各 種 検 討

今年度 は,既 に実施 された交通事 故調査 データの うち,昭 和63年 度～平成2年 度 にかけて使

用 された調査票 を対象に,デ ー タベースのプ ロ トタイプの実装 と各種 ソフ トのプロ トタイプを

作成 した。 これ らの プロ トタイ プの作 成を通 じて得 られた問題点,課 題 は以下 の とお りで ある。

2.6.1デ ータの実装

(1)デ ータベースの スキーマ は調査票のバー ジ ョンごとに作成す る ことと し,長 期の年度 に

またが った集計 を行 う必要が ある場合 は,各 調査票バー ジ ョンか ら共通す る項 目を選択 し
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て,別 の表 を作成 し,こ の表を対象に集計等 を実施す る。

(2)デ ータベース表 をよ り簡略化す るためには,車 両票 と二輪軍票 を整理 ・統合す るな どの

手段 を講 じることが可能であ るが,調 査票 とデータベ ース表が大 き くかけ離 れ るとその後

の作業 に混乱を きたす ことにな るため,デ ータベース表を統合 ・整理す る場合 は調査票 の

段 階か ら実施すべ きであろ う。

(3)現 在の調査票で は,あ る事故において,例 えば二輪車が関与 して いなけれ ば,二 輪車 の

関係の票 にはその事 故番号及び関連情報は全 く記載 されない。 この ように,多 くの表にお

いて主キ ーが とび とびで しか記載 されていないと,検 索や集計の ときに各表の関係を結合

す るの に外部結合 とい う技法 を用 いることにな るため,デ ータベースの元の表にデータが

な くて も,必 要な キー番号 だけはすべて記載 してお くほ うがよい。

2.6.2デ ータの妥 当性 チェック

入力 されたデータの妥当性 チェ ックについて検討 した結果,次 のよ うな問題点が明 らかに

な った。

(1)デ ータベ ースのデータの コ ミッ トは,調 査票単位で実施す ることと したが,こ の場合,

調査票単位で実施 で きるデータの一貫性 チェ ックは,デ ータが入力 され た時 点で直ちに作

業者 にフィー ドバ ックされ ることが望ま しく,そ のためのプログラ ミング手法を検討す る

必要が ある。 これ は,デ ータの レンジチェ ックにつ いて も同様である。

② 事故の内容に応 じて,必 要 な調査票(実 際はデー タベース表)が すべて整 っているか ど

うか といったカー ドチェ ックと,調 査票間をまたが った項 目間のデータの論理 的な矛盾を

チ ェックす る一貫性 チェ ックは,す べてのデータが入力されてか ら実施す るので,プ ログ

ラ ミング技術の点 か らはさほど困難ではないが,ど のよ うな項 目同志をチ ェ ックす るか と

いった内容の整理 を十分に行 う必要がある。

2.6.3マ ンマ シンイ ンタフェース

(1)マ ンマ シンイ ンタフェースは,Xウ イン ドウ上にOSF/MOTIFを 用 いて作成 した

が,各 調査票 に対応 したデー タ入力用画面(デ ータ修正,デ ータ閲覧に も使用)は 一つの

調査票バ ージ ョンで20枚 以上あ るため,す べての入 力画面 を作成す ると膨大 なプログラ ミ

ングが必要 にな る。 これを回避す る一つの方策 は,OSF/MOTIFの コー ドを 自動 的

に生成す るよ うな簡易言語を作成す ることであ り,今 後 の検討課題であ る。

(2)事 故調査データをグラフィック画面上で入出力す るための画面表示 は,OSF/MOT

－13一



IFを 用 いてXウ イ ン ドウ上で実用的な ものが作成で きることは明 らかにな ったが,こ の

デー タを印刷出力す る方法 につ いて は未検討であ るため,今 後 の課題である。

(3)今 年度 はソフ ト開発を実施 しなか ったが,事 故調査 データの検索,集 計及 び解析,分 析

結果を図表化することは,デ ータの有効活用の点 で重要 な課題で ある。表 につ いて は,出

力 したいデータを表計算 ソフ トな どに転送 し,表 計算 ソフ トで体裁 を整えて 出力す ること

も考え られるが,こ の場合表計算 ソフ トの取扱 に習熟す る必要があ るため,最 善 の策 とは

いえない。 また,図 にっいては事故調査独特の図があ るため,こ れ らについて汎用 の ソフ

トが利用 できるかど うかの検討 と,も し利用で きないよ うな場合は独 自に開発す る必要が

ある。

2.6.4検 索 ・集計用 ソフ ト

プ ロ トタイプの作成 を通 じて,希 望す る検索や クロス集計 が原則 と して可能であ ることは

分か ったが,今 後次のよ うな課題 を解決す る必要が ある。

(1)検 索 ・集計条件の指定方法:検 索 や集計の条件 を指定す るとき,SQLの 論理文を記述

す る必要があ り,一 般ユーザのすべてが この論理文 を理解す るのは困難であるため,よ り

簡単な条件指定方法を検討す る必要がある。

(2)ク ロス集計 ソフ トの プロ トタイプで用 いた ロジ ックで は,集 計 マ トリックスの一つ をカ

ウ ン トするの に,デ ータベース全体をサーチす る必要が あ り,集 計 マ トリックスが大 き く

なると集計時間が飛躍的 に多 くな るので,集 計 ロジ ックを検討す る必要があ る。

(3)検 索 ・集計 において,事 故の主 たる関係車両であ るA当 とB当 の相互の関係(例 えば乗

用車の側面 に小型 トラ ックが衝突 した)に 注 目 して検索す る場合 は,今 回作成 した検索及

び集計用 ソフ トよ りい くぶん工夫 を必要 とす るため,今 後の課題であ る。
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表2-1デ ー タベ ー ス表

表の名称 表の内容 バ リアブル(除 キー項 目)

MOTFVO3A111 事故概要及び環境 V1～V25.5,38項 目

MOTFVO3V.41 事故車両及び運転者関係 VO1～V118.3,25項 目

MOTFVO3V.42 事故車両及び運転者関係 V119～V131.8,39項 目

MOTFVO3V.43 事故車両及び運転者関係 V132」4L3,48項 目

MOTFVO3V-44 事故車両及び運転者関係 V142」 ～V159.7,55項 目

MOTFVO3V-45 事故車両及び運転者関係 V160」 ～V174.21,46項 目

MOTFVO3V.46 事故車両及び運転者関係 V175～V176」0,21項 目

MOTFVO3V-47 事故車両及び運転者関係 V178」 ～V178.25,25項 目

MOTFVO3V.48 事故車両及び運転者関係 V179」 ～V179.25,25項 目

MOTFVO3V-49 二輪車及び乗員の概要 V202」 ～V233.1,48項 目

MOTFVO3V-50 二輪車及び乗員の情報 V234」 ～V255,50項 目

MOTFVO3L-. 乗員 ・歩行者等の情報 V501～V535,38項 目

MOTFVO30-一 一 乗員 ・歩行者等の傷害接触関係 V601～V640,45項 目

MOTFVO3P..一 シー ト、年少者用補助乗車装置 V1001」 ～V1017,31項 目

MOTFVO3V.51 前面窓ガラス V1101～V1105」5,19項 目

MOTFVO3V-52 フー ド V1201～V1209.2,10項 目

MOTFVO3V.53 ステア リング V1301～V1310,21項 目

MOTFVO3V.54 ドア V1401」 ～V1406.2,23項 目

MOTFVO3V-55 キ ャブオーバ型車 V1501.1～V1512.6,30項 目

MOTFVO3V-56 タイヤ関係1 V160L1～V1606-10,60項 目

MOTFVO3V.57 タイヤ関係皿 V170L～V1704」0,40項 目

MOTFVO3V-58 車両火災 V1801～V1830.2,45項 目
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3シ ルバ ーエイジの医療 と福祉情報

の実際 的な活用 を 目的 と した

デ ータベ ース構 築

美崎高齢者福祉互助会 美崎生活館





3.シ ルバーエイ ジの医療 と福祉情報 の実際的な活用 を

目的 と した デ ータベ ー ス構築

3.1概 要

近年 の シルバ ーエ イ ジ(高 齢者)の 急激な増加 は社会的に も種 々の問題 を提起 してお り,国

は もちろん,市 町村,団 体,企 業 において も多数の施策,対 策が と られよ うと して いる。

美崎高齢者福祉互助 会 ・美崎生活館(以 下美崎生活館 と略す)は 一部会員制の組織 であ るが,

これ等の動 きに先駆 けて現在 までの19年 間滋賀県守山市 の美崎地区において高齢者 の訪問看護,

生 きが い事業,訪 問活動,移 送,デ イケア一等 医療 と福祉か らな る事業を行 って きた。

昨年度 はこれ らの医療,福 祉の両サイ ドか ら収集 した過去のデータを基礎 に医療 と福祉の両

面か らのデー タベ ース 「生活記録(個 人 カルテ)」 を作成 し,デ ータベース化を行 うための調

査 「シルバ ーエイ ジの実態及 び生 活に必要な情報のデータベース構築のための調査研究」を実

施 し,パ ソコンの ワープロ機能 を利用 して試作 したが,今 年度 は特にデータベース用 ソフ トを

利用 して,デ ータの イ ンプ ッ トを実施 した。 また,そ れ らのデータを利用 してケ イスカ ンファ

レンスを実施 した。更 に,パ ソコンネ ッ トワー クの一環 としてパ ソコン通信の利用 につ いての

検討 も行 った。

それ らの結果,作 成 したデータベ ースは昨年度作成の もの に比べて シ ンプル にな り,使 用 し

やす くな った。 また これ らのデー タベースはケイスカ ンフ ァレンスに も有効 に活用で きること

が分か った。 また,パ ソコン通信について も今後有効でかつ興味深 い情報交換の手 段 と して利

用で きることも分か って いる。

県や市 において も現在 シルバーデータベースづ くりに積極的で あるが,今 回実施 した ことは,

これ らの動 きとも合致 してお り,今 後 の有効 な活用 が期待 される。

3.2目 的

既 に記 したよ うに,昨 年度か ら美崎生活館 に係わ る高齢者を対 象に,個 々人の医療 と福祉 を

中心 に収 集 したデータを もとにデ ータベー スの構 築を行 って きたが,引 きつづ いて今年度 は

「シルバーエイ ジの医療 と福祉情報の実際的な活用 を目的 と したデータベース構築」 と題 して
,

前年度 の調査研究を更 に前進 させ ることを 目的に行 った。

まず第一番 目に,前 回のデー タベースシステムではパ ソコンを利用 していたが,デ ー タを収

一21一



集 し,デ ー タベースの体系 にす ることが まず第一の 目的であ り,ワ ープロ機能 を利用 してデー

タベースを作成 していたので,検 索可能で はなか った。 また容量 的に も問題があ った。 そこで

今 回はパ ソコンにより検索可能である ことと容量的に も考慮 した システム化を 目指す こと,更

にデータの グラフ等の図表化 により時 系列 的にデ ータを見て い くことが で きることを も目的 に

してデータベースの構築 を行 った。

第二番 目と しては,こ のよ うなデー タベース化の 目的 は単 にデータを収集す るのみで はな く,

それ らの収集 したデータを うま く利用あ るいは活用す ることであるので,こ れ らのデ ータを も

とに医療 と福祉の専門家によ る個 々の データの解析,必 要な場合には処置を とるとい う判断材

料 に使用す る,い わゆるケ イスカ ンフ ァレンスを実施す ることによ り利用 した。 そ して更 に追

加 されたデータについて は記入 し,ま た利用 した結果相応 しくない,的 確でない と判断 された

データにっいて は修正,補 足の処理 を行 い,デ ー タベースの活用に反映 させてい った。

第三番 目にパ ソコン通信網を利用 して美 崎ネ ッ トを設 置 して,美 崎生活館以外か らのデータ

のイ ンプ ッ トにっ いて,あ るいは高齢 者が生活 して い く上 にお いて必要 な趣味,旅 行,施 設,

社会設備 ・施策等の情報 を収集 した高齢者生活情報 データベースの将来の構築 にっ いての試 み

について も実施 した。

国内各所 で もこのよ うなデー タベ ースの開発 は行 われて いるが,医 療 と福祉が別 々に行われ

ていた り,同 一視 しよ うという考 えが されて いないのが実状であ る。 この面で も医療 と福祉を

合同で取 り扱 って いることは先駆 的な試 みで あるといえ る。

3.3実 施 内 容

3.3.1デ ータベースの構築

(1)ハ ー ド面か らの検討

現在,美 崎生活館において データベ ース構築 などのために利用 して いるコンピュータ及

び周辺機器 は以下の とお りである。

コ ン ピュー タ

デ ィ ス プ レイ

ハ ー ドデ ィス ク

EMSボ ー ド

プ リンタ

モ デ ム

NEC

NEC

TEAC

メルコ

EPSON

AIWA

PC9801-VX(CPU80286)

HD-101A(100MSCSI)

EMJ-4000L(4M)

LP-2000(ペ ー ジプ リンタ)

PV-A24B5(2400BPSMNP5)
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イメー ジスキ ャナーOMRONHS7Rll

これ らはデータベ ースへ のデータ入力 とその出力のために用 い られている。現段 階で の

デー タ処理 に対 して は十分 な対応がで きるが,よ り高速 なデータ検索やその プ リンタへ の

出力な どを考 えると,で きれ ばコ ンピュータ本体 は32ビ ッ ト,16MHzぐ らいの性能が望

ま しい。特に,デ ータの出力に関 して はDTP(デ ス ク ・トップ ・パ ブ リッシング)を 効

率的に利用す ることを考えて いるが,そ のためにはWINDOWS3.0が 快適に動作す

る環境 が必要で あ り,そ れには現在の16ビ ッ ト機では若干 の無理が あることを否定す る こ

とはで きない。

② ソフ ト面 か らの検討

デー タベースのためのアプケー ションソフ トとしては桐Ver.3(管 理工学研究所)

を使用 してい る。その際,桐 の一括処理機能を用いて,目 的のデ ータベース構築のために

カスタマイズ し,デ ー タ入力や検索などの便を図 っている。

桐 をデータベ ースソフ トと して採用 した理由と して は,そ の高度な一括処理機能や可変

長項 目を扱 える点な どを挙 げることがで きるが,い ずれ に して も,文 字情報が主体 とな る

データ管理 には最適のデータベース ソフ トであるといえ るだ ろう。 データ検索や並 び替え

の処理速度,あ るい は印刷な どの能力 において も他の いわゆ る リレー シ ョナルデータベ ー

スを抜 きん 出てい る。

難点 を挙 げるとすれば1項 目1,000文 字の制限が もう少 し,大 き くな らないだろうか と

い う点で ある。現 時 点で は1,000文 字を超え る長文の文書 情報 に関 して は項 目を分割 して

処理せ ざ るを得ない。 また,一 般 に公開すべ き有益 な福祉 ・医療情報 はコ ンピュー タを使

えない多 くの人たちのため に印刷 して配布 され るべ きであ るが,そ のため にも桐のデー タ

を 自由自在 に切 り張 りで きるよ うに,で きればWINDOWS対 応版がで きることが期待

され る。

(3)デ ータベ ースの内容項 目か らの検討

データ入力のための フォーマ ッ トは図2の ようにな る。 ただ し,こ のデータすべて をデ

ィスプ レイ上で見 る ことは不可能であ る し,ま た,そ のデータを上か ら下 まで スクロール

させて見 ることは煩わ しいので,デ ィスプ レイ上の便宜 を図るために1件 のデー タを次 に

示すよ うに五 つの カテ ゴ リー,1)基 礎 資料,2)家 庭環境,3)健 康状態,4)公 的福

祉,5)生 活館サ ー ビスに分割 して,そ れを一括処理 によ る編集対照表の切 り替えによ っ

て必 要なデータのみをデ ィスプ レイ上で確認できるよ うに した。

この他,検 索,整 列,選 択,印 刷,編 集等の機能を もって いる。

総数96個 のデー タ入 力に対 して はポ ップア ップメニ ューを利用 してい る。
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舎〔F/
ファイバ 晒 翻 魎

カ ル テ 醒 贋 鴫 璽 ロ1醗 ヨ1唖 廻"亨"
}綴i逼 酋 〔 ⊇

No.■

遍∪`←

菌"二 昌"

灘 ビス

太郎 よ み みさき たろう 性 別 男

会員

ハ∠

つ0

4

5

主年月日1920年1月1日(満72才)死 亡 日

世帯 健康状態B受 給している年金 老齢福祉年金

住

ま

い

　

住 所
〒524守 山市今浜町美崎1

学 区:美 崎 自治会:美 崎

連結法 電話(自 宅):0775-99-9999電 話(モ の他):

種 類 社宅 ・公営 大きさ1LDK備 考 日当たりが悪い

穣 動
前住所:守 山市勝部町 転入時期:1986

転出先:転 出時期:

蕊_鯛 定t;1㌻㌍'美崎生活館 個人力1レテぎ瓢 草箒 ぎ書 字て㎜ 三三ξ'「

帳票形式編集:訂lk
.,,力 ㌦ 鞠lsnKI*美 崎 藷 引i§*

太郎

(1992年 か ら)生 年 月日1920年1月1日(満72才)死 亡日

世帯構成 ひとり暮ら し 受給 してい る年金 騒齢福祉年金

〒524守 山市今浜 町美崎1

区:美 崎 自治会:美 崎

連絡法 電話(自 宅)=0775-99-9999

:㌶ 鴎:DK生 輪
転出先:

→
㎜ 高鍋騙 願 ■ 桐十 蹴 囲 囲 唖

図1デ ィスプ レイ上の画面例
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⊂個二　=一==⊃
…31名 川 美崎 太郎1よ ∋ みさき たろう 巨 別已

会 員(1992年 か ら)1生 朝 日1192・年1月1日(満72才)1死 亡 日1

蹄 横倒 ひとり暮らし 曄 状態1・1受 給している年金匡 齢福祉年金

住

ま

い

住 所
〒524守 山市今浜 町美 崎1

学 区:美 崎 自治会:美 崎

連絡法 電 話(自 宅):0775-99-9999電 話(そ の 他)・

種 類 社宅 ・⇒ 大きさ11LDKl構1日 当た りカ・悪い

移 動
前住所:守 山市勝部 町 転入時期:1986

転出先:転 出時期:

家 庭 環 境

一人暮 らし 原 因:配 偶者 の死1986年 か ら

同居家族 1
1・ll・ll・ll・

別居家族

名 前 続 柄 住 所 電 話

6 美崎 一郎 長男 守山市美崎100 99-8888

7 守山 花子 長女 守山市勝部町99 99-7777

可能な介護剤 家族の中で已 家族以外で1中 隔 護1・1

燗 関係隊 旗と ・髄 繍 と ・髄 近隣 ・友人と 澗 題あり

主な調 同 調 者あり 酬 酩 ・瀕 次長P搬 ・週に唖

備 考 匡 賀さん以外はほとんど燗 関係力・ない

健 康 状 態

休の鹸 已 通1脇 殉 職 病四 節炎1榊llの 綱 もの忘れ

体の不自由
見 に くさ:普 通 ふ らっ き:普 通

ものが言 いに くい:良 好 痺 れ、 こ り、痛 み:悪 い

通院/入 院中の病司 琵琶湖病院 通院搬/入 院其月間 ・週に唖 くら・・

日醐 司 鎮 ・自分でできる 鞭 ・自分でできる

着脱:自 分でできる 入浴:自 分でできる 歩行:自 分でできる

家 事 陣 ・自分でできる 撒 ・自分でできる 買物,自 分でできる

寝たき りになった原因1そ の醐 ・

社会参叫1宗 教団体1・1町 内会1・11・1

ケアー コーデ ・ネ イ シ ・ン1

公的サー ビスの必要性

コ ー ド 必要なサー ビス 実 施 期 日 / 備 考

訪問:家 庭介護サービ

図2デ ー タ入 力 の ため の フ ォー マ ッ ト
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3.3.2ケ イ ス カ ン フ ァ レ ン ス

情報 を使用 したケイスカ ンファ レンスと して は次のよ うに実施 した。

本年度(平 成3年 度)の 活動(ケ イスカ ンフ ァレンス)は 平成3年10月 よ り翌平成4年3

月末 まで通算4回 実施 した。その 日程,議 題,検 討,総 合判断な らびに処方の決定な どは以

下の表に示す とお りで ある。

CC会 議議題
時 期 備 考

報告,審 議,診 断,処 置,そ の他(評 価)

7月 より第1回CC 従来通 りケイスマネージメン トを継続す る
7月 データベース振興セ ンターよ り継続研究決定

1(10月5日) 1.7月 よ り10月 までの経過報告(山 口) 新 ラ ンク別一覧表
2.本 活動(SADBA)に 伴 う確認事項 の作成依頼
3.審 議事項

4.ラ ンク移動,新 対 象,ニ ー ド,総 合診 断

5.個 別 ケ アー か らグ ル ー プケ ア ーへ 移動 に伴 う機関,
6.処 置(ケ ア ー方 針),処 方 施設などへの連絡
7.そ の 他 調整

2(11月9日) 1.経 過報告(イ ベ ン ト発生,状 況,経 過) 新対象のADL調
2.意 見 の交換 査を実施
3.総 合診 断 と処方
4.処 置な どの決定 MADBへ の入 力

5.ラ ンクの移 動

3(12月21日) 1.経 過報告,処 置の効果,状 況 など グループの強化

4(12月29日) 2.医 療 福祉からの意見の相互交換
3.診 断 処方

4.処 置

5.ラ ンクの 移動 MADBへ の入力

6.そ の 他

平成4年1月 よ り 冬季のため濃密な
2月16日 従来通 りケ イスマネー ジメ ン トを継続す る ケ アー

館内カ ンフ ァレンス
4(2月16日) 1.12月 よ り翌1月 までの経過報告(山 口) 新 ラ ンク別一覧表

2。 ケ イ ス マ ネ ー ジ メ ン ト(事 例 研 究) の作成依頼
3.評 価

個別 ケアーか らグルー プケアーの評価
美崎データベ ース構築の メソッ ド,運 用
総合的な意見の交換
医療 と福 祉のネ ッ トワーク化,連 携

社会資源 への連絡,調 整,連 携 プ レイ
などの効果

館内 カ ンファ レンス
他の専門家との意見交換

4.MADBへ の入力(人 的資源)

5.MADBのCCへ の利 用

6.今 後残 された問題(考 察) 報告のたあ ランク
7.そ の 他 別一覧表の整理
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3.3.3コ ン ピュータ通信 「美崎ネ ッ ト」の試み

(1)美 崎ネ ッ ト開設の経緯

当初,個 人 カル テだけでな く老人福祉全般にわた るシルバ ーデ ータベースを桐 によって

構築す ることを考え た。 しか し,以 下 のようなデータベースソフ ト上 とコンピュータ通 信

用ホス トプ ログラム上でのデータベース開発を比較検討 した結果,桐 では個人 カルテのみ

を扱 うことが妥 当で はないか とい う結論 に至 った。

以上 のよ うな考察か らデータの用途 に応 じて2種 類のデータベース開発 を展開す ること

にな った。っ ま り,個 人カルテの ような内部 向けのデータは桐に よって管理 し,福 祉情 報

な ど外部 に対 して広 くオープ ンにされるべ き性質の ものはコ ンピュータ通信上でのデータ

ベース開発を 目指す ことにな った。

コンピュータ通 信用のホス トプログラム としてはナツメ社のBIG-Mode14 .0

の3回 線版を採用 した。現段階で はこれを1回 線で のみ使用 している。取 り敢 えず ,こ の

通信 ネ ッ トワー クを 「美崎ネ ッ ト」と名付 けて,現 在,試 運転 中であ る。以下 に美崎 ネ ッ

トの アクセス条件 について記す。

回線電話番号

通信速度

転送制御手順

通信方式

同期方式

データビッ ト長

ス トップ ビッ ト長

受信 フロー制御

送信 フロー制御

パ リテ ィチ ェ ック

SI/SO制 御

漢字 コー ド

受信 改行 コー ド

送信改行 コー ド

バイナ リ転送方式

一 〇775-85-7672

-300/1200/2400BPS

－ 無 手 順

一 全 二 重

一 非 同 期

一8ビ ッ ト

ー1ビ ッ ト

ー 有 効

一 有 効

一 な し

一 無効

一 シ フ トJIS

-CR十LF

-CR

-XMODEM
,YMODEM,Quick-vAN
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(2)美 崎ネ ッ トの基本 コンセ プ ト

いわゆ るデータベ ースソフ トとも異 な り,ま た,近 年,数 多 く出て きた草の根BBSと

も異な るコンセプ トを美崎ネ ッ トはもとうと して いる。

美崎ネ ッ トは以下 の三つの 目標 か ら開設を考 えて いる。

1)お 年寄 りとお年寄 りの生 の声 をっな ぐ

2)有 用情報(福 祉情報,医 療情報な ど)を お年寄 りに共有 して もらう

3)ネ ッ トワー クを福祉行政 の改善のために生かす

(3)メ ニ ューの構造

メニ ューの構造は以下の ようにな って いる。

∴;1∵1=
デ ー タベ ー ス ⌒寸断

医療情報

質問コーナー::灘 ㌶

3.4評 価 と 考 察

今 回,シ ルバ ーエイ ジの 医療 と福祉 の情報 についてのデー タベースの構築を行 った。特 に,

前年度 か らの継続 と して検索可能な システムであ りまた容量的に も改良 された システ ムにす る

ことをまず第一 の目的 と して,二 番 目に これを もとにケイスカンファレンスを実施す る こと,

三番 目にはパ ソコン通信網 を利用 して 「美 崎ネ ッ ト」をっ くり活用す る ことを 目的 に実施 した。

以下 に,そ れぞれについて の評価 と考察 につ いて述べ る。
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まず第一の 目的の システムづ くりについてで ある。

今回の試みによ り従来 に比較 して格段の進歩があ った ことはい うまで もない。

イ ンプ ッ トにお いて も容易 にな った し,項 目の検索が可能 にな った こと,ま た容量的に も相

当拡大 された ことは,そ の活用 において も非常に有効であることは疑 う余地 もない。医療 と福

祉 の両 サイ ドの情報のデータベース とい うことで も大いに価値 あ るものであ ると考える。

問題点 とい うことを挙げてみ ると,今 後ず っと継続 してい くためにはメ ンテナ ンスの面で,

更 によ り簡易な方法を考 えてい く必要があ る。

二番 目のケイスカ ンファレンスにお いて は実施 したが,こ の作成 した システムを使用 して,

医療 と福祉の両面 か ら総合的に判断で きた ことは非常 に有効で あ った と考 え る。

医療のみの情報 では判断できないこともあるが,福 祉の情報 も加えて総合的 な判断に使用で

きた ことは非常 に有用であ った し,十 分 に評価で きることであ ると考え る。

システム とい う面か ら判断 して も,十 分 に利用可能であ ると判断す る。

今後 は更 に有効 に利用 して い くことに留意 して い く。

問題点 という面か ら挙 げてみ ると,記 録において は文章化が不適切であ り,理 解で きない箇

所 も一部残 るとい うことがあ る。今後 の課題 と して考えてい く。

今後 は高齢者 の長期的なカ ウンセ リングに も利用 していたきい と考えて いる。

三番 目の 「美崎 ネ ッ ト」の設置であるが,完 成 してお り,こ れか らの活用 に期待す るところ

で あ る。今後 はパ ソコ ンネ ッ トを利用 して,高 齢者 に関す る情報収集 に利用 した り,「 お喋 り

の場」 と した り,意 見交換 に利用す ることによ り,高 齢者のニ ーズを知 る,情 報 を提供す ると

い うことに利用 してい きた い。





気候情報 デー タベ ースの構 築
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4気 候 情 報 デ ー タ ベ ー ス の 構 築

4.1デ ー タ ベ ー ス の 構 築 に 当 た っ て

4.1.1構 築の背景

気候情報は,従 来より産業気象情報,設 計気象値,サ ー ビス気象情報などとして多方面に

わたり利用 されている。

一方,近 年大 きな問題として取 り上げられるようになった地球環境の変化は,人 々の生活

環境だけでな く産業界に与える影響 もはかり知れない。その地球環境の研究は,さ まざまな

機関において実施されており,多 種多様な変化傾向を探るためには,や はり気候情報が必要

である。いずれの利用形態にせよ多種 多様かつ長期にわたる基礎データの収集とその分析

が必要である。 このような状況の もと気候情報は各種産業の進展にとって不可欠であるとと

もに政治及び国民生活のあらゆる分野にわたってグローバルな気候情報を抜 きに地球の将来

を語ることはできなくなってきている。これ らのことは気候情報へのニーズの増大と捕える

ことができると考える。

上記のような,気 候情報の利用形態に基づきニーズを大別すると生情報 と,加 工情報に分

けられる。 これ ら気候情報の入手は現在ではマスコミによるものを除 き入手可能な情報は限

定 され,か っ時間と費用がかかる。また,こ れらのニーズに対応す る気象 ・気候関連のデー

タベースは無い。

このような現状において,気 象 ・気候情報を迅速かつ廉価で提供 し得るデータベースを構

築することは必須の課題であると考えられる。

4.1.2構 築の基本計画 と本年度 の課題

気 候情報 データベースの開発 は,昭 和63年 度 よ り独 自に基本構想 の策定 に着手 した。平成

元年度 は,働 データベース振興セ ンターの委託 により膨大 な気象データを磁気デ ィス クに収

録 し,更 に自社資金 にて ワークステー ションを購入,設 備 し,気 候情報 データベースの基本

モデルを完成 した。

平成2年 度 は,前 年度 に引 き続 きデータベースを本格的に稼働 させ るため,高 層気 象デー

タと,高 次加工データを抽 出 し収録す るとともに,ユ ーザイ ンタフ ェースの向上 を図 った。

本平成3年 度 は過年度 におけ る過去 データを収録 したデー タベ ースか ら,需 要 の多い リア

ル タイム加工処理 データを も収録 した デー タベ ースへ と,デ ータベ ースとシステムの更 なる
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拡充をめざ した。

4.2受 信 及 び 入 力 シ ス テ ム の 検 討

4.2.1国 内,国 外 の各種 リアルタイム気象情報の受信可能性調査 と情報項 目の検討

(1)気 象観測機関(デ ータソース)

国内におけ る主要気象観測実施機関 とその観測 目的は,表4-1に 示す とお りである。

(2)観 測項 目,地 点

わが国で最大 の観測網を有す るの は気象庁であ る。観測項 目を表4-2に 示す。気象庁の

オ ンライ ンデータ システムで扱 って いるデータ量 は,毎 日2億 字近 い量 といわれている。 こ

れ らの観測項 目は,気 象業務法 に従 い運輸省令第101号 気象業務法施行規則 によ り定 あ ら

れてい る。

建設省,地 方 自治体の河川,ダ ム関連部局の観測所の種類 は,大 きく分 けるとテ レメータ

観測所,雨 量 レーダーネ ッ トワー クに分 け られ る。観測所 データを表4-3に 示す。

(3)観 測機 関のデー タ収集,処 理 システム

気象庁 には,全 国予報中枢 に気象資料総合処理 システム(COSMETS)と 称 され る大

型 コンピュータシステムが設置 されている。 この コンピュータは,海 底 ケーブルや通信衛星

を利用 した気象用回線 によ りアジア各国 やアメ リカ,オ ース トラ リア等 の外国の気象機関 と

結 び,膨 大な各種の気象 データの交換 を極あて迅速 に行 っている。

また,国 内にっ いては,全 国を6ブ ロ ックに分 け,各 ブロック地方予報 中枢 にローカル ・

アデス(L-ADESS)と 称す る中型 コ ンピュータシステムを置 き,気 象資料総合処理 シ

ステム,隣 接 ローカル ・アデス及 び地域内の気象官署 と通信回線で接続 し,デ ータ通信網を

構築 している(そ の総体を気象資料伝送網 と呼ぶ)。

こうした通信系のほか,全 国予報 中枢 と地方予報 中枢間,地 方予報中枢相互間及 びこれ ら

と地域内の気象官署 とに無線通信網 を構成 して お り,平 常時の気象通信 のほか,非 常災害時

における気象通信の確保 を行 ってい る。

建設省,地 方 自治体 の河川,ダ ム管理部局におけるデータの収集処理 システムの詳細 は不

明で あるが㈲河川情報セ ンターで は前 出表4-3の よ うに加工 された情報 を提供 して いる。

(4)リ アル タイム気象情報の受信可能性

気象庁観測デー タの直接受信の可能性 に関 し,以 下の3点 について整理 した。

① 現行 の気象業務法 に基づ く,民 間気象事業所 の認可の可能性。
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② 民間気象事業者として認可 された場合の,気 象庁観測データ受信の可能性。

③ 気象審議会答申に対す る気象庁側の今後の対応の方向性。

4.2.2受 信方法,必 要機器,費 用 及び問題点の検討

各種 リアルタイム気 象情報 の受信及び入 力において は,表4-4の 各 フェーズにっいて検

討 した。

(1)気 象庁 の提供 して いる気象情報 の受信

気象庁 の提供 して いる気象情報 は,観 測結果である資料 の発表 と して気象業務法の第4章

無線通信 による資料の発表(第25条)に,ま た,前 述運輸省令 により表4-5の よ うに規

定 されて いる。 これ らの各種気象情報を入手す るには,以 下 のような方法が ある。

1)各 種無線テ レタイプ

2)気 象FAX

3)衛 星画像受信機

4)気 象協会回線経 由

この種類 と受信方 法,必 要機材 について表4-6及 び表4-7に まとめた。

(2)建 設省の提 供 してい る気象情報

建設省の実施 している気象観測結果等の入手 は,直 接民間や一般が入手す ることは,基 本

的 には不可能 であるが,働 河川情報 セ ンターの各種 システムによ り入手可能である。

働河川情報 セ ンターの提供形態 は表4-8に 示すとお りであ る。

4.2.3受 信システムの検討

これまでの調査検討結果より受信可能な気象情報項 目を下記のように選択 した。

1)気 象無線放送による気象データ

2)気 象模写放送(FAX)に よる気象データ

3)気 象衛星ひまわ りによる気象データ

上記気象データの収集は図4-1に 示す構成のシステムで受信することとした。

4.3受 信 デ ー タ の 編 集,加 工 処 理 に つ い て の 検 討

● 編集及 び加工処理 プログラムの検討

気象庁で実施 されて いる各種気象データの処理 は膨大な数 にのぼ る。検討 された受信 システ

ムで受信可能 な気象 データの種類 は,表4-9の とお りで ある。
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表4-1気 象観測機関と観測の目的

機関名 観 測 の 目 的 備 考

気 象 庁 気象業務法(昭 和27年 施工)に より以下
のように規定されている。
(気象長官の任務)

第三条 気象長官は,第 一条の目的を達成
するため,左 に掲げる事項を行うように
努めなければならない。

一 気象,地 震及び火山現象に関する観測
網を確立し,及 び維持すること。

二 気象,津 波及び高潮の予報及び警報の

中枢組織を確立 し,及 び維持すること。
三 気象の観測,予 報及び警報に関する情

報を迅速に交換する組織を確立し,及 び

維持すること。
四 地震及び火山現象の観測の成果を迅速

に交換する組織を確立し,及 び維持する
こと。

五 気象の観測の方法及びその成果の発表
の方法にっいて統一を図ること。

六 気象観測の成果,気 象予報及び警報並
びに気象に関する調査及び研究の成果の

産業,交 通その他の社会活動に対する利
用を促進するたと。
(昭三一法一四四 ・昭五三法二九 ・一部

改正)

情報の処理は気象庁
が,外 部機関への提
供は気象庁,㈱ 気象
協会その他気象業務
法に基づく許可を受
けた機関が実施

建設省,地 方
自治体の河川,
ダム管理部局

水害等の防災活動並びに水の高度利用,リ
フレーション活動への有効利用

情報の収集と外部機
関への提供は㈲河川

情報センターが実施。

地方自治体の
消防関連部局

災害の消防活動への有効利用 外部への情報提供は
ない

小,中,高 等

轍

教育活動への有効利用 同上

道路公団 建
設省及び地方
自治体の道路
関連部局

道路交通の安全確保に有効利用 同上

JR各 社他 鉄道輸送の安全確保に有効利用 同上

電力各社 電力の安全供給確保に有効利用 同上

環境庁大気保
全局

全国の大気質の監視 同上
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表4=2気 象庁の観測項目

2.地 象

3.地 球 電 気

4.水 髪

1)気 圧(測 定 方 法 測 定 単 位 は 、

2)気 温

3)湿 球 温 度

4)蒸 気 圧

5)露 点 温 度

6)相 対 湿 度

7)風

8)降 水 量

9)積 雪

10)雲

11)雲 の 表 面 の 温 度 分 布 及 び 状 態

12)大 気 の 透 明 度

13)蒸 発 量

14)日 照 時 間

15)日 射 量

16)降 水 現 象

17)凝 結 及 び 凍 結 現 象

18)光 象

19)音 象

20)大 気 の 微 量 成 分 ・大 気 放 射 能

・大 気 オ ゾ ン

・大 気 二 酸 化 炭 素

・大 気 フ ロ ン

・大 気 メ タ ン

・大 気 一 酸 化 炭 素

21)降 水 の 化 学 成 分

22)降 下 じん の 化 学 成 分

23)そ の 他 の 現 象(目 視 に よ る)

〈 省 略 〉

〈 省 略 〉

〈 省 略 〉
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表4-3河 川情報センターの提供内容(昭 和61年6月 東京センター)

種 類 提 供 情 報 名 提供 形 態

レー ダ ー 雨 量 情 報 1)全 国 雨 量 分 布 地 図

〔■ 酬 更新〕
2)全 国4ブ ロック別 雨 量 分 布

3)地 域 別 雨 量 分 布

〃

ノノ

4)県 別 雨 量 分 布 ノノ

5)地 区 別雨 量 分 布 ノノ

6)雨 域 移 動 図 ノノ

7)累 加 等雨 量 線 図 〃

テ レメ ー タ雨 量 情 報 1)毎 時 雨 量 一 覧 表

〔1時 間更新オンライン 〕

2)水 系別 毎時 雨 量

3)観 測所 別毎 時 雨 量

ノノ

ノノ

4)累 加 雨 量 比較 図 グ ラ フ

5)地 域 雨 量 分布 図 地 図

6)流 域 平 均 雨量 表 表

テ レメ ー タ 水 位 情 報 1)毎 時 水 位 一 覧 表 表

〔1時 間 更新オ ンラ イ ン 〕

2)水 系別 毎 時 水位

3)観 測所 別 毎 時 水位

〃

表 、 グ ラ フ

4)水 系 別水 位 状 況 図 図

5)地 点 水 位状 況 図 〃

6)出 水 比 較 図 グ ラ フ

東 京都 向 け情 報 1)雨 量 現 況 図 図

〔10分 更新オ ンラ イ ン 〕

2)雨 量 記録 集 計 表

3)水 位 記 録集 計 表

表
ノノ

警 報 1)水 防 警 報

2)洪 水 警 報

3)ダ ム放 流警 報

4)警 報 状 況 図 図

ダ ム 情 報(オ フライン) 1)ダ ム 放 流 畳 表

2)低 水時 ダム 諸 量表 図 表等

3)ダ ム 群 貯 留 量 図

水 質 、 水 温 情 報 1)河 川 別 水 温 一 覧

2)観 測 所 別 水 温

3)河 川 別 水 質状 況 表

4)水 質 事 故 情報 図

(た だ し即 時 性 の な い もの は 除 い た)
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表4-4受 信に係わる検討事項

フ ェ ー ズ 検 討 事項

1 情報 発 信元 との接 1)発 信 も との デ ー タ種 類 、 量

続 2)発 信 回 数 、 イ ン タ ー バ ル

3)デ ー タ料 金 等(情 報 料)

2 情報 伝達 経 路 1)伝 達経 路 の種類 と特徴

2)回 線等 使 用料 金等

3 気象 情報 の 要 求 レ 1)必 要 な リア ル タ イ ム 気 象 情 報 項 目

ベ ル検 討 2)要 求 され る気象 情報 の鮮 度(観 測 間隔 等)

3)事 前 の 加 工 度(生 デ ー タ、 予 報 値 、 警 報 等 の 別)

4 情報 ハード ウェア部 1)物 理 レベ ル の プ ロ トコ ル

2)必 要機 材 とそ の仕 様 お よび 金 額

の

ソフトウェア部 1)通 信(デ ー タ転 送)レ ベ ル の プ ロ トコル

入 口 2)必 要 と な る ソ フ トウ ェ ア の 種 類 とそ の 仕 様

3)ソ フ トウ ェ ア の 導 入 、 保 守 費 用

5 受 信 デ ー タ(ρ 1)必 要 とな る 処 理 項 目(解 読 、 冗 長 性 の 除 去 等)

一 次 処 理 2)必 要 とな る ソ フ トウ ェ ア の 種 類 とそ の 仕 様

3)ソ フ トウ ェア の 導 入 、 保 守 費 用

4)運 用 体 制 等
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表4-5気 象庁発表の気象情報の種類

規定 事 項 対 象 事 項

発 表 の項 目 1)国 内 及 び 国 外 の 観 測 の 成 果

(業 務 法 に よ る) 2)国 内及 び 国外 の 予報 事 項及 び 警 報 事 項

3)そ の 他 関 連 情 報

4)上 記 を 総 合 して 作 成 さ れ る 資 料

送 信対 象 1)気 象 業 務 を 行 う 機 関

(業 務 法 に よ る) 2)船 舶 、 航 空 機

1

送 信方 法 1)気 象 庁 国 際地 区 気象 無 線通 報(規 則)

(省 令 に よ る) 2)気 象 庁 船 舶 気象無 線 通報(規 則)

3)東 京 ボ ル メ ツ ト無 線 電 話 通 報(規 則)

4)気 象庁 気 象無 線 模写 通 報(規 則)

5)気 象 庁 気 象衛 星 無線 通 報(規 則)
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表4-6気 象庁 の気象観測データの受信 方法

観 測 網 数 受 信 方 法

外国の気象機関等 『
1無 線(JMG等)一 一 ①

2気 象 協 会 一一一②

3気 象 庁 一一一③

船舶、航空機等 一

宇宙か らの気象観測 静止気象衛星
極軌道気象衛星

ひまわ り
ノア

ア ンテ ナ等受信装置、処理装 置の設置 一一一④
直接受信方法な し、テープ叉 は画像を購 入 一一⑤

高層気象観測 気象 ロケ ット
レーウ ィンゾ ンデ等(地 上)

同上(海 洋気象観測船)

定期 航空機

1地点
24地 点

3隻
一

1無 線(JMG)に よる直接受信 一 受信機、テ レタイプ信号解読機設置

2気 象協会等か らの購入 回線接続 、専用端末機設置
3気 象庁か らの直接受信 回線接続 、処理システム構築

4テ ープ叉は コピー

気象レーダ観測 地上気象 レーダ

海洋 気象観測測 船 レー ダ

20地 点
2隻

i寸 阯

地上気象観測

管区気象台
(計63地 点) 海洋気象台

地方気象台
航空地方気象台

6地 点
4地 点
51地 点
2地 点 汁 駈

測候所

(計109地 点)

測候所
航空測候所

99地 点

10地 点

1-

2同 上

3-

4一

アメダス
地域雨量観測所
地域気象観測所
自動積雪深観測所

477地 点

840地 点

205地 点 i}上 の2・と同

海洋気象観測
海洋気象観測 船

海洋気象ブイロボ ッ ト
沿岸波浪計
一般船舶

6隻

4基

11ヶ 所
一

1-

2同 上

3-

4一

天気図、海況図等 一

1無 線(JMH、JMJ)に よ る 直 接 受 信 一 受 信 装 置 設 置 一一一⑥

iコ ー 同上
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表4-7必 要機材 と問題点

受信方法 必要機材 費 用 問題点

JMG放 送等 ・受 信機 正50,000～ ・電 波の状 態 によ り情報が みだ れる等 受信不安 定。

(テレタイプ.)に よ る 受 信
・アンテナ等 150,000～ ・アメダ ステ㌧ タは 受 信 で き な い

。

① ・テレタイプ.信 号 解 読 機 100,000～
・ソフトウェアは 基 本 的 に 自 作 で あ る 。

・ハ㌧ ソナルコンピ ュ一夕等 一 式 700,000～ ・数 値 テ㌧ タの み 受 信 。
・ソフトウェア作 成 ・速報 性が 高 い(30分 程 度で 入手 可能)。

・ランニング コスト 電気代等のみ

・回線(公 衆) 70,000～ ・配信先の事情等によ り情報に制限がある場合がある。

(専 用) 100,000～ ・情報料 叉 はシステム利 用料金 がか か り、料金大 系が不 明瞭 である 。
・モデ ム等 200,000～ ・入 手 デ ータ量 に 比 例 し て ランニング コストが 大 き く な る 。

② 気象庁よ り直接受信 ・ハ㌧ ソナルコンピ ュータ等 一 式 700,000～

・ソフトウェア等 初 度 費 300,000～

・ランニング コスト(回 線) 利用による
(伴 設)(情 報) 250,000～

・回線接続(専 用) ・現時点 で は、基 本 的に不可能 であ る。

③ 気象庁より直接受信 ・受 信 システム

・接 続 の申請 、許可等

・アンテナ等受 信装 置 1,000,000～ ・受信解 像 度が低 い もののみ 。
・ハ.一ソナルコンピ ュ一夕一 式 700,000～ ・基本 的 に画像デ ータのみであ る。

④ GMH(ひ まわ り画像)
・JMH放送 によ る⑥ に同 じ ・JMHに よ る も の は 、FAX画 像 の た め

基 本的 に 白黒八一ドコヒ㌧の み となる。

・受信方 法無 し ・リアルタイムは 不 可 能

・画 像 テ㌧ タの 場 合 は コンピ ュータ
、 ソフトウェアが 必 要 で あ る 。

⑤ 極 軌道気象衛 星(ノア) ・写 真

・磁 気 チーフ。 10,000～

・フロッヒ㌧ 等

⑥ JMH放 送等(無 線FAX) ・アンテナ等 150,000～ ・FAX画像 の ため基 本的 に 白黒ハードコヒ㌧ のみ とな る。
・気 象FAX受 信機 450,000～ ・画 像のみ の受 信で あ る。



表4-8河 川情報 セ ンターの提供形態

項 目 条 件 等

1)回 線 専 用 回 線 を必 要 とす る。

2)端 末 専 用 端 末 を 必 要 とす る。

3)デ ー タ範 囲 前6時 間 ま で_・ 全 国 レ ー ダ ー

・ブ ロ ッ ク 別 レ ー ダ ー

・地 域 別

・そ の 他

前24時 間 ま で ・テ レ メ ー タ 雨 量 情 報

4)情 報 の 転 用 不 可能

5)利 用 料 金等 有償

表4-9受 信可能な気象情報

気象情報名

・地 上 気 象 実 況 報(AAXX)

・海 上 気 象 実 況 報(BBXX)

・高 層 風 実 況 報(PPAA ,PPBB)

・高 層 気 象 実 況 報(TTAA)

・機 上 観 測 実 況 報

・気 候 実 況 報

・警 報 及 び 概 況 報

・臣冨H寺警 幸侵

・地 上 気 象 解 析 報

・レー ダー 報(FFAA)

・操 縦 士 報 告

・気 象 衛 星 軌 道 予 告報

・通 報 変 更 そ の 他

・台 風 予 報(WTFEO2)

・地 上 解 析
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気 象無 線 放 送

受 信 機

テ レタ イプ 解 読 器

気 象 模 写 放 送

(FAX)

受 信 機

衛 星 画 像 受 信 画 像

(ひ ま わ りLR-FAX)

図4-1気 象データの受信 システム
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4.4リ ア ル タ イ ム デ ー タ ベ ー ス の 検 索 及 び 出 力 シ ス テ ム の 検 討

4.4.1リ アルタイムデータベースの検索 システムの検討

リアルタイムデータの収録形態 は現行 システ ムを改良 し利用することと した。

ただ し,高 次加工情報 について は,検 索項 目を制限す ることによ り対応す ることと した。

リアルタイムデータには,過 去情報 にない利用の され方があ る。

4.4.2リ アルタイムデータ利用 システムの検討

システムの改良 をす る必要がある項 目は以下の とお りであ る。

1)リ アルタイム要素項 目の設定 メニ ューの変更

2)リ アルタイムデ ータ出力先の選択 メニ ューの変更

3)リ アル タイムデ ータ用 アプ リケーシ ョン利用 メニ ューの変更

4)リ アル タイムデー タ検索の 自動実行 システムの追加

5)受 信画像デー タ等非数値データの検索 メニ ューの追加

6)受 信画像データ等 の出力 システムの追加

特 に,模 写放送,衛 星画像な ど画像データの蓄積 とデータベース化が大 きな課題 とな る。

4.5ま と め

本委託 の実施 によ り,現 存の 「気候情報 データベース」 に リアルタイム気象情報 を取 り込む

ために必要 な以下 の点が調査,検 討 され,明 らか にな った。

① 受信可能 な リアルタイム気象情報の種類

② 受信可能 な リアルタイム気象情報の受信方法

③ 現存 「気候情報 データベ ース」と関連す る以下の点

イ)デ ータベ ース収録形態

ロ)編 集加工処理の方法

ハ)マ スタデ ータベ ース更新の課題

二)高 次加工デー タに関す る課題

ホ)リ アル タイムデー タベ ースの検索 システム

へ)リ アル タイムデータベ ース利用形態
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現存 の 「気候情報 データベ ース(平 成元年 ・2年 度委託 によ り作成)」 によ る情報提供以来,

各方面 か ら多 くの気候情報(過 去情 報)に 対す る提供依頼があ った。その コス トパ フ ォーマ ンス

の良 さに好評を得 た。 しか しなが ら,一 方 では リアル タイムデータを別途入手す るという手 間に

対す る提言 もあ った ことは事実であ る。本委託 を実施 したことによ り 「気 候情報 データベース」

に,リ アルタイム気象情報を収録 して行 くための基本的な調査,検 討がな された と考え る。

これ らの本委託調査,検 討 を行 う間,各 方面 よ りの依頼 に応 え本委託調査,検 討結果を基礎 に,

実験 的に リアル タイム気候情報の提供を数件試行 し好評 を得た。
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5地 下水情報 データベ ースシステムの構 築の

ための調査研 究

株式会社 パ ス コ
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5.地 下水情報 データベー スシステムの構築のための調査研究

5.1調 査 研 究 の 概 要

地下水情報デー タベース システムの構築のための調査研究を行 った。

本調査研究で は,地 下水情報データベ ース構築検討委員会を組織 し,委 員会活動 と講師を招

いて勉強会を行 った。 第1章 にその調査結果 として整備状況,現 状 にっいて検討 を行 い,委 員

会か らの意見,要 望 を記載 した。

次 に,委 員会 か らの意見,要 望を受 けてハ ー ドウェア構成 と地下水 の価値 と して環境監査の

考え方 について第2章 で検討を行 った。

第3章 で は,委 員会 の検討資料,ハ ー ドウェア構成の検討 資料 と して地下水情 報デー タベ ー

スシステムのプロ トタイプを作成 し,そ の内容 と問題点を明 らかに した。

第4章 では,ま とめを行 った。

5.1.1調 査及び委員会の 目的

現在,地 盤沈下や地下水汚染などの地下水 に関す るものが問題 とな ってい る。 また,今 後,

大深度地下工事な どによる地下水への影響,陥 没事故 などが予想 され る。 この解決 には,地

下水の量 と質,挙 動等 につ いての情報をデータベース化 し検討す ることが必要で ある。 また,

利用 しやす さを考 え るとマルチメデ ィアタイプのデータベースの構築が望 まれ る。 これ らの

問題解決 と地下水研究 の進展のため に,地 下水情報 データベース構築のため に研究開発をす

ることを 目的 と した。

まず,地 下水 に関す る情報の リス トア ップを行い,ま た,そ れに関係す るデー タベースの

調査 と関連 す る各種技術の動向調査を行 った。そ して,地 下水を共通の財産 と して管理 して

い く必要性が ある とい う位置付 けを行い,そ のためにはどのような情報が必要 であ るのか,

どのよ うに共有 して行 くべ きかの検討 を行 った。特 に,い ままで評価 されていなか った地下

水 の価値 とい った側面を中心 に調査研究を行 った。

5.1.2実 施体制

本調査の 目的を達成 す るために,「 地下水情報データベース構築調査検討委員会」を組織

した。委員会で は,全 体の方針 ・計画の調整及 び基本構想案にっいての討議 を行 った。なお,

当委員会 の事務局 は,株 式会社パ スコに置 いた。
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5.1.3実 施経過 ・実施内容

調査及び検討委員会 の実施経過 と内容 は表(本 報告書を参照)に して示 した。

5.1.4調 査 結 果

5.1.4.1地 下水情報 の現状 と今後の課題

「地下水情報の現状 と今後の課 題」陶野郁雄(国 立環境研究所)の 講演記録 をま とめて,

そこか ら問題点を検討 した。

5.1.4.2地 下水保全計画の基礎的研究

「地下水保全計画の基礎的研究」横山尚秀(神 奈川県温泉地学研究所)の 講演記録を も

とにまとめを行った。

5.1.4.3整 備状況 とシステム化の現状

地下情報に関す るデータベース,都 市地盤地質柱状図データベース システム,土 壌資源

情報 の メッシュデータベースシステム化 とその利 用にっいての論文,そ して地下 情報管理

システム,最 近の地下水情報 に関す る新聞記事を紹介 し検討 を行 った。

5.1.4.4調 査 における意見 ・要望

委員会か ら提案 された意見 ・要望を示す。

(1)地 下水情報 にっいて

地盤沈下 は,い ったん発生すれ ばほとん ど回復不可能 な公害であ るとい う特殊性を有

して いる。 これ により引き起 こされ る高潮,河 川の氾濫などの災害 による社会的損失 は

ば く大 な もの となる。 この ような ことか ら,既 に進行 してい る地盤沈下を終息 させ るよ

うに努 力す るだけでな く,将 来その可 能性 のある地域にっいて も地盤沈下 を未然 に防止

す ることが大切 となる。

地下水の値段 は1立 方 メー トル当た り1～7円 で あるが河川の護岸工事 や堤 防工事な

どの社会的費用を含あ ると1立 方 メー トルの値段は,1,100円 になると試 算 されている。

この試算か ら既 に10年 以上 も経過 してお り,現 在ではその数 倍にな って いる もの と思わ

れ るが,こ のよ うな費用は公共支出であ るため,地 域住民 にとって切実 な緊迫感がな く,

消費的費用 と して定着 し難 い面があ る。
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必要 な情報 を次 に示す。

1)地 下水 の圧 力は,観 測井 の地下水位で測定 され る。1mm程 度の精度で測定す ること

も可能で あ る。

2)透 水係数

3)井 戸 の揚水量

4)地 下水挙動 の予測 に必要な定数 貯留係数等

5)地 下水 の水質

大 深度地下 の開発に伴 う地 下水障害 は無視できない。あ らか じめ基礎的データを収集

してお くことが急務で ある。そのために,新 たな調査 ・測定方法の開発 と試験 ・測定精

度 の向上 を図 り,定 期的 に しか も広範囲に数多 くの地点で調査 ・測定を行 ってい く必要

があ る。

(2)地 下開発 に伴 う地質学的問題

首 都圏の低地部 の地下地質 は,長 年 にわた る研究 の成果 とボー リング資料の蓄積 によ

り,地 表下数10メ ー トルまでにっいて は,詳 細 に解 明されている。 しか し,深 度数10メ

ー トル以上 にっ いての情報 は極端 に貧弱 とな る。その原因を示す。

1)地 質 の認定 や対比を行 うときの根拠が鍵層1枚1枚 の追跡 によってな されて いな い

こと。

2)地 層 の垂直的 ・水平的広 が り,層 相 堆積年代,堆 積環境 などが明 らかでないこと。

3)デ ータの密度(ボ ー リング地点の密度)が 希薄 なこと。

(3)ハ ー ドウェア構成の検討

SQL言 語 に対応 したデー タベースとパ ソコンとの関係 に注 目し,最 近 話題 とな って

きた グラフィカルユーザ イ ンタフェース(GUI)を 利用 した人にや さ しい システムを

調査 ・検討す る必要が ある。

(4)ソ フ トウェアの検討

環境監査 の概念導入

環境監査 はアメ リカで普及 して きた。ア メ リカで は買収企業の土地な どが汚染 されて

いた場合,買 収 した企業 も責 任を負わ され る可能性が あ り,事 前 に調べ る手法 として欧

州 に も広が った。最近で はこう した環境に関す る法律の順守状況を幅広 く検査 チームが

定期 的に工場を調べた り,外 部 に与え る環境影響 を調査す ることが行われ ている。環境

監査 にっ いて まとめる必要が あ る。環境監査 とい う言葉 も新 しく十分検討 はで きなか っ

たが,今 後,地 下水情報を含めた環境問題 を取 り扱 う場合重要 にな って くる。
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(5)地 下水情報 データベース システムの プロ トタイプ

地下水情報 データベースのプ ロ トタイプを作成 しなが ら,問 題点を検討す る必要があ

る。

5.2地 下 水 情 報 に 関 す る デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム の 検 討

5.2.1シ ス デム の ハ ー ドウ ェア構 成 の調 査 検 討

今 回提 案 して い る デ ー タベ ー スの 形 態 を 実 現 す るパ ソ コ ンと して,ア ップル 社 の コ ン ピュ

ー タで あ るマ ッキ ン トッシ ュに 的 を絞 った
。

この コ ン ピュー タ は,考 えて い る デ ー タベ ー ス形 態 を 実 現 す るにお い て,最 も有 力 的 な コ

ン ピュー タで あ り,ネ ッ トワー ク との 接 続,デ ー タベ ー ス との 問 い合 わ せ ソフ トウ ェア,問

い合 わせ 結 果 を処 理 す るア プ リケ ー シ ョ ン作 成 の た めの 環 境 の揃 った マ シ ンで あ る。 ネ ッ ト

ワー クの 媒 体 は,イ ーサ ー ネ ッ ト(EtherNet)や トー ク ン リ ング(Token-Ring)や ロー カ ル

トー ク(LocalTalk)等 が用 意 され て い る。 イ ー サ ーネ ッ トはUNIXマ シ ンとの 接続,又

は他 のマ ッキ ン トッシ ュ との接 続 に使 用 され て い る。 トー ク ン リング は主 にIBMの コ ンピ

ュータ との 接続 を想 定 して い るが,現 時 点 で はそ れ ほ ど普 及 して い な い よ うで あ る。 これ ら

の媒体 を 使 って使 用 で き る プ ロ トコル は,TCP/IP(UNIXマ シ ンでの 標 準 プ ロ トコ

ル)と マ ッキ ン トッシ ュ同士 の ネ ッ トワ ー クで あ るAppleTalk等 で あ る。 また,ネ ッ トワー

クとネ ッ トワー クの 橋 渡 しを行 うネ ッ トワー ク ブ リッジを 使用 す る こ と によ りIBM汎 用 機

又 はUNIXマ シ ンと,複 数 の マ ッキ ン トッシ ュの 接 続 が 可能 とな る。 デ ー タベ ー ス との 問

い合 わ せ ソ フ トウ ェア と して,シ ー ク リ ンク(SequeLink),ハ イパ ー デ ー ビー ラ イ ブ ラ リ

(Hyper-DB/Lib),デ ー タ ア クセ ス ラ ンゲ ー ジ等 が あ る。 そ れ ぞれ の ソ フ トウ ェ アで扱 う こ

とので き るデ ー タベ ー ス を表(本 報 告書 を参 照)と して ま とめて 示 した。 現 在,日 本語 を サ

ポ ー トし,か っ 多 くの デ ー タベ ー ス に問 い 合 わせ を 行 う こ とので き る もの は,表 中 のSeque

Linkで あ る。

デ ー タベ ー スを 検索 した結 果 を取 りま とめ るため の ア プ リケ ー シ ョ ンの作 成 に は,ハ イパ

ー カ ー ド,4thDimension,Wingz等 が 利 用 で き る。

5.2.2環 境監査 の概念導入

環境監査 の目的は,規 制 した り,罰 した りす る ことで はな く,調 査 し援助す ることであ る。

また事前 に環境 におけ る リス クを経営者 に知 らせ る。環 境 における リスクは ビジネス リクス

一48一



とい う考 え方 であ る。

これまで環境監査の歴 史的背景,欧 米での監査導入 の動 きなどにっいて概観 してみた。

これまで公害問題 の対応 は,基 準を設定 しその基準 を厳格 に守 ることによって企業の責任

を果た して いると解釈 されて きた。 しか し,い くら排 出基準を守 った として も環境への イ ン

パ ク トが な くなるわけで はない。特 に特定の化学物質 は残留 ,蓄 積 しあるいは 自然界に比較

的多 く存在す る物質 と反応 し人体,あ るいは生態系に致命的な打撃を与え る可能性があ る。

環境監査 はこのよ うな対処的な公害防止管理を更に発展 させ,企 業活動が系(生 態系,陸

水系,地 下水系)に 与え る影響を定量的 に評価 し経営,社 会活動 に反映 させるための手法 で

あ るといえ る。 さて,定 量的なデータ把握の迅速性が要求 され るとき,そ れに見合 ったデー

タベースが構築 され ることが急務で ある。また,デ ータベースの元 となる観測,測 定 データ,

予測 のための係数 に関す る基礎 的研究が更なる発展をす ることが望 まれ る。

5.3地 下 水 情 報 デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム

5.3.1水 環境情報の現状と課題

地下水障害を含む環境問題の解決について,現 在のシステムをみると,三 角関係になって

いる。研究者,技 術者の問題解決を提案するグループと意思決定者のグループとそれを受け

る社会の住民のグループの三角関係 となっている。それらは独立に存在 しており,現 在のと

ころ三者の間がうま く機能 しているとはいえない。お互いの立場を理解する歩み寄りが必要

であろう。企業としては,意 思決定者だけに理解を示すのではな く,社 会に目を向けて住民

も取 り込んだシステムを作る必要がある。

5.3.2シ ステム化の 目的

これ は地域環境協定 を支援す る システムで あり地域 の環境 を守 る会の検討会,ま た,地 域

を訪れた人 々に地域を理解 して もらうための システムで もある。そのために容易に操作で き

るよ うにPC9800を 使用 し,市 販の ソフ トを組み合わせ た もの とな って いる。図5-1

に構成を示す。

構 成は1)環 境情 報マ ップは地下水面図,メ ッシュマ ップ,立 体 図を表示す る。

2)井 戸情 報管理 システムによ り各井戸の情報管理 を行 う。

3)文 書管理 システムによ り現在 までの調査研究の結果 を検索,表 示す る。

データの提供者:住 民,研 究者
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データの まとめ:企 業,研 究者

データの利用:住 民,研 究者,行 政の意志決定者

5.3.3地 下 水 情報 デ ータ ベ ー ス システ ム

地 下水 情 報

デ ー タベ ー ス

システ ム

井戸情報管理 システム

文書 管理 システム

図5-1地 下水情報 デー タベース システムの構成

図5-2,図5-3,図5-4に 各 システムの対象 データを示 し,地 下水情報 に必要なデ

ータを検討 した
。

5.3.4今 後の検討課題

この地下水情報データベ ースシステムは,い ろいろな ソフ トを合体 して作 ってあ るために,

扱 いに くい ことが指摘で きる。マ ップ と情報 が うま くリンクされていない。

また,作 って いる過程 で も感 じた ことであ るが,情 報を うま く使 う知恵 を私 たちが もって

いない ということであ る。情報がい くらあって も使 い方の技術が分か らない。 もう一つ は,

参加性の問題 である。い くら沢山のデータがあ って も誰が集めたのか分か らない もので は,

関心が薄 いよ うで ある。 しか し,自 分で苦労 して集 めた ものな らデータに愛着 もわ くと考え

る。

● マルチメデ ィア型の システム
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マルチメデ ィアという点 とりンク(ジ ャンプ)の 概念 を使 ってよ り取扱 い易 いシステムと

して構築す る必要があ る。 また,取 扱 い易 いとい う点を検討中であ る。 マ ッキ ン トッシュの

スーパ ーカー ド,ハ イパーカー ドな ど検討す る価値がある。

環境情報 マ ップ対象データ

地形図
地下水面等同線図

土地利用図
植生図
地質図

井戸位置図

分布図

図5-2環 境情報 マ ップ対象データ
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井戸管理 システム対象 デー タ

ヲ干　 諸 兀: 井戸番号、所有者名、所在地、電話、調査年月日
井戸設置年、井戸型式、揚水設備

地 卜7SVFI」用 状 次:便 里状況、用途、上水道 および下水道施設状況井
　周辺状況

湖水調査結,果 :地 盤標高、井戸深度、井戸底標高、地下水位、

水位標高、水深、変化星

河く貨調査結果 :水 温 、pH、 電 気伝導度、 アル カ リ度、

イ オ ン濃度(塩 素、硫酸、硝 酸、亜硝酸 、 フッ

臭素 、 ナ トリウム、 カ リウム、 カル シウム、
マグネ シウム)、 ケ イ酸

図5-3井 戸管理 システム対象データ

文書管理 システム対象 デ ータ

調査報告書

研究論文

調査 マニュアル
水質分析結果
地下水位記録

地下水 についての基礎知識

新聞記事

井戸通信、 ミニコ ミ紙

図5-4文 書管理 システム対 象データ
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5.4ま と め

地下水 に関す る情報 の リス トア ップを行い,ま た,そ れ に関係す るデー タベースの調査 と関

連 する各種技術 の動 向調査 を行 った。そ して,地 下水 を共通の財産 として管理 して い く必要性

があるとい う位置付 けを行 い,そ のためにはどのよ うな情報が必要であ るのか,ど のよ うに共

有 して行 くべ きかの検討を行 った。特 に,い ままで評価 されていなか った地下水の価値 とい っ

た側面 を中心 に調査研究を行 った。 また,プ ロ トタイプを作成 し問題点 を検討 した。

データベ ースと して,1)構 築す るデータベースの種類 と量,2)情 報源 と情報収集体制の

確立,3)デ ータ収集上 の問題点,4)ハ ー ドウェア/ソ フ トウェアの検討を行 った。

調査研究の結果 か ら,地 下水情報データベースシステムをマルチメデ ィアタイプが扱え るマ

ッキ ン トッシュによ り構築す る必要性を述べた。
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6フ ァジ ィ に 関 す る文 献 デ ー タベ ー ス シ ス テ ム

の 開 発

財団法人 日本情報処理開発協会





6.フ ァ ジ ィに 関 す る 文 献 デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム の 開 発

6.1詳 細 設 計 編

6.1.1概 要

本編は,昨 年度の報告書 「ファジィ文献データベース開発計画調査報告書」(以 下,昨 年

度報告書)の 付録に記載された 「システム設計書」を詳細化 した ものである。

● 目 的

ファジィ文献に関するデータベースシステム(以 下,本 システム)は,フ ァジィ及び関

連する周辺分野の文献 情報を収集 し,こ れらの情報を体系的に整備,蓄 積すること,及 び

それ らの情報の適切な利用を可能 とすることを目的としている。

このため,本 システムは以下の三つを実現 している。

① ファジィ理論及びその応用に関する文献情報を蓄積できるデータベースを設計 し,こ

れ らの情報を蓄積する

② 昨年度報告書に記載されたファジィ理論及びその応用に関する用語の体系に載せ られ

た用語を文献に付加することにより,体 系に基づいた検索を可能とする

③ できるだけ多 くかっ多様な人が手軽に利用できるようにするため,配 布媒体は電子媒

体,紙 媒体の双方を作成する

④ 本 システムが円滑に運用できるよう体制 と作業分担を確立する

6.1.2機 能概要

本 システムの機能 について は昨年度報告書 「ファジィ文献デー タベ ース開発計画調 査報告

書」に述べ られて いるが,詳 細設計に当た り若干の変更 を行 ったので,あ らためて記述す る。

6.1.2.1検 索

ユーザ は,コ マ ン ドを入力す ることによ りシステムへ要求 を出 し,そ の結果 を システム

か ら受 けとる。 この操作を繰 り返す ことによ り目的の情報 を得 ることがで きる。

(1)検 索条件 によ る文献の選択

(a)基 本 的な検索

与 え られた検索条件を もとに文献DBを 検索 し,条 件 を満たす文献の集合を得 る。

最 も単純 な検索条件は,検 索項 目と値 とを比較演算子 によって結合 した ものであ る。

一55一



更 に,複 数 の単純 な検索条件を論理演算子で結合 した もの も検索条件 として扱 う。

(b)追 加条件による絞 り込み

既 に得 られた文献の集合を,更 に与え られた条件 によって絞 り込み,新 しい文献の

集合を得 る。

(c)文 献集合同士の集合演算

既 に得 られた文献集合同士 を集合演算す ることによ り,新 しい文献の集合 を得 る。

(d)部 分一致検索

検索値の前方一致,後 方一致,中 間一致による検索 を行 う。

(2)結 果 の表示

指定 された文献集合の指定 された項 目の内容を画面,プ リンタ,フ ァイルに出力す る。

(3)同 義語の操作

本 システムは,DBの 一部 と して同義語テーブルを もってい る。

(a)同 義語を使 った検索

「(1)(a)基 本的な検索」で述べ た検索条件の一部 として与え られる値 に同義語 が

あれ ば,同 義語を も含 めた条件で検索す る。

(b)同 義語を使 う/使 わないの切 り替 え

同義を使 う/使 わないの切 り替えを行 う。

(c)同 義語 の登録 ・削除

同義語 テーブルへの同義語 の登録 と同義語 テーブルか らの同義語の削除を行 う。

(d)同 義語 の表示

同義語テーブルの内容を表示す る。

(4)シ ソーラスの表示

指定 された語 に一致す る見出 し語 の情報 を表示す る。

(5)検 索式の登録 ・実行

コマ ン ドの組み合わせを ファイル に書 き込 む。 ファイル名を指定 され るとその内容 を

実行す る。

(6)そ の他

検索経過の表示,操 作方法の表示 を行 う。
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6.1.2.2登 録

(1)デ ー タ入 力支援

テ ンプ レー ト型 の画面 を表示 し,画 面 か ら入力 された情報をフ ァイル に書 き込 む。 ま

た既 にファイルに書 き込 まれたデータを修正,削 除す る。

(2)デ ー タの登録

文献DB,シ ソー ラスDBに データを登録す る。文献DBへ のデータの登録 は,フ ァ

イル に書 き込 まれたデータを一括 して登録す る方法 と,画 面を見なが ら1件 ずつ対話的

に登録す る方法があ る。 シソーラスDBへ のデータの登録 は画面 を見 なが ら1件 ずっ対

話的 に登録 す る。

(3)デ ータの修正

文献DB,シ ソーラスDBの データを修正す る。修正対象データを画面 に表示 して,

対話的 に修正す る。

(4)デ ータの削除

文献DB,シ ソーラスDBの データを削除す る。

6.1.2.3.編 集

文献情報,シ ソー ラス情報,分 野情報を編集 して プ リンタあ るいはファイル に出力す る。

6.1.2.4定 義

文献DB,シ ソーラスDBの スキーマを変更す る。

6.1.2.5運 用支援

ユーザ情報,DB更 新情報,ユ ーザ か らの照会情報を管理す る。

6.1,2.6そ の他

ShiftJISか らEUCへ の コー ド変換を行 う。
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6.1.3機 能構造

● プログラム構成

本 システム は,DBMSと してR:BASEPROを,画 面設計のためのツール とし

てPPIIを 使 う。 また,プ ログラムか らデータベースをア クセスす るためにR:BA

SECPIを 使 う。表6-1に 機能 とプログラムとの対応を示す。

表6-1機 能 とプログラム との対応

機能 プ ロ グ ラ ム/パ ッ ケ ー ジ 名 称 プ ロ グ ラ ム 記 号 名 備考

定義 R:BASEPRO

登録追加 デ ー タ 入 力 ツ ー ル DATAIN PPII

デ ー タ 登 録 プ ロ グ ラ ム UPDATE R:BASECPI

修正 R:BASEPRO

削除 R:BASEPRO

検索 検索 FUZZY R:BASECPI

PPII

編集 R:BASEPRO

分 野 リス ト編 集 BUNYA

分 野 テ キ ス トフ ァ イ ル 編 集 BUNYAF

シ ソ ー ラ ス リ ス ト 編 集 THESAU

シ ソ ー ラ ス テ キ ス トフ ァ イ ル 編 集 THESAUF

文 献 リス ト編 集 BUNKEN

文 献 テ キ ス トフ ァ イ ル BUNKENF

KWIC R:BASEPRO

索引編集 縮 退 フ ァイ ル作 成 KWICO1

KWIC索 引 出 力 KWICO3

運用支援 R:BASEPRO

6.1.4入 出力 帳 票

文 献 デ ー タ シー ト,分 野 リス ト,シ ソ ー ラ ス リス ト,KWIC索 引,文 献 リス ト,キ ー ワ

ー ド頻 度 表 が あ る。

6.1.5コ マ ン ド

RE(TRIEVE),AN(D),OR,NO(T),PR(INT),DI(SPL

AY),OU(TPUT),HI(STRY),HE(LP),LU,LC,SA(VE),

EX(ECUTE),CA(NCEL),SY(NONYM),ES,LS,EN(D)の

18種 類 あ る。
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6.1.6画 面

6.1.6.1デ ータ入力 ツールの画面

初期画面,処 理選択画面,文 献番号選択 メニ ュー,編 集画面,処 理確認画面の5種 類の

画面か らな る。

取 消(①)

起動

MS-DOS

←
終 了(ESC)↑ ↑ ↑(CR)

一
実 行 クリア,実 行 ノンクリア

再 編 集(削 除),取 消(ESC)

(①)

↓[工〒=コ
初期 画面 一1処 理

選択(①)!
文 献 番 号

選 択 メニ ュー 新規

1

中 止(ESC)

処 理選択 画面

↓ ↓

修 正

(①)

処 理確認画面

↑

←
一 終 了(f3)

1再 編 集(修 正)(①)

→
編 集 画 面

そ の1～

そ の6

削 除

(①)

(注)・ ① は カ ー ソ ル 移 動:↓ ↑ 選 択:CR
・編 集 画 面 は6種 類 か ら な る。 画 面 間 移 動 は次 頁:ROLLDOVVN、 前 頁:ROLLUP

ど の 画 面 か ら も終 了:f3、 中 止:ESC可 能

図6-1デ ータ入力ツールの画面遷移

6.1.6.2検 索の画面

検索画面,コ マ ン ドファイル選択 メニ ュー,代 表語選択 メニ ュー,質 問式編集画面,同

義語編集画面,確 認画面の6種 類の画面 か らな る。検索画面以外 の5種 類の画面 は,検 索

画面 を親 とす る子画面であ り,検 索画面 の一部に上書 き表示 され る。
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起 動

MS-DOS

←

ESハ.ラ メ一夕有

↓ ↓SAVE (ESC)
一 → パ ラメータ無

検 索 画 面 一 十 マ ・ ・フ ・ イ ル

XIT 1
↑

lSAVEパラメータ有

ESハ.ラ メータ無i↓(ESC)1↓

フ ァ

↓

代 表 語 選 択 メ ニ ュ ー 質 問式編 集画面

1代 表 語 選 択1(ESC)

↓ ↓

同義語編集画面 確 認画面

Yま た
一 →

1(ESC)

フ ァ イ ル 名 選 択

↓

確認 画面
Yま た はN

図6-2検 索 の 画面 遷 移

6.1.了 デ ー タベ ー ス

本 シス テム は,DBMSと して市 販 のパ ッケ ー ジR:BASEPROを 使 用 す る。 本 シ

ス テム は 四つ の デ ー タベ ース

・ 文 献 デ ー タ ベ ー ス

・ シ ソー ラス デ ー タベ ー ス

・ 索 引キ ー デ ー タベ ース

・ 運 用 支 援 デ ー タベ ース

を もっ。 これ らは共 にR:BASEPROの 管 理 の もと にあ る。

6.1.8フ ァイ ル

文 献 入 力 フ ァイ ル,分 野 テ キ ス トフ ァイル,シ ソ ー ラス テ キ ス トフ ァイル,文 献 テ キ ス ト

フ ァイ ルの 他,15種 類 の 中 間 フ ァイ ルが あ る。

6.1.9コ ー ド

出典種 別,言 語,国 名,属 性,フ ァセ ッ ト,関 係 補 足 の6種 類 の コー ドが あ る。
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6.2操 作 説 明 編

6.2.1概 要

本 システム は,フ ァジィ関連 の文献 とファジィ関連用語の体系 を集積 したデータベ ースシ

ステムであ る。 この他 に,本 システムの運用 によって生 じるデータ もデー タベースに登録管

理す る。

本 システム は,PC98シ リーズ(ス タン ドアロン),MS-DOS上 で動作す る。

本 システムの機能 は,デ ータの検索,更 新(登 録,修 正,削 除),デ ータの編集 の各機能

か らな る。

データの検索 は,専 用検索 プログラムを用 いた コマ ン ド入力方式 によって行 う方法 と,ユ

ーザ独 自の環境下でユ ーザの選択 した方式 によって行 う方法 とがあ る
。

データの更新の うち,文 献 データにつ いて は,登 録データがあ る程度 ま とま って発生す る

ことか ら,複 数人が別 々に電子化作業を行え るよ う専用のエディタ(デ ータ入力 ツール)を

用意 してい る。 いったん登録 された文献 データの修正,削 除 と用語 の体系及 び運用関連 デー

タの登録,修 正,削 除 について は,R:BASEPROの 既存機能 を使 って行 う。

データの編集 は,文 献 データと用語の体系のそれぞれにっ いて,冊 子体 とテキス トファイ

ルを作成す る機能であ る。

6.2.2動 作環境

本 システムは,以 下 のよ うなハ ー ドウェア,ソ フ トウェア環境で動作す る。

(1)ユ ーザの環境

ユ ーザが本 システムの提供す るデー タベースを利用す る方法 は以下の4種 類あ る。

・ 専用検索 プ ログラムを使用す る方法

・MS-DOS上 で ,ユ ーザの選択 したDBMSと ともに利用す る方法

・UNIX上 で利用す る方法

・ 冊子体のみ を利用す る方法

この うち,専 用検索プ ログラムを使用す る場合の環境 は以下の とお りである。
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(a)ハ ー ドウ エア環 境

パ ソコ ン本体

メモ リ

拡 張 メモ リ

ハ ー ドデ ィス ク

2HDFDド ライ ブ

プ リンタ

PC-9801シ リー ズ

PC-98XLシ リー ズ

PC98-RLシ リー ズ

640Kバ イ ト以 上

64Kバ イ ト以上

5.5Mバ イ ト以 上

1台 以上

PC-PR201シ リーズ

LBP-A408/406(201エ ミュ レー シ ョンモ ー ド)

(b)ソ フ トウ ェア環境

OS

他のパ ッケージ

日本語 入力 システム

EMSデ バ イス ドライバ

A.プ ロ グ ラム

デ ー タベ ース

MS-DOS3.1以 上

R:BASECPIV3.1以 上

ATOK5又 はATOK6又 はATOK7

EMS4.0対 応

検索プ ログラム

文献データベ ース

シソー ラスデータベース
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(2)運 用 セ ンタ の環 境

(a)ハ ー ドウエ ア環 境

パ ソコ ン本体

メモ リ

拡 張 メモ リ

ハ ー ドデ ィス ク

2HDFDド ラ イ ブ

プ リンタ

PC-9801シ リー ズ

PC-98XLシ リー ズ

PC98-RLシ リー ズ

640Kバ イ ト以 上

64Kバ イ ト以 上

8Mバ イ ト以 上

1台 以上

PC-PR201シ リー ズ

LBP-A408/406(201エ ミュ レー シ ョンモ ー ド)

(b)ソ フ トウ ェア環 境

OS

他 のパ ッケ ー ジ

日本語入力 システム

EMSデ バ イス ドライバ

A.プ ログラム

デ ー タベ ー ス

MS-DOS3.1以 上

R:BASEPROV2.2以 上

R:BASECPIV3.1以 上

PPIIV2.1以 上

ATOK5又 はATOK6又 はATOK7

EMS4.0対 応

検 索 プ ロ グ ラム

デ ー タ入 力 ツー ル

デ ー タ登 録 プ ロ グラ ム

編 集 用 各 プ ロ グラ ム

文 献 デ ー タベ ー ス

シソー ラス デ ー タベ ー ス

索 引 デ ー タベ ー ス

運 用 支 援 デ ー タベ ー ス
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6.2.3デ ー タベ ー スの構 成

本 シス テ ム は,以 下 の 四つ の デ ー タベ ー ス を使 用 す る。

・ 文献 データベース:フ ァジィ文献 データを格納す る

・ シソーラスデータベース:用 語の体系を格納す る

・ 索引キーデータベ ース:KWIC索 引のキーを格納す る

・ 運用支援 データベ ース:運 用時 に発生す る種 々の情報 を格納す る

6.2.4文 献データベースの検索

検索は,大 きく分けると次の四つの機能からなる。

・ 文献の検索:検 索条件にマ ッチする文献が何件あるか知る

それ らの標題 抄録等の内容を表示する

・ シソーラスの表示:指 定 した見出し語の情報を表示する

・ 分野分類体系の表示:分 野分類体系の指定 した部分を表示する

・ 同義語の登録と表示:同 義語を登録する

登録 されている同義語を表示す る

コマン ドを入力することにより操作する。

6.2.5デ ータの登録 ・修正 ・削除

文献デー タベ ースへのデー タの登録方法 には,複 数の文献 データを まとめて登録す る一括

更新 と文献データを1件 ずつ登録す る会話登録がある。会話登録 は,R:BASEPRO

の既存機能を使 って行 う。

文献デ ータベースのデータの修正,削 除,シ ソーラスデータベ ース,索 引デー タベースの

データの登録,修 正,削 除 はR:BASEPROの 会話登録,修 正,削 除機能を使 って行

う。

6.2.6編 集

文献 データベースの内容 は

・ 文献 リス ト

・ 文献 テキス トファイル

・ 分野 リス ト

・ 分野テキス トファイル

に編集 出力す ることがで きる。
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シソ ー ラス デ ー タベ ー スの 内容 は

・ シソー ラ ス リス ト

・ シソー ラ ス テ キ ス トフ ァイ ル

・ シ ソー ラスKWIC索 引

に編 集 出力 す る こ とが で き る。

6.2.了 運 用

6.2.7.1配 布 物 件 の 作成

(1)ユ ーザ へ の配 布 物 件

表6-2ユ ーザの利用形態 と配布物件

配 布物 件
利用形 態

R:BASEPRO 他 のDBMS UNIX 冊子体 のみ

文 献 デ ー タ ベ ー ス
シ ソ ー ラ ス

デ ー タ ベ ー ス

文 献 テ キ ス ト フ ァ イ ル
シ ソ ー ラ ス

テ キ ス トフ ァ イ ル

分 野 テ キ ス ト フ ァ イ ル

文 献 リ ス ト
シ ソ ー ラ ス リ ス ト

シ ソ ー ラ スK旧C索 引

分 野 リ ス ト

検 索 プ ロ グ ラ ム

操 作 説 明 書

○
○

△

○
○
○
○
○

○
○

○
△

○
○
○

○
○

○
△
○
○
○

○
○
○
○

(注)○:配 布 △:希 望 が あ れ ば配 布

6.2.7.2ユ ーザ情報の管理

ユ ーザの記述 した利用 申込書 の内容を運用支援デー タベースのユ ーザ管理 テー ブルに記

録す る。また,修 正,削 除を行 う。運用支援データベースに対す る登録 ・修正 ・削除は,

すべてR:BASEPROの 機能を用 いる。

6.2.7.3配 布履歴の記録

各ユーザごとに,配 布 の履歴 を記録す る。 また,修 正,削 除を行 う。運用支援デー タベ

ースに対す る登録 ・修正 ・削除 は,す べてR:BASEPROの 機能 を用 いる。
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6.2.7.4更 新履歴の記録

文献 データベース,シ ソーラスデータベース,索 引データベースを更新す る ことに,そ

の内容を記録する。 また,修 正,削 除を行 う。運用支援 データベースに対す る登録 ・修正

・削除 は,す べてR:BASEPROの 機能を用 いる。

6.2.7.5照 会情報の記録

ユ ーザ,抄 録作成者等か らの種 々の連絡(照 会)を 記録す る。 また,修 正,削 除を行 う。

運用支援データベースに対す る登 録 ・修正 ・削除 は,す べてR:BASEPROの 機能

を用いる。

6.2.7.6シ ソーラス見直 しのための検討資料の作成

シソーラス見直 し作業のために次の2種 類の資料 を作成す る。

・ キーワー ド頻度表

・ 照会情報の リス ト

6.3運 用 編

運用体制は次のとおりである。

6.3.1運 用の当事者

図6-3に 本 システムの運用体制を示す。

－F
運 用 セ ン タ

(AIフ ァ ジ ィ ←

振 興 セ ン タ ー)

フ ァ ジ ィ専 門 家
→(日 本 フ ァ ジ ィ学 会)

キ ー ワ ー ド付 与 依 頼 等

DB配 布

会員委スーベターデ献文

冊
船

視
与

監
付

典
録

出
抄

イジ
L
L
L

アブ

→

利 用 申込 、 要 望 等 連 絡

ユ ー ザ

図6-3運 用体制

6.3.2役 割 分 担
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表6-3に 主な作 業項 目と役割分担の一覧を示す。

表6-3に 示 したよ うに,作 業項 目 「文献の整備 と電子化」 にっ いて は,文 献 の種類 に

よって分担が異 な る。

① 運用開始後 に発行 され る一般文献

フ ァジィ学会以外 の学会か ら発行 され る学会誌等及び雑誌の うち,本 システム運用開

始後 に発行 され る もの にっいては,

・ 抄録 作成,キ ー ワー ド付与:日 本 ファジィ学会

・ 電子化:原 則 として運用 セ ンタ

② 運用 開始後 に発行 され る日本 フ ァジィ学会 シンポジウムの講演集掲載論文

・ 抄録作成,キ ーワー ド付与:著 者

(こ の他 に,標 題 と著者名)

・ 電子化:運 用 セ ンタ

③ 運用開始後に発行 され るフ ァジィ学会誌論文

・ 抄録作成,キ ー ワー ド付与:著 者

(こ の他に,標 題 と著者名)

・ 電子化:著 者

④ 本 システム運用 開始以前に発行 された文献

本年度の初期登録 した約450件 以外 の論文,記 事等 につ いて は,

・ 抄録作成,キ ーワー ド付与:日 本 ファジィ学会

・ 電子 化:原 則 として運用セ ンタ
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表6-3運 用時の作業項 目と作業分担(そ の1)

恒 業囎1声 門家 … ユ一列 道具ll・ ・他1
データの収 集 出典監視(*) 〇 一 ・収録指示 一 ・ 対象:12学 会 の文献を中心

収録許可取得(*) ○

整備と電子化 文献番号発行

'○ .

(運用開始後に発行される 文献番号 と標題の記入 ○ 文献デー タシー ト(1)(2)

一般文 献)文 献 コピーの作成 ○
←一 文 献 デ ー タ シ ー ト(2),文 献 コ ピー ←一

書誌事項整備記入 ○ 文献 デー タシー ト(1)

抄録作成,キ ーワー ド付与 ○ 文 献 デー タ シ ー ト(2),シ ソー ラ ス

一 → 文 献 デ ー タ シ ー ト(2)
,文 献 コ ピー 一 →

書誌事項入力 ○ →FD 入 力ツール

抄録,キ ーワー ド入 力(**) ○ →FD 入 力ツール

整備 と電子化 抄録作成,キ ーワー ド付与

1

0(著 者)

,

シ ソー ラ ス

(運用開始後に発行される 標題、著者名の明記 ○(…著者)

日本フ ァジィ学会シンポ 講演集発行 ○

ジウム講演集掲載論文)講 演集入手 ○

文献番号発行 ○

書誌事項整備記入 ○ 文献デー タシー ト(1)

書誌事項入力 ○ →FD 入力 ツール

抄録,キ ーワー ド入力 ○ →FD 入力 ツール
1

整備 と電子化 抄録作成,キ ー ワー ド付与(*)

1

0(著 者) シ ソー ラス

(運用開始後に発行 され る 抄録,キ ーワー ド入力 ○(著者)→FD 市販のエデ ィタ

ファジィ学会誌論文)標 題、著者名 の入力 ○(著者)→FD 市販のエデ ィタ

一→FD
,文 献 コ ピー 一→

学会誌発行 ○

学会誌入手 ○

文献番号発行 ○

書誌事項整備記入 ○ 文献 データシー ト(1)

書誌事項入力 ○ →FD 入力ツール

整備と電子化 文献番号発行 ○
1 1

(運用開始以前に 文献番号と標題の記入 ○ 文献データシー ト(1)(2)

発行された文献)文 献 コピーの作成 ○
← 一 文 献 デ ー タ シ ー ト(2),文 献 コ ピー ← 一

書誌事項整備記入 ○ 文献データ シー ト(1)

抄録作成,キ ーワー ド付与(*) ○ 文 献 デ ー タ シー ト(2),シ ソー ラ ス

一→ 文 献 デ ー タ シ ー ト(2)
,文 献 コ ピー 一 →

書誌事項入力 ○ →FD 入力 ツール

抄録,キ ー ワー ド入 力(**) ○ →FD 入力 ツール

(*):日 本 ファジィ学会関連の論文 につ いて は、原則 として全て収録 す る。 これ らには、著者 による抄録(日 本語)、 キーワー ドが付け られてい る。

(**):協 力が得 られ るものにつ いて は、専門家が電子媒体への入 力を行 う。
■
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表6-3運 用時の作業項 目と作業分担(そ の2)

作業項目 専門家 セ ンタ ユーザ 道具 その他

データの登録 デー タの登録 ○ 登録 ツール 年4回(最 大)

更新情報の管理 ○ 運用支援DB

データの修正 ・削除 デー タの修正 ・削 除

1

0
,

RBASEPRO2
1

更新情報の管理 ○ 運用支援DB

冊子体の作成 ○
データの配布 申込み

1

0
1 1

←一一 申 込 み 書 ← 一

申込み受付 ○
ユーザ登録 ○ 運用支援DB

配布物件作成 ○
DBの 配布 ○
シソーラスの配布 ○

ユーザか らの連絡 の処理
1

←一 要 望 ← 一
1

ユーザ要望等の受付 ○
ユーザ要望等の登録 ○ 運用支援DB

対応の検討 ○ ○

対応方法の記録 ○ 運用支援DB

ユ ーザへの返答 ○ → 返答 一→

シソー ラスの見直 し → 要望 一→ ←一要望 ←一
1 1

要望の管理 ○ 運用支援DB

検討資料作成 ○ キーワー ド頻度表,

←一検討資料 ←一 要望 をま とめた もの

検討 ○ 年1回

一→ 検討結果 一→

シ ソー ラス修正 ○ RBASEPRO2

更新情報の管理 ○ 運用支援DB



6.4今 後 の 課 題

本 システムは,平 成4年 度か ら運用 が開始 され る予定である。本 システ ムは,運 用上必要な

機能 は一通 り備えて はいるが,効 率等の面か らみて十分 とはいいがたいところもあ る。以下 に,

今後 の課題 と してそれ らについて述べ る。

(1)外 字の扱い

本年度登録 した約500件 のデータの うち,外 字(JIS第 一及 び第二水準にない文字)が

現われたの は,著 者名 と抄録であ る。

著者名 については,中 国系の著者 について見 られた。本年度 は現 われ なか ったが,所 属機

関名等 の固有名詞に関 して は今後出現す る可能性があ る。

抄録にっ いて は,種 々の演算記号,上 付 きバ ー,下 付 きバ ー,上 付 き添字,下 付 き添字等

が現われた。

これ らの取 り扱い方の標準化が望 まれ る。

(2)電 子化

文献データベースに登録が予想 され る文献 の うち,半 数以上が シンポ ジウムの論 文で ある。

これ らの電子化 は,運 用セ ンタが行 うことにな ってお り,負 荷が大 きい。将来,こ れ らの論

文 を電子 メイル等の手段 を使 って集 め,電 子化の負荷を分散 させ ることが望 まれ る。
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7大 学 におけ るデータベ ース利用教育

システム に関す る調 査研 究

口外 ア ソシエーッ株 式会社





7.大 学 にお けるデータベー ス利用教育 システムに関す る調 査研究

7.1調 査 研 究 の 概 要

了.1.1調 査研究 の 目的

昭和40年 代 中頃 に始 まったわが国のデータベースサー ビスは,今 やオ ンライ ンサー ビスの

みな らず,CD-ROMや 電子 ブ ック等多様 な情報伝達 メデ ィアでの提供がな されるように

な り,ま たその利用者層 も企業や教育 ・研究機 関,法 人 ・団体だ けでな く,パ ソコン通信 を

通 じ広 く個 人に まで拡大の一途 を辿 っている。情報化社会 を生 き抜 くには,こ れ らの知識

利用技術 の習得 が不可欠の もの とな りっつあ る。

こう した社会 的要求 に対 し,こ れか らの社 会生活を担 う,特 に大学生を中心 に コンピュー

タ リテラ シーと並 びデータベースの利用を中心 とす る情報活用能力 ,即 ち情報 リテラシーの

育成の必要性が認識 されだ して きた。 しか し,そ の方法や ファシ リテ ィ整備,経 費問題等 ,

依然試行錯誤の部分 もあ り,全 国 的な規模での実態は明 らか にされていない。

そ こで,大 学教育 の場所におけるデータベ ース利用教育の実態 を調査 し,そ の あり方 にっ

いて検討,将 来 のあるべ きモデルを提案す ることを目的に調査研究委員会を組織 し,平 成3

年7月 ～12月 にか けて調査 を実施 した。

7.1.2調 査方法

以下の調査を実施 した。

① 全国の大学,短 期大学1,092校 に対す る一斉ア ンケー ト調査(平 成3年7月 ～10月)

② ア ンケー ト回答校 の中か ら特 にデータベ ース利用教育 に積極的な大学 に対す る,委 員の

訪 問によ るヒヤ リング調査(平 成3年11月)

③ 米 国を中心 に海外 における同問題 につ いての事例を中心 と した文献調査

7.2ア ン ケ ー ト調 査 に つ い て

了.2.1調 査対象

全 国の国 ・公 ・私立大学,短 期大学1,092校(内 訳 は下表の とお り)
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表7-1ア ンケー ト発送校内訳

四 年 制 短 大 合 計

国 立 96 41 137

公 立 39 54 93

私 立 372 490 862

合 計 507 585 1,092

了.2.2調 査内容

(1)調 査票① 大学全般向け設問(主 な設問項目)

① 利用教育の実施と場所

② 科 目の新設の予定

③ 利用教育検討のための委員会設置状況

④ データベース利用教育についての意見

(2)調 査票② データベース利用教育担当者向け設問(主 な設問項目)

① 科目内容,授 業時間,使 用テキス ト

② 演習実施の状況 年間経費

③ 利用 しているデータベース,CD-ROMの 種類など

④ 学生の反応,授 業上の問題点や意見

(3)調 査票③ 図書館向けの設問(主 な設問項目)

① 利用教育の対象者や実施状況,反 応

② 利用 しているデータベース,CD-ROMの 種類など

③ 利用者への周知

④ 図書館での利用教育についての意見
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7.2.3ア ンケ ー ト実施 ・回収状況

平成3年7月25日,全 国の国 ・公 ・私立大学,短 期大学1,092校 に対 し,下 記の3種 類 の

アンケー ト調査票を,各 大学学長あてに同時 に一括送付。回答について も各大学で取 りま と

めて一括返送 して も らうよ う,依 頼 した。未回答校 には督促状を送付 し,最 終締切を10月20

日と し下表の回答を得た。

表7-2ア ンケー ト回答校一覧

回答校種別一覧(学 校単位)回 答校種別一覧(調 査票単位)

四 年 制 短 大 合 計

国 立
回答率

67
69.8%

31
75.6%

98
71.5%

公 立
回答率

24
61.5%

34
63.0%

58
62.4%

私 立
回答率

220
59.1%

245
50.0%

465
53.9%

合 計
回答率

311
61.3%

310
53.0%

621
56.9%

四 年 制 短 大 合 計

国 立 155 31 186

公 立 24 34 58

私 立 223 246 469

合 計 402 311 713

(注)回 答校よりも調査票枚数が多いの
は学部単位で回答 して来た大学が
あったためである。

了.2.4ア ンケ ー ト調査 の結果(ま とめ)

調査票①～③ の分析 を通 しての結果 を要約す ると,次 の とお りである。

7.2.4.1デ ータベース利 用教育の実施状況

(1}教 科 目での実施状況

① 教科 と して何 らかの形 でデータベー ス利用 教育 を行 ってい る大学 は,有 効回答数

673の うち182(27.0%)で,実 施 してい る大学 は全体の約4分 の1で ある。今後,

教科新設の構想 を もってい るところは101(15.0%)で ある。

② 文学,経 済 ・経営学,医 ・薬学,農 学分野で教 えている場合が圧 倒的 に多 い(一 般

教育科 目の約5倍)。

③ 実施 されて いるデー タベース利用教育科 目数323の うち85%が 演 習付 きで あるが,

演習予算 は最小 は1万 円か ら最大220万 円まで ば らっ きが見 られ,全 体 の傾向 と して

は20万 円台 までが55%を 占めて いる。

④ 学生の反応 は 「関心を持つ」 「好評」 とい う回答 が有効回答数323中 延べ68件 あ り,

中 には卒論や リポー ト作成の際利用 させてい るところ もある。
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(2)図 書館での実施状況

① 図書館 の利用者 に何 らか のデ ータベ ース利用教育 を行 って い る館 は,有 効 回答数

635の うち208(32.8%)あ り,対 象は教職員,学 生が半 々であ る。

② 実施 の時期 は,特 に学生 に対 して は入学時のオ リエ ンテー シ ョンが 目立ち,後 は利

用の際随時実施 して いる。

7.2.4.2利 用 して い るデ ー タベ ー ス等 につ いて

(1)教 科 目で の 利用 状 況

① オ ンラ イ ンデ ー タベ ー ス

表7-3主 なオ ンラインデータベースサー ビス システム(複 数回答)

デ 一 夕 ベ ー1ス シ ス テ ム 名

NACSIS(-IR,CAT)

日経 テ レコ ン

DIALOG

JOIS

NIFTY-Serve

口外ASSIST

日経 ニ ュ ー ステ レコ ン

C&CVAN

DIALINE

G-Serch

NEEDS-IR

STN

COMPUSERVE

国立 大 学N-1ネ ッ ト
UTOPIA

その 他

利用校数

② 電子出版物

表7-4主 な電子出版物(複 数回答)

デ ー タ ベ ー ス 名 利用枚数

J-BISC 23
CD-HIASK 8
広辞苑 8
CD-BOOK 5
MEDLINE 5
ULP 3
現代用語の基礎知識 3
CurrentContents 3
N-BISC 2
ERIC 2
有価証券報告書総覧 2
その他 29
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(2)図 書館 での利用状況

① 利用 して いるデータベ ースの形態

オ ンライ ン

電子出版物

オ リジナル

オ ンライ ン ・電子出版物

電子 出版物 ・オ リジナル

オ ンライ ン ・オ リジナル

オ ンライン ・電子 出版物 ・オ リジナル

合 計

(注)

指す

② オ ンライ ンデータベ ース

表7-5

31館(11.5%)

24館(8.9%)

22館(8.1%)

49館(18.1%)

11館(4.1%)

24館(8.9%)

109館(40.4%)

270館(100.0%)

「オ リジナル」とは図書館蔵書 目録や独 自に作成 したデータベースの ことを

主なオ ンライ ンデータベースサー ビス システム(複 数回答)

デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム 名

RI－(S
G

1
0

ンコ

S

L

S

レ

　
　

　

大

大

大

)

波

東

田

T
館
大

筑

(

稲

S
料
京

所

(
R

h
早

E

I
資
(

究

A
I

c
(

N

S
究

S
研

1

－
r
T
I

S

S
研

R
育

P
L

e
E
L

A

C
A
ー

テ
N
A
学

-
教

0

0
S

N
A

L
S
他

A
1
0
経

T
外
文

A
立

T
O

－
I
I

T
R

の

N
D
J

日
S
日
国
F
国

U

T
G

W
D

U
B
そ

利用館数

200
148
147

49
36
14
13

13
11

11
11
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② 電子出版物

表7-6主 な電子出版物(複 数回答)

デ ー タ ベ ー ス 名

J-BISC
ULP
MEDLINE

CD-HIASK
広辞苑
CURRENTCONTENTS
CD-BOOK
AURORA
N-BISC
CD-WORD
EXCEPTAEMDICA

OED

有価証券報告書総覧
模範六法
CD-NOCS
Bibliofile

リーガルベース
現代用語の基礎知識
Ulich
ERIC

その他

利用館数

1
6
6
3
9
5
8

7
5
4
2
2

1
0
9
8

8
8
6

6
7

1
5
5
4
2
2

1
1
1
1
1

1
1
1

8

1

7.2.4.3主 な意見

大学当局 向けの有効回答数673の うち,約4分 の1が データベース利用教育を実施 して

お り,そ の緒 についた とい う状況であるが,現 在実施 していない大学 も含 め,今 後積極 的

に実施すべ きで あるとい う意見が圧倒的であ った。

特にデー タベ ース利用教育教育担 当者向 けの調査回答の中で,学 生の反応 を問 うた結 果,

演習を伴 う検索実習 は好評で実際卒論 ・リポー ト作成の際に も利用 されてい るとい う学 生

の積極的評価がある以上,学 校当局 と して もますます教育環境整備の具体化 に前 向きで取

り組 まねばな らぬ状況 にな ると思われ る。 ただ し,種 々の問題を解決 していかねばな らな

いが,ア ンケー ト調査全体を通 して指摘 されて いる主 な問題や意 見を要約す ると,次 の と

お りである。

(1)商 用データベースの使用料金 が高 いたあ,利 用が難 しい。教育用の低廉 な料金体系で

の提供を望 む。

(2)教 材用 と してのオ ンライ ン用サ ンプル ソフ トやCD-ROMの 構築 と提供。

(3)大 学での教育用データベ ースの構築 と共 同利用。

(4)端 末機の増設,検 索室の設置,学 内LANの 確立等 の環境整備。使用料金の予算化。
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(5)演 習等 を担 当す るスタッフの確保 と養成。

(6)各 データベ ースの検索方法 について は,学 生の新入時,あ るいは利用者の求めに応 じ

随時図書館で実施す ること。

以上で あ るが,こ れ らを包括 し,少 数で はあ るが 「データベース利用教育の標準的な シ

ステムを示 して欲 しい」 また 「担当者 間の情報交換の必要性」を望 む意見が あ り,担 当者

個 々人 が手探 りで教育 に取 り組んでい る実態が現われて いるといえ る。

なお,大 学教育の 中でデータベ ース利用教育 も一般教育 として必須科 目化す るか,あ る

いは関連科 目の一環で良 いかにつ いては,意 見がまとまっていない。 これ はデータベ ース

の利用 がまだ企業 中心であ り,広 く社会 に行 き渡 って いないため,大 学全体 と しての問題

意識が醸成 されて いないことによるもの と考え られ る。

7.3ヒ ヤ リ ン グ 調 査 に つ い て

7.3.1調 査対 象

ア ンケー ト回答校の うち,デ ータベース利用教育 に関 して積極的な取 り組 みを行 って いる

大学を対 象に原則 と して学校当局(教 務,学 務部 門),担 当教員,図 書館 の3個 所 を訪問 し

た。

主 な訪問先 は,京 都大学,慶 応義塾大学,神 戸大学,千 葉商科大学,東 海大学,東 北大学,

猫協大学,富 山大学,南 山大学,一 橋大学,早 稲 田大学等である。

了.3.2質 問内容

(1)学 校当局に対 して

① 方法と学生への期待値

② 設備費,運 用経費

③ 利用教育の実施計画

④ 担当者の採用方法

(2)担 当教員に対 して

① 必要 とする関連知識(関 連科目)

② 内容 と方法

③ 専門科目か共通科目か
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(3)図 書館 に対 して

・ 授業 との関連等

7.3.3ヒ ヤ リング調査の結果(ま とめ)

全体を通 して指摘 されてい る問題点 は,(1)予 算の ない こと,(2)適 切な教育用 ソフ トや シス

テム,教 育用 データベースの欠如で ある。

利用教育 の実施 については,大 学教育の中に組み込む ことはな いとい う否定 的意見 は少数

で あり,教 科の一部で良 いとい う意見を含あ,ほ とん どの教員がその必要性 を感 じてい る。

その中で教育内容 と して は,デ ータベー スの検索 というサ ーチ ャー教育 に とどま らず,情 報

の収集 ・蓄積,デ ータベース構築か ら検索,情 報分析,評 価 に至 る情報全体 につ いての教育

が必要 との声があ った。 また,そ れ に関連 して 自己学習 な らび に問題解決能 力を養わせ るた

め,カ リキ ュラムに正規 に取 り込むべ きとい う意見 も聞かれた。なお,教 育 をすすめ る上で,

教員側に コンピュータ リテラ シーやデー タベースの認識が不足 してい ることが,一 つの壁 に

な ってい るとい う指摘 もあ った。

7.4文 献 調 査 に つ い て

7.4.1調 査概要

大学におけにデ ータベース利用教育 に関す る内外の文献調査を,JOIS(JICSTフ

ァイル),DIALOG(ERIC,LISAフ ァイルなど)を 利用 し行 った。 この結果,

本調査 の目的に合 う文献17件 にっいて分析 を行 い,概 要(報 知的抄録)を 作成 した。

7.4.2文 献調査の結果(ま とめ)

7.4.2.1文 献の内容 の類別

文献 は,内 容 により,下 記のよ うに分類で きる。

(1)大 学におけ るデータベ ース検索教育 につ いて

① 全般

・ 実施状況の調査結果(文 献1件)

・ 教育 内容 にっいて(文 献2件)

② 大学別事例紹介(文 献5件)
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(2)大 学 における情報専門職 に対す る情報検索 の教育訓練 について

① 全般

・ カ リキ ュラム内容
,教 育方法 など(文 献3件)

② 事例紹介(文 献2件)

(3)大 学 におけ る情 報 リテラシー教育のあ り方につ いて(文 献2件)

(4)高 校その他 におけ る情報 リテ ラシー教育 について(文 献1件)

(5)そ の他(文 献1件)

7.4.2.2文 献調査結果の分析

1988年 アメ リカ にお いて実施 されたデータベース検索 ・利用の教育 に関す る調査で は,

図書館情報学,法 学,医 学,経 営学など専門職養成 の大学院 レベルで,独 立 の科 目又 は他

の科 目の一部 と して,実 務上の必要性 もあ りオ ンライ ンもしくはCD-ROMに よるデ ー

タベース利用教育 ・訓練が導入 されている例が多 い。特 に,図 書館情報学系大学院の うち,

約90%で データベ ース(構 築及び)検 索 についての独立科 目が設 け られてお り,実 習教育

も行われている。

また,大 学図書館で は既 に多 くが所蔵 目録をデータベ ース化 してお り,抄 録 ・索引 デー

タベースや全文 デー タベ ースを導入 しているので,図 書館利用指導の一環 と して,広 く全

学生 を対象 に,デ ータベ ース検索 ・利用の教育が積極的 に実 施 されている。大学図書館に

おける利用指導 にっいての文献 は数多いが,特 に情報検索教育 にっ いて代行検索の場 合 と,

学生 がエ ン ドユ ーザ となる場合の双方につ いて,そ の教育 内容にっ いて の提言が紹介 され

ている。

日本で は,教 育 の事例が まだ多 くないためか,関 連文献 は少 ない。データベース利用教

育の よ うな具体的 な問題よ り,む しろそれ らを含めた情報 リテラ シー教育 にっいて,大 学

教育でのあ り方,ど のよ うな内容であるべ きかな どにっ いての議論がある。

7.5受 入 側 か ら 見 た 「デ ー タ ベ ー ス 利 用 教 育 」

企業 では 「データベ ース社会」の到来を意識 して,自 発的にデータベース検索者(サ ーチ ャ

ー)の 養成 に積極的な教育を行い始 めてい る
。 この 「サーチ ャー養成教育 」は 「データベース

利用教育」 と表裏一体の ものであ り,大 学 における 「データベ ース利用教育」が充実すれ ば,

企業が 「サーチャー教 育」にかける負担 も自ず と軽減 され る ことで あろう。
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実際に富士通㈱,松 下電器産業㈱,帝 人㈱な どの企業内での 「サ ーチャー養成教育 」の事例

を通 して見 ると,大 学における 「デー タベース利用教育」 に望 まれ ることは以下の ような こと

で ある。

① サ ーチ ャー入門講座程度 の講義(デ ータベ ースとは何か,通 信方法等の概括 的な知識)

② 商用オ ンライ ン情報検索 システムの教育(JOIS,DIALOG等 主要データベ ースサ

ー ビスの検索方法)

③ 外部デー タベースの知識(特 許分野で利用で きるファイルは,と い った各分野別 に利用で

きるデータベースファイルとその特性)

こう した 「データベース利用教育 」を身 につ けた大学生 を社会人 と して迎え入れ ることがで

きれば,現 在企業が研究 ・技術開発を行 うに先立 って,情 報調査 に約70%を 費やす こと,ま た

継続研究において も約20%を 費やす とい うことも軽減 され,そ の有用性 は自ず と明 白であ ろう。

マルチメデ ィア,ISDN,自 動翻訳等 々の諸技術が今後,デ ー タベースに もいろいろな とこ

ろで関与 して くる ものと思われ る。更 にパ ソコン通信人 口が約100万 人 といわれ る時代 にな り,

それを通 してのデータベ ースのア クセスはますます増大 して行 くと思われ る。 このよ うな背景

の もとに,大 学教育においてデー タベ ースの利用教育を正科 として と りあげ ることが,企 業 や

地域 ビジネスにおけるデータベ ース利 用の機会を拡 げる基盤 作 りとなると考え る。

7.6提 言 「デ`タ ベ ー ス 利 用 教 育 」 の あ り方 に つ い て

前述に要約 したアンケー ト調査,ヒ ヤリング調査,文 献調査に基づきその結果を包括的に検

討 した上で結論として,下 記の事項について提言する。

〈提言1:デ ータベース利用教育の実施の必要性 〉

情報入手の効率的方法及び情報の効果的利用方法,更 に学習 ・研究成果のまとめ方等課題 と

ともに,デ ータベース利用教育の実施及びそのための教授体制の確立を早急に推進する必要が

ある。

〈提言2:デ ータベース利用教育のカリキュラム内容と実施方式〉

上記目的を達成するために,講 義と演習により構成される基礎的必須教授科目を,全 学学生

に対 し共通科目として習得させる必要がある。教授内容は,デ ータベース利用方法を中心 とす

るが,デ ータベース構築方法 も含め教授する。カ リキュラム内容の具体例を下記に示す。

教授科目の位置付け…全学的共通科 目(必 須科目)

教授科 目名(例)… …情報管理論,同 演習/デ ータベース論,同 演習/情 報検索論,同 演習
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対象学年2学 年前期

時間数 半期2単 位(講 義1単 位,演 習1単 位)

対象デー タベース……学術情報

商用 データベース(国 内,国 外)

地域 データベ ース

〈提言3:教 育環境の整備及 び必要経費等の十分 なる確保の必要性 〉

データベ ース利用教育を実施す る上 にお いては,学 内の コンピュータフ ァシ リティの整 備以

外 に下記の ファシ リテ ィ及び運用体制(特 に,経 費及び利用時間の確保)の 十分 なる整備 を必

要 とす る。 これ ら事項 は,更 に技術進歩 に呼応 し常 に更新を必要 とす る。

(1)フ ァシ リテ ィの充実

自習演 習室 の確保

学 内ネ ッ トワー クの充実…検索専用端末機の広範囲設置

利用可能 なデータベ ースの提供

対象 デー タベース 学術情報

商用 データベ ース(国 内,国 外)

地域 データベ ース

使 い勝手のよいデータベース管理 システムの提供及 び十分 なる利用可能 な個人用 ファイ

ル容 量の提供

(2)利 用時間の拡大化 …24時 間サー ビスの実施

(3)教 授時間 において利用可能な十分な るデータベース利用経 費の確保

(4)教 材 ・マニ ュアル等 の整備

く提言4:教 員の充足の必要性 〉

データベ ース利用教 育を実施す る上 においては,情 報活用の意義,学 習 ・研究成果のまとめ

方等広範囲 の基本的,基 礎的意義の理解教育 の もとに行 う必要があ る。 この ことか ら,専 任教

員の任用が必須要件 とな る。 また,十 分な る演習を行 うためにアシス タン トが必要 にな ること

か らアシスタ ン トティーチ ャ制度の確立が必要 になる。

アシスタ ン トテ ィーチ ャの確保 には,図 書館職員への教育 を行い,図 書館職員 をこの任に当

て る ことが現実 的 と考え る。 この ことのために,現 行図書館職員への教育 の実施及 び司書教育

課程でのデ ータベ ース利用科 目の必須化を図 る必要があ る。専任教員の確保 を含 め,こ の こと

の実施 に当 た って は,特 に図書館情報大学 に期待す る部分 は大 きい。

〈提言5:利 用者教育の継続 的実施の必要性 〉
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データベ ース利用 は,学 習 ・研究 を推進す る過程 の中で必須の要件 とな ることか ら,そ の利

用機会の充実が必要で ある。 この場合,技 術進歩等 を考慮 し,継 続的 に利用者教育 を行 うこと

とそのための体制整備を必要 とす る。

当推進 には,図 書館 と学内 コンピュータセ ンタが協 同 しその任に当た ることが良 い。

(1)図 書館 にお ける利 用者教育の充実の必要性

このためには,上 記提言4に 示す事項の実施及 び十分な る要員の確保が必要 になる。

(2)学 内 コンピュー タセ ンタの役割

① 学 内データベース化 の促進及 び構築支援の実施

② データベ ース利用 ・構築環境の整備

③ マニ ュアル等の整備

〈提言6:デ ータベース利用教育 システムの確立

一教授法指 針検討研究会の発足の必要性 〉

大学教育は,一 定の 目的の もとに教員の教授計画 にお いて行われるべ きものであ ると しなが

らも,現 行の教授の中では教員個人の努力に任 されてお り試 行錯誤の様相が強 い。本調査 にお

いて も,デ ータベ ース利 用教育 の必要性を認 めなが らもよりどころとな るべ き指導的 な指針が

示 されないため,教 育の実現化が困難 とい う意見が多 くあ る。 これを解決す るには,一 定 レベ

ルの知識 ・技能 を習得 させ るための指導的教育 システムを確立 しなければな らない。

そのため早 急に検討委員会を発足 させ,教 授方法,テ キス ト,教 材(デ ータベ ースモデル,

トレーニ ングソフ ト,VIDEO等)の 具体 的な開発 を行 う必要がある。

以上の提言 に対 して,デ ー タベ ースを提供す る側(プ ロデ ューサー,ベ ンダー)に も以下の

ことが求め られて いる。

(1)教 育 向けの低廉な価格体系でのデータベ ースの提供

(2)教 育用,研 修用 と してのオ ンライ ンデータベ ースのサ ンプル ソフ トやCD-ROMの 開

発 と提供
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8.マ ル チ メ デ ィ ア 型 社 会 科 用 デ ー タ ベ ー ス の 開 発

8.1目 的 と 概 要

8.1.1目 的

教育への コ ンピュータ利用 は特 に中学校を中心に推進 されているが,そ の中で は技術家庭

科 「情報基礎 」が主体で,他 には数学,理 科が比較的進んでいる。 しか し,教 育へ の コンピ

ュータ利用全体 を考え たとき,国 語,英 語,社 会等の文化系教科で も同様 によ く利用 され る

のでなけれ ば,学 校現場への真の定着は難 しいと思われ る。

今回のプ ロ トタイプ開発で は,そ う した文化系の教師,い わばコ ンピュータの ことをよ く

知 らな くて も,コ ンピュータを利用 した授業改善/学 習効果の向上が可能 な らば,そ れ も簡

単 に利用 で きるな ら,そ れ な らば使 いたい とい う,大 多数の一般教師の要求 に応 え られ る も

のの開発を 目的 と した。

社会科においては授業で さまざまな教材 ・教具を利用 して,生 徒 に指導す る。掛 け図,ス

ライ ド,OHP,資 料集 などを場合 に応 じて使 い,多 種多量の画像情報を提供 し,指 導 内容

を深化,定 着 させてい る。 しか し,そ れ らは実際 に扱え る情報量 に限 りがあ り,資 料 の配置

も固定的で,し か もメデ ィアが分 かれているため に相互補完的あるいは発展 的に併用す るの

がなかなか難iしい。

必要 な画像情報を 自由に検索 し,欲 しい画像 に簡単 にアクセスす ることがで き,し か も個

別学習,一 斉指導な ど多様 な利用法が簡単にで きるデータベ ースを開発す ることで,従 来パ

ソコン利用 に関心を もたなか った社会科 そ して他 の文科 系教科の教師 に,新 しいパ ソコ ンの

利 用方法 を提案 し,普 及を図 りたい。

8.1.2概 要

(1)シ ステム概要

本 ソフ トウェアは富士通FM-TOWNSの もとで,富 士通 スクールカー ドαとい う統

合型 ソフ トウェアをプラ ッ トフ ォーム として作成 され る。

富士通FM-TOWNSは,音 声,写 真 ・図版 ・文字 とい った さまざまなデータを統合

的 に取 り扱 うことがで き,い わ ゆるマルチメデ ィア環境 の実現が可能 にな って いる。 また

CD-ROMを 標準で装備 してお り,膨 大なデータの利用 が可能であ る。

本 ソフ トウェアは,こ のプラ ッ トフ ォームの もとで,小 ・中学校 の社 会科授業で,必 要
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とされ るさまざまなデータを音声 ・写 真 ・地 図等の図版 ・文字で表現す ることによ り作成

されて いる。

また,CD-ROMを 使用す ることで,こ れ までにはない多量の画像 ・音声 データを格

納す ることが可能 にな って いる。

各デー タのイ ンタフェースは,マ ウスのみの操作で行え,複 雑な操作 を必要 としな いた

め,コ ンピュータ リテラシーの低 い児童 ・生徒で も容易に操作で きるよ うにな って いる。

また,一 つの画像にはさまざまな コマ ン ドアイ コンが用意 されてお り,こ れ らの アイコ

ンをマ ウスボタ ンの ク リックのみで,検 索,他 の項 目へのデータの リンクとい ったさまざ

まな機能が,簡 単な操作で実現可能 にな って いる。

(2)教 材概要

このデータベ ースは,小 ・中学校社会科(歴 史)の 教材分析 を もとに,マ ルチメデ ィア

の環境を利用す ることで,効 果的に授業 を行え るために,必 要 なデータが さまざまに関連

付 け られ,学 習 の段階的に合わせた形 で,細 分化 して格納 されて いる。

このため,一 つの学習素材か らそれに関係す る他の項 目へ の リンク ・よ り高度 な内容の

参照 とい うことが,簡 単 にで きさまざまな学習 に利用可能 にな ってい る。

また,朗 読 による解説や地図 ・図版 ・イラス トによる視覚 に訴えた解 説な どを利用す る

ことで学習効果 を向上す ることがで きる。

また,マ ウスによるイ ンタフェースの採用 により,検 索 ・リンクす る項 目への ジャンプ,

メニ ューに戻 る,終 了するとい った さま ざまな指示が,ボ タンの クリックのみで行 うこと

がで き,学 習者 はコ ンピュータの操作 に煩 わされ ることな く学習 に励む ことがで きる。

A.学 習のための機能

この ソフ トで は,実 際の教育現場での授業分析 を もとに次の二つのモー ドが用意 され

てい る。

1)鑑 賞モ ー ド

2)探 究 モー ド

〈鑑賞 モー ド〉

このモー ドは,教 師が一斉授業 などで,こ の教材を補助 的に使 うときを想定 して作成

されてい る。 このモー ドで は,ボ タ ンを押す ことで,次 々に画面が提示 され,画 面 内容

に対す解説が朗読 され る。

〈探究モー ド〉

このモー ドは個別学習時や 自習時 とい ったときを想定 して,作 成 されて いる。 このモ
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一 ドでは,各 画面 にキーワー ドによる検索のための アイコ ン ・画面の各部分 に配置 され

ている リンクアイ コン ・検索を行 うたあのアイコ ンな どが配 置 され る。

児童 ・生徒 は これ らのア イコンをマ ウスのボタ ンを 自由に使用 し,一 つの画面(学 習

素材)か ら,そ れに関連す るさまざまな事項への リンクを行 うことによ り,よ り深 い知

識 の収得や さまざまな事象の相互関係 を発見学習的 に学 習す ることがで きる。

B.教 師のための機能

く提示 モー ド〉

教師が各画面 の並 び順を 自由に変更で きる機能,こ れ は教 師が学習時 に使 う画面 の提

示順提示方法を 自分 に合 った形で,作 成す ることを可能 にす る機能である。児童 ・生徒

の理解度 や授業の進行 に合 わせて,デ ータの選択が可能 にな ってい る。

このモー ドを利用す ることで教師は,自 分の授業計画 に合 わせた教材を組 み立て る こ

とが可能 にな る。

また,こ の ソフ トはス クール カー ドαをプラッ トフ ォームと して作成 されて いるため,

この教材のデー タを利用 しス クールカー ドα上 で全 く新 しい教材の作成 も可能 にな って

い る。

8.2開 発

8.2.1教 師ニーズの抽 出

この ソフ トの開発 に先立 ちどのよ うな ソフ トが社会科教育 の場 で必要 とされて いるか にっ

いての調査を行 った結果,次 のよ うな用件が抽出された。

1)大 量の図版 ・写真等が含 まれて いる必要がある こと。

2)操 作 はなるべ く簡単 に行 うことがで きること。

3)資 料 は,系 統付 けされ,関 連す る項 目が簡単 に検索 ・抽 出で きること。

4)教 師のニーズ に合わせて変更可能 な ものであ ること。

8.2.2タ ーゲ ッ トマ シン,プ ラ ッ トフ ォームの技術調査

〈ターゲ ッ トマ シ ン〉

ターゲ ッ トマ シンの設定 には,画 像処理能力 とデータ記憶能力の面を重点 に行 った。

・ 今回の ソフ トでは図版 ・写 真等 を多 く含め るため
,そ れ らをなるべ く自然 に近 い形

で表示す る必要 がある。
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このためには,現 在一般 的なパ ソコン表示である16色 表示で は能力不 足がいなめな

く,最 低限256色 の表示能 力が必要 と判断 した。

・ また,256色 で画像を作成 した場合,こ れ らのデータ量 は標準 的には(画 面 の解像

度/デ ータ圧縮率 によるが)約300Kb程 度必要 とな り,デ ー タを保存す るには,2

HDの フロ ッピィディスク1枚 では数枚程度の画像 しか保管で きない。 このため,ソ

フ トの媒体 と してはCD-ROMの 利用が必要 と判断 した。

上記の2点 を標準製品で満た しているパ ソコンは,評 価時点で はFM-TOWNSの

みであ り,他 製品で は,追 加機器等の購入が必要 とな る。 また実際の学校現場での納入

シェアにおいてあ る程度 の普及がみ られることか らも,タ ーゲ ッ トマ シンと して はFM

-TOWNSを 選定 した
。

〈プラ ッ トフォーム〉

制作にお けるプラ ッ トフォームの設定で は,C言 語 によるオ リジナルプラ ッ トフ ォー

ムの作成 と既存す るオーサ リング ソフ トのプラ ッ トフ ォーム と しての利用の二つの観点

か ら検討 を行 った結果,次 のよ うな理 由でスクールカー ドαに決 定 した。

・ スクールカー ドαは,文 章,図,絵 表,音 声などの マルチ メデ ィア情 報をパ ソコ

ンの画面上 にカー ド単位で表 現 し,整 理,活 用で きる統合型情報活用 ツールであ るこ

と。

・ 基本機能 にワープ ロ,作 図/描 画,表 計算/グ ラフ作成,デ ータベース機能があ り,

情報活用の入門か ら応用 まで幅広 く利用で きること。

・ キーボー ド等を必要 とせず にマウスだ けによるユーザイ ンタフェースが可能 にな る

こと。

(マ ウスはFM-TOWNSに は標準で装備 されてい る)

・256色 の画像表示が行え る こと。

・ 検索機能 を保有 してい ること。

・ 音声データの使用 に対応 して いること。

・ さまざまな関数が用意 されて お り,プ ログラムを組 む ことで,よ り一層高度なユー

ザイ ンタフェースの実現が可能 にな っている こと。

・ 画面のプ リン トアウ トが可能 な こと。

8.2.3製 品の仕様

この製 品は次の要求項 目を満 たす ように設計 されて いる。
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この仕様 は,研 究会の成果 を もとに,決 定 された。

(1)ユ ーザ及び利用方法について

・ 小学校6年 生か ら中学校2年 生 までの児童 ・生徒及 び社会科の教 師を主 たる対象 とす

る。

・ 小学校及 び中学校の授業での使用 ,図 書館等での利用。

・ 家庭内で の学習教材又は一般教養 ソフ トと しての利用。

(2)ソ フ トの満 たすべ き要件

授業での使用 を想定 して次の二つの学習モ ー ドを実現す る こと。

① 一斉授業での使用

② 個別学習 ・発見学習での使用

・ 関連 したデータ同士が互 いに関係付 けされていること(リ ンク付 けが されてい ること)。

・ リス ト化 されたキー ワー ドか ら項 目を選択 し検索で きること。

・ 解説等の表示で は,学 習に合わせて段階的に表示が可能 な こと。

・ 視覚 に訴 え る形での画像表示が行われ ること。

・ 学 習効果 を高 めるような表示が行われること。

・ どの事項 を学習 してい るのかが明確に分か ること。

・ 音声 によ る解説が付加 されてい ること。

・ 教 師によ り表示順が 自由に変更で きること。

前記 した使用 の うち主た るものを,制 作 した画面 を もとに記述す る。

① アイ コンについて

各時代へ飛ぶ 各サブメニューへ飛ぶ

べ___⊥_、

解説を聞く

解説を見 る

年表が表示される

サブメニューに戻る

次の画面に進む

一つ前の画面に戻る

関連画面に飛ぶ 検索モードへ飛ぶ

アイ コンは目的 とした操作 を分か りやす く行え るよ うに,小 ・中学生の反応調査の結

果を踏 まえ最適 と考え られ る配置 ・デザイ ンを行 った。
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② 鑑賞モー ドでの使用時の流れ

教師の授業を手助けするさまざまな資料が アイコン操作だけで簡単に提示される。

レ
→

レ
→

このモー ドでは前進 アイ コンを押す ことによ り,次 の学習材料 が提示 され,そ れ とと

もにその学習内容 に対す る朗読が開始 され る。

授業の流れの中で効果的にデータベースを利用で きるよ う配慮 されて いる。

③ 探究 モー ドの流れ

このモー ドで は,学 習す る児童 ・生徒 は検索 ・リンクによ り,自 分 の意志で さまざま

な項 目間の関係を 自由に調べて行 くことがで きる。

④ 簡単 に検索す ることが可能

目 隠 改 号ン 顧 魍 罰醐{t:vル 即7詔 竺花

山
一

θ'

灘s

鎚L」 」ヨ杢_」
偉古賃時代 日置__」

鯉L」 工_」
遮_」'三 二三ユ凶
rPF時rtiエ 坐 _」.

よろしいですか?

魎 ⊇

　　　ぼ

劉 ジ
源儂仲

違

劃
〔

。鰯 。 反‡`

〆
優

δKe「;ori-NH朝 平氏の調 ち 壇ノ浦の戦い
　ぷ　のぴい

E薩コ[三コ

一

め べな　のしくろ

3"。 。都 。。

海 鏡講
駆 聴 殿 夢

運職 灘 幹 ㊥
6Xlk'。 「d

酬 後家入 監偲と郡公
約建社会韻 図

収録 されたデータは,検 索キーを登録 してあり,簡 単な操作でキーワー ドからの検索

が行える。

⑤ 視覚に訴える形での画像表示

旨
●酒平の戦い

崇 芸 認 幾 認

つ
」

裏

政
道
の
展
開
と
ア
ジ
ア
の
2
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漂義倖 鼻糞田原庄 原平氏

凶優
謹
話
'
唖
]　ぷ　のふい

函[三 コ

点が表示される

地図な どの時系列で変化す るデー タに対 して は,そ の動 きを シ ミュレー トす るな どの

手法 を用い,視 覚 に訴え る形で学習効果が上 るよ うに設計 されている。

-88一



⑥ 年表からの検索
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鱈[三 コ

歴史の学習では,ど の時点で起 こったかの確認が重要になる。 このため本ソフ トでは,

常に年表上の出来事と対比が行えるようリンク付けされている。

⑦ 提示モー ド

教師は以下の操作で簡単に自分に必要 とするデータを選び学習計画に応 じた画面の作

成が可能。

〔 」「言言
2二z鉋tU函im瓢
_麺 堅」 厄陪

＼ξ当'虹 繭

優

　塑当 面

教師が,自 分 の授業計画に合わせて,簡 単 に画面 の表示順 を変更で きるデ ータを作成

す るための機能 が用意 されている。

(表 示 を行 うためのデータはフロ ッピィデ ィスクに保管 され る)

8.2.4プ ログラム開発 とプラ ッ トフォーム

先 に挙 げた機能 を実現す るためには,ス クールカー ドαが標準的に もつ表示機能のみでは

な く,さ まざまな機能 の付加が必要 とな る。 この機能の付加のために,プ ログラムを作成 し

た。

プログラム開発 は,ス クールカー ドαが提供す る関数を組み合わせ ることによ って行 う。

ス クールカー ドにはカー ドの情報表示方法 ・内容その他を コン トロールす るための関数が約

500種 類用意 されて いる。 これ らを組 み合わせ ることで,次 のような機能 を実現 して いる。

・ 自習,鑑 賞,検 索,教 師の コース設定,教 師が作成 した コースモー ドな どいろいろな表

示モー ドで,同 じカー ドを画面 に表示 して もそれぞれのボタ ンの機能 が異 な るため,次 の
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よ うにプ ログラムを作 って いる。

メモ リーにモ ー ドをセ ッ トして,カ ー ドを表示す る際 にそのモー ドを読 みにいって,自

動的 に画面上部の インジケータや画面下部のキーワー ドバ ーの表示す る しないをコ ン トロ

ール した り,前 進キーの進 み先を変 えた り,教 師作成の コースコン トロールボタ ンを表示

す るな ど,さ まざまな表示 の切 り替えを行 っている。

・"解 説を見 る" ,"年 表","HELP"の ボタ ンには,そ れぞれの ボタ ンを押す と,

該 当画面が表示 され るようにプログラム されている。

・ ヒス トリー機能

どの画面か ら飛んで きて も,前 の画面 に戻 る ことがで きるよ うに,次 のカー ドを表示す

る前に 自分 自身のカー ドヘ リンクがつ いてい るダ ミーのカー ドを後退 ボタンの部分 に表示

して,次 々にダ ミーカー ドが後退 ボタ ンの部分 に重な るよ うにな って いる。

一方後退ボ タンを押す と,一 番上のダ ミーカー ドは自分 自身を消 して,該 当 メイ ンカー

ドを表示す るので,再 度後退 ボタ ンを押す と更に前のカー ドに遡 って い くことがで きる。

・ 段階 的な解説をす るために,提 示ボタ ンを作成 し・更にその ボタンを押す と関連の事項

(文章で あ った り,図 や絵 であ った り)が 画面の上 に重な って表示 されるよ うにプ ログラ

ムされ ている。

・ 解説 を聞 く

このボ タンを押す と,音 声 ファイルを呼 び出 して音声 を鳴 らすよ うにプログラムされて

いる。

・ キー ワー ドの各項 目を押す と,そ れぞれの カー ドに飛ぶよ うにな って いる。

8.2.5画 像選定,入 力

(1)画 像選定

画像選定 は以下の ように して行 った。

① プロ トタイプ制作 に当た り,「 鎌倉幕府の成立 」を選定 した。

② 鎌倉幕府の成立 は,新 中学学習指導要領 の 「歴史 的分野の内容の(3)武家政治の展開

とア ジアの情勢 」の最初の単元であ り,「 源平の戦い,鎌 倉幕府の成立 と推移 を扱 う」

と学 習内容が定め られて いる。

③ そ こで,本 プロ トタイプで は,「 源平の戦い→鎌倉幕府の成立→承久の乱」 と続 く

歴史の流れを理解 させ るための 「画像 データ」を選定 し,入 力す ることと した。

④ 画像デー タの流れ は次の よ うにな る。
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〈プ ロ トタイプ画像 データの流 れ 〉

もくじ

鎌倉幕府の成立

平氏の滅亡
キーワー ド
①平氏 ②源氏 ③源頼朝 ④源義経

次へ進む

源頼朝
キーワー ド
①源氏 ②平氏の滅亡 ③守護と地頭
④鎌倉幕府の成立 ⑤北条政子

↓ 次へ進む

守護と地頭
キーワー ド
①源頼朝 ②鎌倉幕府の成立 ③守護の配置
④荘園の分割

↓

鎌倉幕府の成立
キーワー ド
①源頼朝 ②源氏 ③鎌倉幕府のしくみ ④封建制度

↓ 次へ進む

鎌倉幕府のしくみ
キーワー ド
①源頼朝 ②執権政治 ③守護 と地頭

↓ 次へ進む

封建制度
キーワー ド
①鎌倉幕府の成立 ②武士の生活 ③農民の生活
④世界の封建制度

↓ 次へ進む

承久の乱
キーワー ド
①後鳥羽上皇 ②北条政子 ③北条義時 ④守護の配置

(2)入 力

入力 はデータの種類 によ って,イ メー ジスキャナーでの取 り込み,及 び修正,描 画 ツー

ルでの作成 ワープ ロでの作成等で行 った。
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8.3評 価

● 評価 は次 のよ うな方法 によ り実 施 した。なお,本 章の詳細 にっ いては本報告 書を参照 して

下 さい。

プロ トタイプを作成 した後 にその検証を しなければない らない。

本 ソフ トウェアの場合,標 準的な使用形態 として次のケースに分け られ る。

① 一斉授業で,資 料提示用 に教師が使用す る場合

② 教 師の指示によ り児童 ・生徒が個別又 はグループで,検 索 ・発見学習をす る場合

検証す る際には,ソ フ トウェアを企画 した ときに想定 した場面 と同一環境下での使用が望

まれ る。

即ち,

① 一斉授業の場合

② 個別又 はグルー プ学習の場合

の,そ れぞれの実際の教授/学 習場面である。

本 ソフ トウェアの研究,試 作 にお いては,現 場の教師か らな る委員会での検討 を重ね,実

際の授業場面での望 まれ る要件 を検討,抽 出 し,ソ フ ト化 して いるが,評 価 において も教師

自身 による試行を行 うことと した。

小学校 の社会科 の授業で,5～6人 の グループごとに1台 のFM-TOWNSを 用意 し,

教 師の指示 により,課 題 を解決す るために本 ソフ トウェアを使 って,画 像データを 自由に検

索 し,調 べ学習を させ るというものである。その授業の様子 を ビデオ撮 りし,そ の ビデオを

見 なが ら児童の行動 を分析す る。 それによ り本 ソフ トウェアの機能面,操 作面 での妥 当性,

有効性に関す るフィー ドバ ックが得 られ るということになる。

試用及 び評価分析の実施 は以下 の とお りであ る。

〈試用 〉

日時:平 成4年2月26日

場所:東 京都江戸川 区立葛西小学 校

対象児童:6年 生

担当教師:門 田博司(当 委員会委員)

実施概略:FM-TOWNS6台 を使用。1台 に5～6人 グループ学習。

〈評価分析 〉

授業分析の際の,状 態記述の構成要素 として,次 のよ うな基準を設定 した。
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(1)情 意面

① 提示情 報 に対 す る反応

② 動機 付け

③ 達成感

(2)知 識 ・技 能面

① 事実確 認

② 概念

③ ルール

④ 推論/仮 説

⑤ 方 略 一視点/内 観の広が り

これ らの要 素を もとに して,児 童 の学習行動 を時系列で分類 し,授 業を分析す ることによ

り,本 プ ロ トタイ プの評価分析の基礎デ ータとす る。

また これによ り導 き出 され る評価 は,次 の諸点 についての記述 になる予定であ り,か っ プ

ロ トタイプの改善 も継続 して実施 して い く。

(1)情 報 の直接性

(2)マ ルチ メデ ィア型の効果,主 に動機付 けの側面 を中心 に して

(3)デ ータベ ースを検索 させ ることの学 習効果.

(4)能 力差,レ デ ィネスと,ヒ ン トな どのフィー ドバ ック情報の関係

(5)共 同学 習,コ ミュニケー シ ョンの価値

(6)プ レゼ ンテー シ ョンツール としての望 まれ る条件,イ ンタラクテ ィブ性

8.4今 後 の 課 題

(1)技 術 的側面

本 プ ロ トタイプでは,ソ フ トをハ ー ドデ ィス クヘイ ンス トール した場 合 とCD-ROM化

した場合 のプ ログ ラム実行速度 を比較す ると,約10倍 以上CD-ROM化 した方が遅 くな っ

て い る。

また検索時の実行速度 も,CD-ROM化 した場合同様 な速度低下が起 こる。

上記2点 につ いて は,FM-TOWNSのCD-ROMの 読み込み速度 に依存 してお り,

現在で は抜本的 な解決 は難 しい。

今後の評価分析及 びプログラム内容の検証を踏まえて,製 品化を行 うまでにプラ ッ トフォ
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一ムの可能性 と限界を追求す るとともに,包 括的 な対応策を検討す る。

(2)教 材的側面

① 教師の指示 るよる調べ学習 において,目 的を十分了解 した上で検索学 習す るので なけれ

ば,何 を どんな文脈で検索 して いるのかを見失 って しま うおそれがある。っ まり合 目的的

な行動 を維持す ることは,従 来型の教材において も容易ではなか ったの に対 し,本 プロ ト

タイプにおいては,そ の可能性が よ り増えて いる。

即 ち,1)何 を 目的 として,2)ど んな資料群を,3)ど のよ うな順序 と関係性を もとに

検索 してい くのか とい う,検 索行動の戦略性が必要 とな って くる。

② また,個 々の資料を正 しく検索 してい って も,そ の意味が十分汲み取 れていない場合が

多い。っ まり,単 に調べただけでそ こか ら引 き出 され るべ き情報(系)が 目的 とす るレベ

ル まで至 らないケースであ る。

この場合 は資料の読 みとりの深 ま りが不足 してい ると考え られ るので,学 習者 に対す る

資料の見方 の観点を理解 させなければな らない。

上記①② とも,直 接には本 プロ トタイプの 直接担 うべ き範躊の要件で はないが,教 材 と

しての総合的判断の観点か らすれば,指 導案,ワ ー クシー ト等 とい う形で用意 されるべ き

もので あろう。

それが どの よ うな ものであればよいか,教 材 と しての総合的価値の面 か ら,製 品化を想定

して検討 して い きたい。

8.5歴 史 内 容 掲 載 リ ス トー 覧

トップメニュー

サブメニュー(第3章)

1.鎌 倉幕府の成立

源平の戦い

平氏の都落ち

壇 ノ浦の戦い

鎌倉幕府の成立

鎌倉の地形

鎌倉幕府のしくみ

封建社会の しくみ
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源氏から北条氏へ

承久の乱

承久の乱後の北条氏の領国

御成敗式 目

源頼朝

2.武 士の生活と鎌倉文化

武士の館

武芸に励む武士一笠懸

犬追物

弓張

御恩と奉公

地頭の横暴

地頭の荘園侵略

新 しい仏教

東大寺南大門

金剛力士像

文学

平家物語

運慶
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9異 分 野研 究の ための知的 オ リエ ンテ ーシ ョン ・

デー タベースシステムの構 築可能性調査

株式会社 け い は ん な



'



9.異 分 野 研 究 の た め の 知 的 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン ・

デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム の 構 築 可 能 性 調 査

9.1は じ め に

産 業技術の急 速な発展 などによ り,企 業の異分野進出のニ ーズ はます ます高 ま って いる。 こ

のため,こ れ までの 自分 の専 門分野以外の分野 について学習,勉 学 あるい は研究す る(以 下,

単 に学習あ るいは研究す るとい う)必 要性の生 じた人 々が急速 に増加 してい る。 そ こで,ま ず

異分野学習のために必要 となるさまざまな知識 ・情報 をデー タベース化 したデータベ ースを構

築す る。そ して,こ のデータベースを もとに,異 分野の学習を効率的に行 うことがで きるよ う

に,知 識工学 的手法 を活用 して,適 切なオ リエ ンテー ションやガイダンスので きる知的オ リエ

ンテー ション ・データベ ースシステムを構築で きると,異 分野 の学習効率が向上 し,人 材 の活

用 や人材の配 置 ・転換 の効率化が促進 され,企 業活動や産業 の振興 に役立っ ことにな る。 しか

も,こ の ような システムはこれ まで に類例のない新 しいデータベ ース システムとな る。

本調査研究の 目的 は,こ の ような異分野研究 のための知 的オ リエ ンテーシ ョン ・デー タベー

ス システムの構築の フィー ジビ リティに関 して調査 ・研究 を行 い,そ の可能性,有 用性 及び市

場性 を明 らか にす ることであ る。

9.2デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム に よ る 対 話 型 検 索 の イ メ ー ジ

必要データの入手可 能性,入 手 データのデータベース化及 び システム構築の可能性 を考慮 し

なが ら,次 の各案内サー ビス システムのサー ビスイメー ジを具体的に明 らかに した。

(a)大 学構成学部名や学科 名,学 科定員数などを紹介す る大学 ・学部 ・学科案 内サー ビス

(b)大 学,学 科な どを指定す ると,そ の学科 における授業科 目名,必 要単位数,授 業内容の

概要 などを紹介す る科 目履修案内サー ビス

(c)大 学の各授 業において利用 されて いる教科書の紹介を行 うことので きる講義 テキ ス ト案

内サー ビス

(d)各 大学 の講座 の研究 スタ ッフ,研 究分野及 び現在進行中の研究テーマにつ いて紹介す る

だけでな く,研 究 テーマにっいてのキーワー ドによる講座の逆検索 も行 うことがで きるよ

うな大学 の講座案 内サ ー ビス

(e)第 一線 で研究 して いる大学 の助手を含む研 究者,学 者の所属,地 位,研 究テ ーマな どの
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紹介を行 うことので きるよ うな研究者案 内サー ビス

(f)著 者名,学 位論文名及びその 目次 に使 われて いる術語をすべ てキーワー ドの対象 とす る

ことがで きるような学位論文案内サー ビス

(9)各 研究者 による各自の専 門分野 にお ける発表論文群 などの紹介を行 うことので きる専門

分野案内(文 献案内)サ ー ビス

従 来のデー タベースの コマ ン ドやキーワー ドによ るデー タの検索 は検索 の効率 は高い もの の,

初心者 には必ず しも便利 とはいえない側面 を もっている。本 システムで は,デ ータベースの性

格上ユーザ は利用が初めてでデー タベース システム利用法を知 らない場合が多いと予想 される。

このため,各 種案内サー ビス システムのサー ビスイメージを明 らかにす るに当た って は,本 シ

ステムの初 めての利用者で も本 システ ムの機能 を十分に使 いこなせ るよ うに,知 識工学的手法

を適用 して,シ ステム利用 に関す るノウハ ウ的知識のデータベース化 を図 ったユーザフ レン ド

リーな システムを実現す ることに した。 そ して,メ ニ ュー方式 によるデータベ ース利用 によ り,

初 めての人で も必要 とす るデー タを容易 に検索で きるシステムとす るための種 々の創意工夫を

こら した。即 ち,本 システムで は階層 的に順次提示 され る各 メニ ュー画面 において,検 索支援

関連情報 を知識ベース化 した知識ベースに基づ いて,必 要 と考え られ る情 報が一覧表示 され る

よ うにな って いるので,キ ーワー ドに よる検索を除いて,基 本 的にはシステムのメ ッセー ジに

従 って該当の数字を入力 していけば希望の情報 を知 ることがで きる。 また,本 システムで は情

報検索の効率化 の目的で,一 覧表示 され る情報 の限定のため に,部 分文字列入力によ って も検

索が可能なよ うに構築 され る。 このた め,本 システムではあいまいな情報 に基づいて も確認画

面 をみなが ら必要な情報の検索 を行 うことがで きる。更に,本 システムではキーワー ドによる

情報検索を行 う場合,入 力 された任意の論理式をその まま認識 ・解釈す ることがで きるので,

高度 な論理演算 に基づいた検索 が可能 となるほか,人 の思考 に従 った検索 が容易 に行え る。 シ

ステム 自体 にシソーラス(同 義語辞書)も 知識ベースと して備 えることと したので,検 索 もれ

を大幅 に防 ぐことがで きるなどの特徴 を もたせ ることが可能 となる ことを示 した。

9.3プ ロ トタ イ プ シ ス テ ム の 開 発 一 講 座 案 内 を 例 と し て 一

前節で明 らかに したデータベースシステムのイメージは これ までに前例 のないデータベース

システムとな る。 そこで,本 調査研究で明 らかに したこれ らの各種案内サー ビスの イメー ジが

イメージにとどま らず,実 際にハ ー ド的 に実現可能で あることを実証す るため,講 座案内を例

と して,ワ ークステー シ ョン上 にこのデータベースサー ビス機能 を実現 し,本 調査研究で明 ら
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かにしたサービスのイメ三ジが現在の技術を用いて十分実現可能であることを実証することに

した。

9.3.1基 礎 的デ ータとデ ータのフ ォーマ ッ ト

本 データベ ース システムの開発 に当た って は知識工学的手法の適用の容易 さを考慮 して,

システムの構築言語 と してPrologを 用 いることに した。

まず,講 座 データ,講 座内容説明デー タ,講 座研究テーマデータなどの データをProl

ogに おける事実 として記述 してデー タと して プログラム化 した。 また,各 プロログデータ

を基礎 データ として,こ れ らのデ ータを直接 に,あ るいは これ らのデ ータを組み合わせて利

用 す ることによ り,種 々のデータ検索 を容易 に行 うことを可能 とす る新 しいデー タを,Pro

logの 定義機能 を用 いて定義す ることに した。 これ によ り,大 学→ 学部→学科→ 講座 のツ

リー構造 のデー タを効率 よ く表現で きることを示 した。 また,収 集 され たデータはすべて知

識 ベース と して利用可能な形態 となるので,単 独 に利用可能 なだけでな く,検 索の必要 に応

じて システムが種 々の デー タを有機的 に組 み合わせてユーザの必要 とす るデータを作 り出す

ことが可能 とな るので,シ ステムが記憶すべ きデ ータ量は著 しく少な くてすむ という利点 を

もっ。 このほか,単 独のデータで は提供不可能な高度な内容の情報をユ ーザが必要 とす る場

合 で も,シ ステムが種 々のデータを組み合わせて加工する ことにより作 り出 して,提 供で き

るとい う特徴 を もたす ことが可能 とな った。

9.3.2構 築 システムの構成 とその対話画面例

図9-1及 び図9-2に ワー クステ ーシ ョン上でそれぞれ メイ ンメニ ュー と講座案内サー

ビスメニ ューを実際に表示 させ た画面のハー ドコピーを示す。
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異 分野 研 究 の ため の

イ ンテ リジ ェン ト ・オ リエ ンテ ー シ ョン ・デ ータベ ー スシ ス テム

現在のインテリジェン ト・ データベースシステムの
サービス内容は次の通 りです。 番号で選んでリターンキーを押して下さい1

　

　

　

U

F

D

!1¥
(

(

内
内
内

議
椴

大
学
学

科目履修案内(S)
講義テキス ト案内(T)

講座案内
研究者案内

学位論文案内

)

)

`
L

R
‥

(
(

専門分野案内(文 献案内)

大学院案内(GU)
12大 学院研究科案内(GF)
13大 学院専攻案内(GD)

大学院科目履修案内

図9-1メ イ ンメニ ュー

現在の講座案内のサービス内容は次の通りです。
番号で選んでリターンキーを押して下さい!

[大学,学部,学科]名あるいは学科コー ドDNCを 指定して、指定学科の
構i成講座名を知る
講座名を与えて、その講座名を持つ[大学,学部,学科]名 を知る
ある数以上(以 下)の 講座を持つ[大学,学部 学科]名 と講座名を知る
1大学,学部,学科,講座]名 を与えて本システムにおける登録講座コード
(LNC)を 知る

学科コー ドDNCを 与えて所属講座の本システムにおける登録講座コー
ド(LNC)を 知る
[大学,学 部,学 科 講座]名あるいは講座コー ドLNCを 与えて講座の
教官数、教官者名 リス ト、講座設立の目的説明を知る
研究者名を与えて、所属の講座1青報(大 学,学 部,学 科,講 座名、講座
コー ド、教官者名 ソス ト、講座設立の目的説明)を 知る
[大学,学 部,学 科 講座]名 あるいは講座コー ドLNCを 与えて講座
の研究テーマを知る
研究テーマのキーワー ドを与えて研究講座名を知る

「参考」

全大学,全 学部,全 学科,全講座の一覧表のリストアップ(新 しいテ㌧タ順)
講座内容情報(講 座コー ド、講座名、教官数、教官書名 リス ト、講座設
立の目的説明)の 一覧表のリストアップ(新 しいデータ順)
全講座の全研究テーマの一覧表のリストアッア(新 しいテ㌧タ順)

m(M)メ イ ン メニ ューへ

U終 了

図9-2講 座 案 内サ ー ビス メニ ュー
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構築 した講座案 内 システムよ り,指 定学科の構成講座名案 内,講 座 の所属案 内,講 座情報

案内,講 座 研究 テーマ案内及び研究テーマのキー ワー ドによる講座案内をどの よ うに受 けれ

るかを,実 際の対話画面例によ って明 らかに した。

図9-3は 講座案 内サー ビスメニ ューにお いて1番(L-1)を 選択 した ときの メニ ュー

を示 す。 図9-4は 大学名入 力の対話例 を示 した図であ り,図9-5に メニ ューL-1の 出

力例 を示す。

誕 案内サニ隠 語
学科]名ある僻 科コードDNC撤 して綻

学科の構成講座名を知る番
号を選んでリターンキーを押して下 さい

{大学、学部、学科}名の指定

学科コー ドDNCの 指定

KlDS>

図9-3サ ー ビス メニ ュー(L-1)

大学名の入力:番 号を選んでリターンキーを押 して下さい

大学名 リス トの表示画面よりメニュー方式で入力する
一部の文字列 を入力して

、大学名候補 リス トの表示画面よりメニュー方式
で入力する

直接大学名を入力する

KlDS>2

部分文字列を入力 して リターンキーを押して下さい
KlDS>大

番号を選んでリターンキーを押して下さい
大阪大学
大阪工業大学
大阪市立大学

・KlDS>1

図9-4大 学名入力の例
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艦 内サ芸 禁 裏 鞠2L
るぱ 科コードDNCIelg.ii7して綻

学科の構成講座名を知る
大学名 大阪大学
学部名 工学部
学科名 電気工学科
講座薮
椿戎講座名:

電力工学講座
制御工学講座
電気工学基礎論講座
電気材料工学講座
電気物性工学講座
組織工学講座
「般電気工学講座
超伝導エレクトロニクス研究センター
レーザー核融合研究センター

出典:大 阪大学.大学院工学研究科履 修案内
出版年月:1991年 度

リタ ーンキ ーを押 して下 さい。サー ビスメニ ューに戻 ります。
KlDS>

図9-5メ ニ ューL-1の 出力 例

図9-6は 講座案 内サー ビスメニ ューにおいて9番(L-9)を 選択 した ときの メニ ュー

及びキーワー ドの入力例を示す。キーワー ドを入力した後の確認画面例及び同義語の登録例

を図9-7に 示 し,メ ニ ューL-9の 出力 例 を 図9-8に 示 す 。

講座案 内サービスメニ ュー(L-・9)
:研 究テ ーマのキーワー ドを与 えて研 究講座名を知 る

キーワード』撃 鵠 蕊 む
力出来註 同日寺に含むときは(*ま たは*)を 、どれ

か一方のみでよければ(+ま たは+)を 用いて下さい。 カッコOで くくった

複雑 ね演 算もで きます。

入力例
KWD1*KWD2

KWD1+KWD2

(KWD1*KWD2)+KWD3

(KWD1+KWD2)*KWD3
カッコ、演算子、キーワー ドは何個で も入力できます。

キ ーワー ドを入力 して下 さい
KlDS>エ ネルギー*(地 球環境+再利用+循 環型)*粗 壁

図9-6サ ー ビス メニ ュー(L-9)及 び キー ワー ドの入 力例
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研究テーマのキーワー ドを与えて研究講座名を知る
キーワー ド エネルギー*(地 球環境+再 利用+循 環型)*組 織

よろしいですか?イ エ ス(y)あ るいはノー(n)を 入力 して下 さい
KIDS>y

再利用の同義語として
リサイクル

が登録されています。 これもキーワー ドとして採用 しますか?
採用する場合はその番号を入力してリターンキーを押してください(複 数可、
複数入力のときはコンマ(,)で 区切って入力して下 さい)
採用しない場合はそのままリターンキーを押して下 さい。

組織の同義語として
システム

2体 系

が登録されています。これもキーワー ドとして採用しますか?
採用する場合はその番号を入力してリターンキーを押してください(複 数可、
複数入力のときはコンマ(,)で 区切って入力して下さい)
採用しない場合はそのままリターンキーを押して下さい。

デ ータの数が1個 あ ります.

デ ータの出力を行 ないますか?

イエス(y)あ るいはノー(n)を 入力 して下 さい
KlDS>

図9-7確 認画面の例及び同義語の登録例

講座案内サ ービスメニュー(L-9)
:研 究 テーマのキ ーワー ドを与 えて研究講座名 を知 る

キーワー ド:エ ネルギ ー*(地 球環 境+再 利用+循 環型)*組 織

大学名 大阪大学
学部名 工学部
学科名 電気工学科
講座名 組織工学講座
研究テーマ

CO2循 環型エネルギーシステムの設計と評価

出典:大 阪大学.大 学院工学研究科.履修案内
出版年月1991年 度

リターンキ ーを押 して下 さい。サー ビスメニューに戻 ります。
KIDS>

図9-8メ ニ ューL-9の 出力 例
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以上の対話例か ら分か るよ うに,本 システムで は階層的 に順次提示 され る各 メニ ュー画面

にお いて,検 索支援関連情報を知識 ベース化 した知識 ベースに基 づいて,必 要 と考 え られ る

情報が一覧表示 され るので,キ ーワー ドによる検索を除いて,基 本的にはシステムの メ ッセ

ー ジに従 って該 当の数字 を入力 して いけば希望の情報 を知 ることがで きる。 また,本 システ

ムで は情報検索 の効率化の 目的で,一 覧表示 され る情報 の限定のために部分文字列入 力によ

って も検索が可能 なよ うに構築 されてい る。 このため,本 システムではあいまいな情報 に基

づいて も確認画面 を見なが ら必要な情報の検索 を行 うことがで きる。

更 に,本 システムで はキー ワー ドによる情報検索を行 う場合,入 力 された任意の論理 式を

そのまま認識 ・解釈す ることがで きる。 これによ り,高 度 な論理演算に基づ いた検索が可能

とな るほか,人 の思考 に従 った検索が容易 に行える。 システム 自体 にシソーラス(同 意語辞

書)も 知識 ベースとして備え ること としたので,検 索 もれを大幅 に防 ぐことがで きるなどの

機能を もっ ことが分か る。

9.4検 討 及 び 今 後 の 課 題

本研究で提案 した知的オ リエ ンテー シ ョン ・デー タベ ース システムの実現 には種々のデータ

・情報が必要 とな る。 システムの有用性の向上 の観点か らはデータの収集 の範囲 は広ければ広

い ほど望 ま しい。 しか し,シ ステムの構築 ・運転の経済性 の観点か らは収集範囲 はで きるだけ

少 ない方が望 ま しい。そ こで,こ の トレー ドオフを考慮 して,9.2節 で述べ た(a)か ら(9)の各種

案内サー ビスを行 うに当た って必要 とな るデータの収集範 囲の 目標 と しては,当 面次の よ うに

す ることに した。

(1)(a)の 大学 ・学部 ・学科及 び大学院大学 ・研究科 ・専攻 に関す る情報に関 して は,全 国の

大学 ・大学院をデー タ収集の範囲 とす る。

(2)(b)の 各大学 ・学部の履修要覧 に記載の情報,(c)の 各大学 ・学部 ・学科の講義で利用 され

ているテキス トに関す る情報及 び(d),(e)の 各大学院 ・研究科の履修案内に記載 の情報 にっ

いては,京 都,大 阪及 び奈良 に立地す る理 工系の学部 ・研究科 を有す る大学及 び大学院の

データをデータ収集の対象 とす る。 ただ し,実 際のデー タ収集 に当た って は優先順位 にっ

いて,更 に検討す る必要があ る。

(3)(f)の 各大学の学位授与情報 と博士論文 については,理 工系の学位論文 に関 し最新年 よ り

順次未来及 び過去 にさかのぼ って収集す る予定 とす る。

(4)(9)の 専 門分野案内(文 献案内)サ ー ビスを行 うに当た って必要 とな る研究者 へのア ンケ
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一 トあるいはインタ ビューによ る論文発表情報 ,各 種学会主 催 共催,協 催 の講習会資料

及 び各種の学会誌 の記載の解説,展 望,講 義等の記事あ るいは論文 にっ いては,京 都大学

及 び大阪大学の工学部の所属の研究者 による発表論文,講 習会資料,解 説,展 望,講 義記

事 などを対象 と して収集す ることに し,順 次対象を拡大 してい く予定 とす る。

本研究の今後に残 された課題 を述べ ると次のよ うにな る。

(a)デ ータの著作権 の問題

収集 した情報 を もとにデータベース化 し,デ ータベースサー ビスを行 うに当た って は,

各情報 やデータの著作権の問題 につ いて十分検討す る必要が ある。

(b)シ ステムの操作性の一層 の向上

本 システムで採用 した メニ ュー方式は,初 心者に とって は容易 に利用で きるとい う利

点があ る反面,人 によってはメニ ューの階層をた どるのが面倒であ った り,思 考 に合わ

ない部分があ った りす るので,ハ イパ ーテキス ト的な検索 をメニ ューに加えた り,ハ イ

ス ピー ドで検索で きるジャンプ用の コマ ン ドの開発 を行 い,よ り一層 の操作性の向上 を

図 る必要がある。更 に,将 来 は人間の思考 に近い 自然言語的な対話による検索 を可能 と

す ること も必要 になる。

(c)ユ ーザ による直接書 き込み機能の付加

本 システムの専門分野案内 において最新データへの アクセスを可能 とす るため に,専

門分野の紹介者がデータの直接書 き込みを可能 とす るための機能 も今後必要であ る。

(d)そ の他のユーザサー ビスの機能の付加

他のデータベ ースシステムへのゲー トウェイサー ビス,エ キ スパ ー トサ ーチャー的機

能な ど将来的に必要になると思われ る機能の付加 も今後の検討課題 である。 また,検 索

された情報にっ いてオ ンライ ンでの発注 システムを組み込む こと も今後の検討課題 とす

る。

9.5お わ り に

本研究 の 目的は,異 分野 の学習あ るいは研究を行 うに当た って重要 な知識 ・情報 ・ノウハ ウ

を効率 的に入手で きるよ うな,高 度 にイ ンテ リジェン トなオ リエ ンテー ション ・データベース

システムの構築の フィー ジビリテ ィに関 して調査 ・研究を行 い,そ の可能性,有 用性及び市場

性 を明 らか にす ることである。本研究 にお いて行 った調査研究 内容及 び得 られた成果よ り,(a)

本 システムのサ ー ビスの内容や有用性や企業化の実現可能性 を明 らかにす ることがで きた。(b)
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提案 データベース システムの フィージ ビリティを検証す るためのプ ロ トタイプ システムを具体

的に構築す るのに必要 とな る仕様書が講座案内のみな らず他の案内サー ビスについて も完成 さ

れた。

今後予想 され る効果を列挙す ると以下の とお りであ る。 データベースサー ビス実施 に向 けた

プロ トタイプ システムを構築 し,当 社の提供 して いる情報 ネ ッ トワー クサー ビス 「けいはんな

ネ ッ ト」で,実 際のサー ビス化を行 うための フィージビ リテ ィにっいての検討を行 うことがで

きるようになる。 また,本 提案 システムが本格 的に構築 された場合(1)大学や公的な各種研究機

関で研究 している研究者 に も有用なデータベース システム とな り,わ が国の先端技術 の一層の

開発 に貢献す ることがで きるよ うになる。(2)生涯学習を行 う上で有用な指針 を提供で きる シス

テムと して利用で きる。(3)大学へ進学す る高校生 の合理的な大学選択のための重要な情報 を与

え ることもで き,国 際ネ ッ トワー クで利用で きるよ うにす ると,海 外で,わ が国への留学生 が

留学先の大学や研究室を選定す るの に利用で きるので,国 際的な情報化へ多大 な貢献がで きる

ことになる。
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10瀬 戸 内圏公共 図書館 の郷土資料

デ ータベースの構築

株式会社 中 国 新 聞 社





10.瀬 戸 内 圏 公 共 図 書 館 の 郷 土 資 料 デ ー タ ベ ー ス の 構 築

10.1調 査 研 究 の 経 緯

本研究 の 目的は,Japan-MARCやTRCマ ー クなど一般図書 データベ ースに収録 され る こ

とのないマイナーな図書 ・郷土資料を電算化 して検索を容易 に し図書館 間の相互利用を円滑 に

し,か っ利用者 の利便を図 ることであ る。

幸 い瀬戸 内圏の広島,山 口,岡 山,大 分,香 川,愛 媛,の6県(福 岡が途中か ら参加 して,

現在 は7県)は 早 くか ら瀬戸内関係資料連絡 会議 を設置 し,1991年9月 には郷土 資料の 目録

「瀬戸 内海 に関す る図書総合 目録 一海運の部」を作成 して交換 して いる。今後 も引 き続 き発刊

の予定で この他 に市町村史や塩 田,島 諸な どが検討 されて いる。 これを電子化 して,「 何時で

も」 「何処か らで も」 「誰で も」検索が可能 なよ うにすれば,利 用者の利便 ははか り知れな い。

しか し,残 念なが ら現状 は行政 区域の厚い壁が あり,「 何時で も」 「何処 か らで も」 「誰で

も」検索が可能な体制は整 っていない。そ こで中国新聞社 は創刊100周 年 を迎 え るのを機 に,

記念事業 と して電子化 への支援を行 うこととし,瀬 戸内圏をあまね くネ ッ トして図書デー タベ

ースの有効活用を図 ってい くこととした
。

図書館界の現況 をみると各館 ともネ ッ トワークの活用 に意欲的であ り,や がて は公の機 関に

よる 「瀬戸内圏ネ ッ ト」と もい うべ きものが誕生す るに違 いない。が,各 図書館 にはそれ ぞれ

事情を抱 えてい るので,当 分 の間 は弊社の試みが郷土資料の検索 に大 きな利便を提供 し,地 域

文化の向上 に貢献す る もの と考え る。

完成後 のデータは図書館側の要望があれば,何 時で も返還す ることと し,各 図書館の合意が

なければ商用 データベ ースな ど他の メデ ィアには乗せない ことと した。あ くまで地域に貢献す

ることが第一 の 目的で あ り,地 域の要望に沿わない形の処理 は100周 年事業 と して適当でない

との判断か らで ある。

図書館 の電子化 は,こ の ところ急速な発展を遂 げてい る。 コ ンピュータメー カ各社 は貸 出 ・

返却 ・選書 など図書館の 日常業務をパ ッケー ジ化 したソフ トウェアを相次いで発売 し,Japan-

MARCやTRCマ ー ク,大 阪屋マー クな ど関連 データベ ースも急速 に整備 されっっある。

加えて機器の進歩 も目ざま しい。一時期,膨 大 な図書 を管理す るには大型汎用機が不可欠 と

され たが,こ の ところ コンピュー タの進歩は,小 型機 による図書館業務 の処理 を可能 に した。

特 にUNIX系 の コンピュータは機能の向上が 目覚 ましく,MIPS(1秒 間に100万 回の演

算 をす る能力)値 では大型の汎用機 を凌 ぐ機種 も現われてい る。 ダウ ンサイ ジングが いわれ る
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なか,UNIX系 コンピュータは今後更に発展 を遂 げるに違 いない。

こうした電算化環境の整備に もかかわ らず,瀬 戸内圏の電算化 は進んで いない。本研究 に参

加 して いる県立9館(政 令市の広 島市を含 む)の うち電算化 を完了 して いるのは広 島県立 と先

に挙 げた徳 島,広 島市立の3館 だけ。近 く完了す る山 口を含 めて も4館 と半数 に満 たない。

立 ち遅れの原因 は建物を中心 とす る施設 が丁度更改期に きてお り,各 館 と も新館建設 を機 に

電算化を合わせ実施す る方針を打 ち出 してい るためであ る。 「器の整備が先決。電算化 はその

後で 一」 とい うの は当然の成 り行 きで はあ る。

しか し,こ れ ら図書館の 中にはJapan-MARCを 利用す るための検索末端 さえない ところ も

あ る。民間企業 の場合は,便 利で効率の よい機 器や システムがあれば導入 に躊躇す ることはな

い。業態を基本 か ら変え るシステムの導入 はともか く,数 十万 円の投資で済む検索 端末 は新館

建設 を待つ まで もな く欲 しいところで ある。

図書館業務 は電算化に馴 染みやすい。検索,貸 出,返 却,選 書,統 計処理 などどれ一つを取

り上げて もコ ンピュータが最 も得意 とす る分野であ る。図書年鑑1991年 版 によると,1991年1

月か ら12月 にかけて完成 した公共図書館85館(県 立3,市 立 ・区立45,町 村立37)は 規模の大

小 はあれ大半が コンビュー一拍ー夕を導入 した。 中国地方で も1991年10月 にオープ ン した鳥取県立図

書館が書誌情報をデータベース化,管 内市町村を結ぶオ ンライン網の整備を進 めて いる。

しか し,公 共図書館の電算化率 はや っと40%を 超えた段階であ る。MARCの 整備,CD-

ROMの 規格統一な ど問題があ るに して も,電 算化 による効率向上の期待が大 きいの だか ら積

極的 に導入 を検討すべ き時期ではなかろ うか。

10.2中 国 地 方 各 館 の 現 状 と 課 題

図書館のない市町村はほぼな くなった。図書館法の成立(昭 和25年)か ら42年,ひ ところ懸

命だった 「図書館を増やし,蔵 書を増やす」から脱皮 して量か ら質への転換を図 り始あた。生

涯学習のいわれるなか,コ ンピュータの急速な普及と図書館施設の更改時期が重なったことも

あって各地でユニークな図書館建設が相次いでいる。

なかで も人手不足の市町村に代わって全県下の図書館の蔵書を一元管理 しようとする新潟,

図書館のほか博物館,美 術館,文 書館を合わせ もつ 「文化の森総合公園」として生涯学習プラ

ス余暇活用に挑戦する徳島の両県は,新 館建設を計画する各地の格好のモデルになるだろう。

本研究の対象とした瀬戸内圏でも香川,岡 山,大 分の各県が新館建設に着手あるいは計画中

である。山口は全県をネッ トワークする電算化を進めており,平 成4年 度中には稼働する。こ
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れ らの各館は,当 然なが ら先進県を見習い独 自の工夫を凝 らしている。先進各館のノウハウを

吸収できるので後発組ほど完成度の高いシステム構築が可能である。注目されるのは各県とも

単なる電算化ではなく。ネ ットワークを中心 とした電算化であることである。瀬戸内圏の各図

書館は電算化において必ず しも進んでいるとはいいがたいが,い ずれ立派なシステムが誕生す

るであろう。

進歩の著 しいコンピュータを有効活用 しようとすれば,ネ ットワークは避けて通れない。以

下詳述するように各県の構想はそれぞれ高い評価を受けるものではある。が,そ のいずれ もが

運用の対象地域を自らの県域に限っている。都道府県という枠がある以上,こ の枠に制約され,

「県民の血税は県民のために使う」という覆 しようがない原則に従ったものではあるが,本 研

究が対象 としたような郷土資料の有効活用の点では大きな支障となる。

県域を越えてマネージメントできるような機関あるいは施設が必要ではなかろうか。国立国

会図書館の関西館構想など,こ うした期待に応え うる施設の整備が望まれる。

徳島の場合,外 部からの利用に対 しては,10回 線の電話回線が用意 されており多 くの人の同

時アクセスが可能になっている。通信方式は,一 般のパ ソコン通信に用いられている無手順の

方式が採用 されており,市 販の通信ソフ トで検索できる。特定のプロ トコルをもたない無手順

を採用 したことで,使 い勝手は格段によくなった。

その他,瀬 戸内圏では香川は高松空港跡地に,文 書館を併設 した新館を計画中である。既に

稼働中のものは広島県立,広 島市立で両館の間で書誌情報の検索が可能な他,県 内の呉市立中

央,尾 道市立など10館 とネッ トし総合情報システムとして運用 している。

山口はレファレンスの内容を分類 してコンピュータで保存するなどユニークなシステムを構

築中であり,書 誌情報データベースとともに近 く稼働する。電算化とは関係ないが,老 齢化社

会を視野に入れた閲覧室の畳敷 きなど新たな試みを実施 している。

岡山は,一 昨年来の新館建設計画がいよいよ動きだす。日本銀行岡山支店の跡地に11階建て

の新館を建設,文 書館を併設す る構想だが,市 民グープか ら日本銀行の保存問題や閲覧室の配

置で クレームが付 き揺れている。

九州で も新館建設の動きが急である。大分は大分市の国立大分病院跡地に新館を建設する計

画で具体的な準備を進めている。生涯学習のキーステーション機能が担えるようコンピュータ

の導入と資料のデータベース化に配慮 している。 「豊の国情報ネッ トワーク」を活用 して自宅

から図書館情報が利用できるよう配慮するなど新 しい形の図書館を目指 している。
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10.3図 書 館 ア ン ケ ー ト

近年,高 度情報化社会が急速 に進んでいる。その背景 には,物 質的に豊かな社会が形成 され,

更 に,余 暇時間の拡大、高齢化 の進行な どか らニーズの多様化 ・高度化 ・ソフ ト志向化 が進 む。

情報 ・通信関連技術 の目覚ま しい発展 によ って,よ り高度で多彩な情報化が可能 にな る。今後,

高度情報化への流れ は,更 に拍車がかか るもの と思われる。

このア ンケー ト調査 は,こ うした環境を踏 まえ将来公共図書館,大 学図書館,専 門図書館が

お互 いにネ ッ トワー クを構築 し,蔵 書の効率的な活用 を図 るための基礎資料 とす るのが 目的で

あ る。

調査の結果,電 算化の基軸 となるパ ソコン ・ワープロは 「持 っている」 は58.5%に 止 ま り,

電算化の遅れを見せつ けた。 また,ネ ッ トワークに必要不可欠のモデムは 「持 って いる」が

39.2%で パ ソコ ンやワープロよ り更 に保有率が低い。通信 ソフ トの普及率 は27.5%で モデムよ

り更 に低い。モデムを もちなが ら通信 ソフ トがないのは理解 に苦 しむ。 こうした中で 「オ ンラ

イ ンデータベ ースの検索経験が あ る」のは45.1%で 半数 に満たない。CD-ROMデ ッキ も

「持 ってい る」 は23 .5%に 過 ぎず,OA化 の意欲 はいま一歩の ようである。

一方
,瀬 戸 内圏7県 立図書館(ア ンケー ト実施時 は福岡,徳 島が未参加)と 広 島地域の大学

・専 図協各図書館ア ンケー トでは,図 書館間のネ ッ トワー クを構築 し,蔵 書の効果的な活用を

図 るための基礎資料 とす る狙いで実施 した。調査 は,ア ンケー ト票を各図書館 に発送,任 意記

入す る方法を主 と し,一 部電話 による聞 き取 り調査を行 った。調査対象 は,中 国地域の県立 ・

市立図書館8館 と広 島地域の大学4館 ・専 図協2館(企 業内 を含む)を 含み計14館 を対象 と し

た。

電算化は近 く完了す る館を含 めて も約半数であ る。一部図書館で は所在情報 さえ公開に困難

があ ると回答す るなどネ ッ トワー クには消極的な館 も目立 った。一方,機 械可読化 を終わ った

各館 は,郷 土資料 の整理 も進んで いる。電算化 ・ネ ッ トワーク化 は時代の趨勢で あ り,好 む と

好 まざるとに係わ らず今後急速 に進む もの と見 られ る。

今後,電 算化に着手す るのは大分県立 図書館,岡 山県総合文化セ ンター,香 川県立図書館で,

と もに新館建設 と期 を同 じくして いる。また,山 口県立図書館 は本年5月 稼働 に向けて現在準

備中である。今年度 中に1970年(昭 和45年)以 降受 け入れ た図書 について入 力を完了す る。そ

れ以前にっいて は,平 成7年 までに遡及入 力の予定であ る。 システム開始 と同時にパ ソコ ン通

信 によるア クセス も可能 にな る。福岡県立 図書館 は,1995年(平 成7年 度)電 算 化予定であ る。

2001年 度(平 成13年)ネ ッ トワー ク化を予定 して いる。
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10.4郷 土 資 料 デ ー タ ベ ー ス

本研究の目的は,各 種MARCの 対象から外れたマイナーな図書の電算化である。 しか し,

別項で触れるように各館の郷土資料にっいての定義はさまざまである。各館は現にJapan-MA

RCな どに収録 されている図書を含めて郷土資料として扱っており,そ こにはそれ相当の理由

がある。

これら図書を対象か ら外すことは現実的な処理 とはいい難い。そこで各館の実情に則 した形

で処理す ることとして,各 種MARCに 含まれている一般図書にまで対象を一部拡大 した。

各図書館の郷土資料を強いて共通項で括れば,「 郷土に関する資料」とでもいえるかもしれ

ない。専図協 と公共図書館とは若干の相違がある。公共図書館同士の間で もニュア ンスに違い

がある。

岡山の場合,郷 土出身作家の著書を郷土資料 として扱い,香 川では弘法大師に関連する図書

を郷土資料の中核に据え,高 野山にも協力を求めて収集に努力している。大分は郷土の先哲に

関する図書は,そ れが何如に著名な人物の一般的な図書であって もすべて郷土資料 としている。

岡山の郷土出身作家には,内 田百聞など地方区とはいいがたい著名な作家が含まれている。

香川の弘法大師 ・空海は真言宗密教の開祖 として歴史上欠 くべからざる人物である。敢えて郷

土資料として扱 う理由は存在 しない。

しか し,各 館の郷土の誇 る先哲,著 名な作家 ・歴史上の人物に敢えて郷土資料として特別な

地位を与え,重 点的な収集,選 書の対象として自館の特徴を出そうとしている。そこには永い

伝統と各館の事情があり,東 京が夏目漱石を郷土資料とするのとは訳が違 うのである。

この研究では当初,

① その地で出版 された発行部数の少ないマイナーな図書

② 他では見ることができない資料であり,Japan-MARCな ど一般的な書誌データベース

に収録されない文献

③ 場合によっては出版の名に値 しない論文 回覧雑誌など文献 も含める

と,考 えていた。

ところが,調 査を進めてみると先のように各館の考えには大きな幅があり,一 様な定義で型

にはめることは困難だと分かった。そこで,各 館の定義の違いを承知の上で,各 館の郷土資料

をそのまま対象 とすることとした。定義の差はあっても,現 在各館が郷土資料としている図書

を即そのまま検索の対象とするほうが便利だからである。
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既成のデ ータベースに収録 されない図書 は,当 然なが ら発行部数の少 ないマイナーな図書で

ある。その多 くは一般市民 が興味を もち手 にす ることは稀である。 したが って,そ の書誌 デー

タ も検索の対象 とな るの は稀であ る。が,そ れで もデータベース化 は必要 である。

データベ ースの本来の機能 は,森 羅万象すべてを網羅 的,系 統的 に検索す ることにあ る。例

えマイナーな文献 といえ ども検索か ら漏れて はな らない。1年 に1回 しか検索の対象 とな らな

い図書で も,検 索の可能性 がある以上,そ の要求 には応 えなければな らない。

大学や民 間の シンクタ ンクには,そ うした需要 も少な くない。加えて近年 その必要が叫ばれ

ている原爆資料 には手書 きの手記な どマイナーな文献が少 な くない。

データベースの フォーマ ッ トはそれぞれ工夫が凝 らされ,よ り使 いやす い形に改良 されて今

日に至 ってい る。昨今の機器性能の向上 はこう した動 きに拍車をかけ,電 算化を推進 中の図書

館は競 って最新の システムを導入 してい る。全 国の図書館電算化率は規模の大小 はあ るものの

50%に 近づいている もの とみ られる。

なかで もパ ソコンなど小規模な システムによる電算化 は極 めて効率的で,町 村 レベルでは こ

うした形での処理 も増加 して いる。 これ らの システム は,検 索端末や ワープ ロを利用す る場合

も少な くな く,図 書館職員が余技 と して処理す る例 さえある。

電算化 といえば,す ぐ大型汎用機を思 い浮 かべ るが,最 近の機 器は小型機で十分 に処理が可

能で ある。UNIX系 のいわゆ るワー クステー シ ョンの中には100MIPS(1秒 間に1,000

,000回 の演算をす る能力)を 超える機種 もあ る。 ダウ ンサイ ジングのいわれ る理 由である。

Japan-MARCは,フ ィール ドが①識別子② コー ド化情報③記述 ブロック④注記⑤書 名ア ク

セスポイン トの5ブ ロ ックか らな り,サ ブフィー・一ール ドは49に 及ぶな ど精彩 を極めて いる。 そ こ

にはナシ ョナルライブラ リーとしての 自負が伺 える。

国会図書館は,MARC作 成に当た って,A,B,C,D,Eの5段 階の基準 を設 けて,業

務の合理化を行 って いる。納本の大半を 占あ るAラ ンクの整理 は,Japan-MARCの すべての

検索を可能 に し,B以 下Dは 簡略整理の図書 と して同図書館の分類記号 ・NDLCな ど一部の

整理を省略 してい る。

ナ シ ョナルライブラ リーの面 目躍如 とい うほかな いが,

① 出版 か らMARC整 備までの タイムラ グ

②MARCへ の収録漏れ

③ 児童 図書のMARC不 備(児 童図書 はCラ ンクで整理 されて いる)

など図書館 の不満 もある(国 立国会図書館側 は児童書の分類 を事実上Aラ ンクと差がない と

いうのだが)。
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①のタイムラグは出版社に出版の都度フロッピーに入力 したMARCの 提出を義務付け国会

図書館は電子化されたMARCの 点検管理だけに徹すれば片づ く。また②のMARCへ の収録

漏れは,納 本によって初めて著作権が生 じるなど,「 納本 しなければ損である」との感覚を出

版各社に植えつければ足 りる。この方式は特許の出願事務に採用され,有 効性は既に実証済み

である。

こうして国会図書館の業務が合理化できれば,MARC整 理のランク付けも不要 となって,

児童図書をCラ ンクで整理する必要 もなくなる。表現の自由を重ん じる出版界ではあるが,特

許出願のよき先例がある。納本 しなければ著作権が生 じないシステムと併用すればこれ ら課題

の解決は可能である。

近年発達が目ざましいゲー トウェイなど利用すれば異なるシステム間での接続 も可能である。

異機種間を接続するオープンシステムの技術 も進歩が目ざま しい。技術的な問題は遠か らず解

決するだろう。

10.5プ ロ ト タ イ プ デ ー タ ベ ー ス の 構 築

構築の 目的であ る 「何 時で も,何 処で も,誰 で も」検索 で きるためには,パ スワー ドなどを

設定 しないほ うがよい。 しか し,現 実 には誰で もという訳 にはいかない。 当面 は公共図書館の

他,専 図協 大学を含む図書館 と し,利 用者管理のためIDと パ ス ワー ドを設定 した。

ア クセ スを許可 した図書館 に何処 までの検索を許すか,若 干 の問題があ る。 プロ トタイプの

段階で は問題 はないが,協 力頂 いた各館にはそれぞれ事情があ り,プ ライバ シー絡みで所在情

報 の公表を懸念す る図書館 もあ った。

今後 本格 的なデ ータベ ースに成長す る過程でプ ロテ ク トを掛け るフィール ドも出るに違い

ない。将来を想定 してIDに ランクを設 け,ア クセス可能 なフィール ドをランク付 け した。

ア クセスは無手順の通信 プロ トコルを採用 した。手順 を設 けることは不慣れな図書館職員が

端末 を操作す る際 に好都合 なことが多 い半面,使 用す る端末や通信 ソフ トを選ぶ必要が生 じる。

可能 な限 り簡単 な操作で接続を可能 にす るためには無手順が最善 と考えた。通信 に伴 うエ ラ

ーは この種のデータベ ースで は左程問題 にな らない
。通信回線 も現状の電話回線 は非常 に品位

がよい。 ど うして も必要 な場合に備 えモデムのMNP制 御 を採用 した。

検索 は,コ マ ン ド方式 を採用 した。 プルダ ウンメニ ュー方式 は不慣れな段階ではメ リッ トが

多 いが,慣 れて くると煩雑で時間がかかる。 この種の機 器の操作 は2～3時 間 もあれば十分 に

習熟可能であ る。 プルダ ウンメニ ュー方式を採用 して,検 索 に多 くの時間を費やす のは得策で
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ない。

シソーラス方式 は多 くの労力を必要 とす る。加えて個人差が生 じて 同一人物で もその 日の気

分次第で プ レが生 じる。今回 は品詞 を解析 して,名 詞 をキ ーワー ドとす る自動抽 出方式 と した。

この方式 は,個 々の レコー ドのデータ量 さえ豊富な ら十二分 に満足 で きるキー ワー ドを抽出

で きる。現状 のデータは書名や副書名,叢 書名,副 業書名,著 者名,発 行者,価 格 などに限 ら

れ,や やデータ量が不足す るきらいが ある。

これを補 うためには目次程度 は入 力す る必要 があるが,テ ス トの結果 目指す図書 に到達す る

とい う点で は今回の方式で必要 に して十分であ った。 ただ,な かには書名が必ず しも内容 を十

分 に反映 していない図書 もあった。

書誌検索の最大の 目的 は文献 に何 が書 かれているか,そ の内容の検索である。完壁を期す な

ら,そ の文献全部を入 力す る必要があ る。 こうな ると電子 出版 その ものであ り,現 にその試み

もあ るが,現 実的でない。

当面 の解決方式 と して,書 名が必 ず しも書名を反映 していない文献にっいて は補助語 を入 力

す るか,注 記を増やす こと とした。補助語は自動抽 出でキー ワー ドと して切 り出せない言葉 を

手 作業 で入力す るもので,確 度の高い処理方法である。反面,労 力がかか るのは致 し方 ない こ

とであ る。

この種 のデー タベ ースではメ ンテナ ンスは欠かせない。ア ンケー ト調査 によ ると,各 館の郷

土 資料 はおおむね2～3万 件で ある。年 々新 たに収集す る郷土 資料 は多 くて も数百件単位であ

る。

当面 の既存資料 をどう入 力す るかの問題 はあるが,メ ンテナ ンスは困難で はない。 ただ,既

存 のデータに しろ,新 たなデータに しろ,図 書館側 は入力のためのデータを作 らなければな ら

ない。現状の図書館業務 をみると新 たな業務の発生 は極力避 けなければ な らない。加えて人権

問題な ど配慮の必要な作業 も少な くない。

種々の事情を勘案 した結果,当 面 は図書館側で既 に完成 してい る冊子体の郷土 資料 目録 を対

象 と して作業を進 める。 図書館側の事情で これ も困難 な場合,専 図協の データだけを入 力,プ

ロ トタイプのデータベース として稼働 させ ることと した。

貸出 ・返却な どを含めた処理機能を プロ トタイプのデータベースに もたせ るの は容易である。

ただ,貸 出 ・返却 などの図書館の基本業務 にまで立ち入 るの は事業の性格上,適 切 でない。 こ

のプ ロ トタイプでは,当 面,書 誌 に係わ る レファレンス機能だ けで満足す ることと した。

書誌 データベースに期 待 され る機能 は,「 何時で も,何 処か らで も,誰 で も」検索で きるこ

とであ る。 このためには通信機能 をど うもたせるかが大切で ある。 また,検 索 コマ ン ドを入力
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してか ら画面 に表示 され るまでの時間 ・レスポ ンスは数秒以 内で なければ な らない。人間がデ

ィスプ レイの前で待 ちうる時 間は,せ いぜ い5秒 までであ る。今回の システムは,こ う した機

能 を前提 に した。

通信 は現状 では電話回線 によるほかない。参加 した図書館は県立9館(政 令市の広島を含む),

専図協 と大学 図書館 を含めて も16館 であるので,同 時ア クセスは多 くて も3～4回 線 と推定 し

た。 したが って回線 は,当 面6回 線を用意す ることと した。

また,瀬 戸内圏は西の福岡か ら東の徳 島まで約500キ ロに達す る。中間 に当た る広 島か ら起

算 して も300キ ロを超す。利用者の電話料負担を軽減す る意味で もVANかDDXに よるのが

望 ま しいが,各 図書館の システム事情 などか らも簡単な通常の電話回線 によ った。

先に触 れた とお り,レ スポ ンスは極 めて重要である。 デー タベース創設 当初,弊 社 は レスポ

ンスに泣か された苦 い経験 を もっ。 レスポ ンスは諸機能のなかで も最優先 され るべ き機能 であ

る。そ こで機種 の選定 に当た って は,MIPS値 で10前 後の機 器を対象 と した。搭載す るソフ

トウェアに もよ るが,こ の程度の機種 な ら数秒の レスポ ンスを満足 させ得 ると判断 した。

経 費 と効果 を考 えるとダ ウンサ イジングは避けて通れな い。 ことに最近のUNIX系 の コン

ピュー タは進歩が 目覚 ま しい。

利用可能 な ソフ トウェア も次第 に整備 されている。投下可能 な費用 に も限度がある。 こう し

た点を配慮 した結果,UNIX系 の ワークステー ションを採用 した。

ソフ トウェア選定 に当た って機器の基本 システム ・OSの 占める比重 は大 きい。特 にUNI

Xの 場合,カ リフ ォルニア大学バー ク レー校 とAT&Tの ベル研究所を源 とす る二つの流れが

あ り,そ の統合 を巡 って メーカ各社の合縦連衡がある。

今回 は,こ う したOSを 巡 る事情やOSの 優劣は一切無視 した。要 は求 めるソフ トウェアが

搭載で きるか否 かだけであ る。表19-1に 検討 した ソフ トウェアの一覧 を示す。

ソ フ ト名

dBASEIVUNIX

informix

ORACLE

SYBASE

INGRES

ALLBASE/SQL

イ ン タ ー ベ ー ス

Empress

ADABAS(UNIX)

dmss

Future/HapPiness

表19-1

開 発 会 社

Ashton-Tate

InformixSoftware

Oraclc

Sybase

ASKCompanies

Hewlett-Packard

InterbaseSoftware

EmpressSoftware

SoftwareAG

電 通

平 和 情 報 セ ン タ ー

選定の対象 としたデータベ ース管理 システム

肌
○
○
○
○
○
○
○
○
○

×
×

S ユーザ数
128
1000
無制限
無制限
無制限
無制限
無制限
無制限
無制限
無制限
無制限

量
d

夕

㏄
限
限
限
限
限
限
限
限
限
限

一
億
制
制
制
制
制
制
制
制
制
制

一ア
ω
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無

稼 働 機 種

未 定

SPARCシ リーズ(SunOS)

SPARCシ リーズ(SunOS)

SPARCシ リーズ(SunOS)

SPARCシ リーズ(SunOS)

HPApollo9000シ リーズ

SPARCstation(sun)

SPARCシ リーズ(SunOS)

SPARCシ リーズ(SunOS)

SPARCシ リーズ(SunOS)

NEWS(NEWS-OS)
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レスポ ンスの確保 は最重点であ る。 レスポ ンスは機器の性能 よ りソフ トウェアに負 うところ

が大 きい。 また,構 築 とメ ンテナ ンスの合理化のためにはキーワー ドの 自動抽 出が欠かせない。

その他 の点 において は比較検討 した ソフ トウェアの どれ もが一応の水準を満 た して いた。

検討 した ソフ トウェア は,い ずれ も満足すべ き機能を もっていた。文献データベースは既 に

成熟の域に達 してい る。 したが って各 ソフ トウェア とも特記す るよ うな ところは見当た らなか

った。各社 にそれぞれ工夫のあ とがみ られ,個 性を出そ うと努力 して いたが,ど れ も大同小異

であ る。ベ ンチマー クテス トで も実施すれば差が 出たのか もしれないが,通 常 の使用状態で見

る限 り差はな く,「 これに限る」 とい った決定 的な ソフ トはなか った。

対象 とした ソフ トウェアの中で,キ ー ワー ドを切 り出す機能を備 えてい るものが数種あ った。

しか し,文 字列を品詞 に分解 して,分 かち書 きし,更 に不要語辞書を参照 して不要語 を削除す

る機能を もったソフ トウェアはFUTURE/HAPPINESSだ けで あった。

その他の機能 には,SQLや マルチ メディアに対応 した ものな ど数 々の特徴を備えた ものが

少な くなか った。 しか し,作 業量軽減のためのキー ワー ドの 自動抽出は必要欠 くべか らざる機

能であ り,他 のすべてに優先 した。

ソフ トウェアがFUTURE/HAPPINESSに 決定,こ の ソフ トウェアを搭載で きる

機種 を選定す ることと した。最終 的な決定まで には,機 器の操作性,接 続端末 との親和性 など

なお若干の検討が必要であ る。

10.6国 立 国 会 図 書 館 の 役 割

国立 国会図書館 はわが国唯一の納本 図書館であ り,法 律 によって定め られ た納本制度 によ り,

国内刊行の 出版物(図 書,新 聞,雑 誌,地 図,レ コー ド,マ イクロフ ィルムなど)を 網羅的 に

収集 している。

納本 は国や地方公共団体の 出版物 と民間の出版物 に大別 され,前 者 は数部 を,後 者 は1部 を

納入す ることを定 め られてい る。 この うち,図 書及び新聞,雑 誌 な どの逐次刊行物 の過去5年

間における納本実績 は,表19-2の とお りで ある。
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表19-2

年

1986

1987

1988

1989

1990

累計

Japan-MARCの 収録件数 と累計(単 位

M(図 書)

61193

58666

61518

62345

60433

809027注2

件)

S(逐 次刊 行 物)

48021注1

12348

5940

5318

5255

80253

注1:昭 和61年 か ら逐次刊行物の入力開始
注2:図 書の部は昭和52年か ら入力開始

なお,地 図,レ コー ド,マ イクロフィルムなどの非図書資料 は多種多様で あ り,こ こでは省

略す る。

国立国会 図書館 は,前 記の納 本制度 によって収集 した国内出版物 の目録を定期 的に刊行す る

ことを法律で定め られて い る。 これに基づいて,当 館は1948年(昭 和23年)の 開設以来,国 内

出版物の 目録を 「納本週 報」 「日本全国書誌」 と題 して毎週,編 さん刊行 して きたが,1981年

(昭和56年)か ら図書の部を磁気 テープに収録 した 「Japan-MARC(M)」 を,1988年(昭

和63年)か ら逐次刊行物の部を収録 した 「ジャパ ン ・マーク(S)」 を編集,刊 行 して きた。

また同年か ら,rJapan-MARC(M)」 のCD-ROM版 であ るrJ-BISCjの 頒布を

も開始 した。

なお,図 書の書誌情報 は,過 去に遡 って順次入力す る計画 を進めてお り,既 に1976年(昭 和

51年)か ら1969年(昭 和44年)ま での約20万 件の遡及入力 は完了 し,rJapan-MARC(遡 及

分)」 として頒布 してい る。

同館 は,大 量の資料 を効率的 に処理す るために,図 書 によ りその重 要性 や用途に よって整理

の程度 を詳細 にす るか,簡 略にす るかを定 める基準(整 理 区分)を 設 けてい る。

この整理 区分 はA,B,C,D,Eの5段 階の基準を設 け,A整 理 は一般図書,B整 理 は,

コ ミックや風俗本など,C整 理 は児童書,D整 理 は,学 習参考書,就 職試験案内な ど,E整 理

は,長 期保存の必要が認 め られない簡 易な資料を対象 と して いる。

Japan-MARCは,E整 理図書を除 くすべての図書 を収録 して いる。 また,Japan-MARC

(S)は,当 館 が収集す る国内刊行の逐次刊行物を例外 な く収録 して いる。

現在,当 館では21世 紀 にお ける国立国会図書館の ビジ ョンを実現す るために,ニ ューテ クノ

ロジーを駆使 し,大 容量 の書庫を備 え,現 東京本館 と機能的 に一体 とな った国立国会図書館関

西館(仮 称)を,関 西文化学術研究都市 に設立す る構想を策定 し,そ の実現をあざ してい る。

関西館(仮 称)は 「情報図書館 」と して,あ らゆ る分野の文献 とそれ に関す る情報を,利 用

者が どこにいて も,い つで も,ネ ッ トワー クを通 じて迅速 に提 供す ることを 目的 と してお り,
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主なサービスと機能は次のとおりである。

① 複写,図 書館間貸出などによる文献の提供

② 全文データベースによる電子文献の提供

③ 全国 ・国際ネットワークによる書誌情報 ・立法情報の提供

④ データベースの利用中継サービス

⑤ ニューメディアによる来館利用サービス

⑥ 日本情報の提供

⑦ アジア太平洋文献情報セ ンター

⑧ 図書館情報ネットワーク

この他,共 同保存利用プロジェク トや保存修復センター,図 書館情報学の研究開発支援と図

書館人に対する国際的な研修 ・交流 も主要業務である。
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11記 事 デ ー タベ ー ス ア ク セ ス 用

パ イ ロ ッ トシ ス テ ム構 築

株式会社 河 北 新 報 社





11.記 事 デ ー タ ベ ー ス ア ク セ ス 用

パ イ ロ ッ ト シ ス テ ム 構 築

11.1概 要

11.1.1目 白勺

多様な可能性を秘めた情報化の波が,今 地方 で沸 き起 ころ うとしている。

東北振興 を掲げ 地方の情報化の進展を図 る具体的方策 の一つ と して,地 域内で 自らが デ

ータベースを構築 し,同 時にまた,そ の情報を社会へ発信 して い く仕組みを作 って いること

が挙げ られ る。

そ こで本事業 は,河 北新報社(当 社)が 独 自に構築 したデータベースシステムにつ いて,

地域 内パ ソコ ンネ ッ トワー クを通 じ外部のユーザが利用で きるよう,デ ータベース利用 シス

テムを構築す ることを 目指 し,そ の実現を図 り易 くす るためのパイ ロッ トシステムを完成 さ

せ ることを 目的 としている。具体的には,記 事データベ ースと地域 内パ ソコンネ ッ トワー ク

とい う異な るシステム接続の課題を解決 し,通 信制御装置 と標準 ソフ トの搭載、更 にア プ リ

ケー ションソフ トの開発を図 った ものである。

11.1.2実 施内容

① 河北新報社記事デー タベ ースシステムの特徴の整理

② パイロ ッ トシステム構築 に伴 う技術的問題の検討

③ パイロ ッ トシステムの発展性の検討

④ パイロ ッ トシステムの構築

11.2パ イ ロ ッ ト シ ス テ ム 構 築 の 背 景

11.2.1東 北振興 とデータベース

東北 には社会へ 向けて発信す る情報が,本 当に少 ないのだろ うか。東北発信 の情報で,全

国,全 世界か ら需要 のあ る情報 はないのだろ うか。答 えは 「否」である。 なぜ な ら,東 北 に

は世界的 に注 目され る研究機関が多数存在 してい る。例え ば,東 北大学におけ る電気通信,

金属材料,脳 外科 を始 め鉱 山,雪 の分野な どい くらで も需要のあ る情報があ るはずで ある。

しか し,残 念な こ とに今 まで これ らの情報 は,バ ラバ ラに しか も小 出 しに発信 され る こと
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はあって も,東 北が一体 とな って発信 し,そ の情報を活用 してい くとい う体 制が作 られてい

なか った。

今 こそ,こ こに東北が一体 とな って情報の新 しい流通 の仕組みを作 って い く必要があ る。

その試みの第一歩が,地 域データベ ースの構築で あ り,そ れ を活用 しての情報の発信であ る。

地域 データベースを通 して東北 の情報が全国,全 世界へ と発信 され ることによって,東 北の

存在が多面的に認識 され,そ の結果 と して東北の振興が図 られて い く。

11.2.2新 聞業界のデータベースの取 り組み状況

編集支援用の記事デー タベ ースは,東 京大手紙のみな らず,大 手 の地方新聞社 も何 らかの

対応を している。

しか しなが ら商用化への取 り組み は,朝 日,毎 日,読 売,日 経等の東京大手紙を除 けば,

まだまだ不十分 といわ ざるをえない。

11.2.3新 聞記事データベースへの要望

1991年(平 成3年)7月 に当社が仙台市 内の企業,自 治体を対象 に当社が構築すべ き新 聞

記事データベ ースにっいて聞 き取 り調査を実施 した結果,デ ー タベースへのニーズ と期待 は

か な り高い ものがあった。

そ して,欲 しい情報,機 能 として は,東 北6県 の地域ニ ュース,卦 報,速 報サー ビスなど

前 向きな意見が 出されて いる。

11.2.4東 北地方 のデータベ ースサー ビスの現況

東北地方において,デ ータベースのデ ィス トリビュー タと して は,「 コ ミネ ッ ト仙台」 と

各県 の 「中小企業情報 セ ンター」が 挙げ られ る。

パイ ロッ トシステムを接続す るネ ッ トワー クと して は,多 方面 に会員 を有 している 「コ ミ

ネ ッ ト仙 台」が望ま しい と思 われ る。

11.2.5「 コ ミネ ッ ト仙 台 」 の現 状

「コ ミネ ッ ト仙 台」 は,1986年(昭 和61年)12月,日 本 初 の第 三 セ クター に よ るパ ソ コ ン

ネ ッ トワー ク と して設 立 され た。

サ ー ビス は,24時 間運 用 で,ア クセ ス ポイ ン トは全 国 に125ヵ 所,月 間の ア クセ ス回 数 と

そ の時 間 は,平 均 して約1LOOO回,1回 約3分 とな って い る。 デ ー タベ ー ス につ いて1988年
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(昭和63年)の サ ー ビス開始時 には,6種 類のデータベースを提供す るにす ぎなか ったが,

現在で は約4倍 の種類 に増 え,利 用回数 もサー ビス開始当初の6倍,月 間利用 回数で1,300

件を数え るところまで成長 している。

11.2.6デ ータベース利用 システム実現 に伴 う効果

地 方か ら発信 され る情報 についてその扱い方 は,全 国ネ ッ トとローカルネ ッ トとで は当然

異な って くる。地方の情報 は,地 方の手 によ って発信 されなければ,地 方の実情 は伝わ らな

いといえ よう。 その意味で,こ のパ イロ ッ トシステムが第一歩 とな り,本 システムが構築 さ

れ,そ してデータベ ース利用 システムが実現 されることになれ ば,地 方の情報 の全国への発

信が積極 的に行われ ることにな り,東 北 の情報化及び活性化 を促進す る効果を もた らす。

同時に,利 用者の情報に対す る取組姿勢が積極的な ものに変化 し,次 のデータベ ースへの

ニーズを生 み出す効果 も期待で きよう。

11.3新 聞 製 作 シ ス テ ム と デ ー タ ベ ー ス

11.3.1新 聞の製作 フローとCTS

新 聞 は,記 者 による取材か ら始 まって新聞 と して製作,印 刷,配 達 されて読者の手 に渡 る。

この新 聞製作 のプロセスを更 に詳 しくしてみ ると,入 力 システム,校 正 システム,組 版 シス

テム,版 下 出力 システム,製 版 システム及 び印刷,発 送 システム とい った システム校正 の流

れをた どって作業が進 め られて いる。(図11-1)こ の うち版下 出力 システムまでをCTS

(ComputerTypesettingSystem)と 呼 んで いる。

11.3.2記 事 データベ ースシステム概要

① デー タの流れ とシステム構成

データ蓄積 に伴 う基本的作業 は,CTSか らのデータの 自動取 り込 みに始 まり,記 事 の

電子 的切 り抜 き,記 事 デー タと記事 イメージの蓄積,不 要 な コマ ン ドの除去,辞 書 の整備,

そ してデータ項 目の追加であ る。

システム構成 と して,主 なハー ドウェアはホス トマシ ン(IBM9121/320),切 り抜

き端末,FAXサ ーバ ー及び検索端末。 ソフ トウェアと して は,基 本 ソフ ト,画 像処理 ソ

フ ト,デ ータベース処理 ソフ ト,そ の他 アプ リケーシ ョンソフ トがあ る。

CTSと 記事データベース システムの接続 は,図11-2の とお りで ある。
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② キー ワー ドと書誌情報項 目

キー ワー ドは,取 り込 まれた記事電文か ら自動的 に抽 出 される。排 出の処理 はキー ワー

ド抽出処理,ひ らがな抽 出処理,1文 字削除処理,及 び複合語処理 とい った流れを とって

い る。(図11-3)こ れ ら各処理 は,キ ーーーーワー ド抽 出辞 書,ひ らがな辞書,1文 字辞書 を

用いることによ り行われ る。

また,本 文 中に存在 しない項 目をキーワー ドと したい場合は,そ の項 目をデー タ項 目と

称 して入力 し,記 事 データに付加 して いる。

なお,そ のほかの辞書 と して,検 索時 に使用す る同義語辞書 を整備 して いる。

③ データベース構築作業

実際のデー タベ ースの構築作業 は,基 本的に記事 の切 り抜 き作業 と書誌情報の入力,そ

して,デ ータの蓄積な どであ り,こ れ らの作業の繰 り返 しとなる。(図11-4)そ の他,

関連 した作業 と して は,辞 書 のメ ンテナ ンスな どがあ る。

④ システムの特徴

当社のデー タベース システムの特徴 と して は,新 聞製作 システムか らのデー タの 自動取

り込み,電 子的切 り抜 き方式の採用,紙 面 のデータベース化の範囲の広 さ,記 事 イ メー ジ

をその ままFAXに 出力で きる等々が挙げ られ る。

11.4パ イ ロ ッ ト シ ス テ ム の 構 築

11.4.1記 事デ ータベースと 「コミネ ッ ト仙台」 との接続の課題

① 配信 システム構築の構想

一般のユーザが 当社の社外 か ら利用で きるようにす るため には,ま ずデータを外へ 出す

仕組み(配 信 システム)を 作 る必要がある。具体的には,当 社の システム とユーザの シス

テムをっないでオ ンライ ン利用す る方法 や,当 社か らデ ィス トリビュー タへ記事電 文を送

るとい った方 法がよ く知 られている。

② 「コ ミネ ッ ト仙台」の システム概要

「コ ミネ ッ ト仙台」の システムは富士通㈱ のA-60と 呼ばれるコンピュータを中心 に,

MSIA(MultiSerialInterfaseAdapter)6セ ッ トの ほか増設 メモ リ,デ ィスクな ど

で構成 されて いる。

③ 接続のための課題

両 システムを接続 しようとした場合,当 面解決を要す る技術的課題 と して,両 システム
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間の通信方式,通 信手順 の決定,通 信方式 ・手順に基づ いて ソフ トウェアを開発す るため

のツールの開発な どが考え られ る。

11.4.2パ イ ロッ トシステム

上記の よ うな接続 の基本的な課題 を短期間に一挙に解決す ることは困難であ る。 そ こで,

まず通信上の主要 な課題 を解決 して,パ イロッ トとなる システムを構築,そ の後早期 に本 シ

ステムを構築す ることとし,以 下 のよ うな システムを構築 した。

① 通信方式X.25

両社間の通信方式 を,CCITTのX.25と し,第1種 パ ケ ッ ト交換回線1回 線 を開設 し

た。

② 通信制御装 置の概要

採用 した通信制御装置 は,IBMの3745/170で,チ ャ ンネルアダプターを四つ もち,

最大112回 線 と接続で きる。設置 した システムは,19.2kb/sで16回 線 に対応可能の構

成 にな っている。

③ システムの接続 とネ ッ トワークソフ ト

両 システムの接続 は,当 社の コ ンピュー タIBM9121/320,通 信制御装 置3745/170,

DSU(DigitalServiceUnit),NTTの 回線DDX-P,DSU,「 コ ミネ ッ ト仙 台」

の コンピュータA-60と い った構成 になっている。(図11-5)そ して,こ の構成上 で基

本 ソフ トとアプ リケ ーシ ョンソフ トが動作 して いる。

④ パイ ロッ トシステ ムのテス トと確認

パ イ ロッ トシステ ムの構築 に伴い 「プロ トコル接続確認 テス ト」を実施 し,接 続の確認

を行 った。

11.5今 後 の 展 望

11.5.1本 システムの実 施へ向けて

パ イロ ッ トシステムの 目的は,本 システムの実現を容易 にす ることにあ り,早 急に本 シス

テムを構築 し,サ ー ビスを開始 してい くことが望 まれ る。

パ イロ ッ トシステム構築後,本 システムの実現へ向けて は,検 索 の コマ ン ド体系統一 の必

要性や 「コ ミネ ッ ト仙 台」のユーザへの ファクシ ミリサー ビスの提 供など幾つかの課題 の解

決が必要 とされて いる。
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11.5.2シ ステム発展 の展望

当面の 目標であ る本 システムが実現 し外部へ配信する仕組みがで きたと して,当 社のデー

タベ ースには,ア クセス可能 なネ ッ トワー クをどの ように拡大 してい くか,サ ー ビスの質及

び量を どの ように充実 させてい くか などとい う基本的な課題があ る。 これ らを今後 どの よ う

に考えてい くか,シ ステムの発展性 と大 き く係わ って くる。
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12.商 業 調 整 支 援 デ ー タ ベ ー ス の 構 築

12.1背 景 と 目 的

90年末,産 業構造審議会 ・中小企業政策審議会合同部会によって,大 規模小売店舗法(大 店

法)を 改正 し,実 質的な出店調整の権限を各地の商業活動調整審議会(商 調協)か ら大規模小

売店舗審議会(大 店審)へ 移行すべきであるという答申が行われ,91年5月8日 に改正大店法

が国会を通 って成立,92年 に施行 された。

この大店法の施行によって,こ れまで全国で二千数百あった地元小売業者などの利害関係者

で構成 され実質的な出店調整を行 ってきた商調協が廃止され,学 職経験者 らで構成される大店

審での集中審議に一本化 し,過 去出店まで数年間かかっていた出店調整期間が1年 以内に短縮

されることになった。審議短縮のスケジュールは,三 条届け出(建 築物設置者による届け出)

後の公示 と地元説明が4ヵ 月以内,五 条届け出(出 店者による届け出)後 の大店審が8ヵ 月以

内となっている。

大店審の部会数は,通 商産業省大店審が全国で16部会,地 方大店審も各部道府県に一つとい

うことで,こ れまでの商調協の数に比べると圧倒的に少なく,今 後新たに増やされる見込みで

ある。同時に,こ れまで商調協が行ってきた消費者や小売業者か らの意見聴取機能を補うため

の商業問題協議会(商 問協)が 新設される見込みである。

以上が改正大店法の審議短縮に関する要点であるが,こ の他に改正大店法では①種別境界線

をこれまでの2倍 とす る②審議会委員,審 議内容を公開する③地方 自治体による独 自の上乗せ

を抑制する④出店調整が不要 となる輸入品売り場の特例をこれまでの100㎡ から1,000㎡ に拡大

す るといった事項が改正となっている。

このようにして,商 業調整機能の集約化と調整期間の短縮化,調 整基準の客観化等がなされ

たが,大 店法改正前90年5月 の大店法の出店規制緩和によって大型店が相次いで出店表明を し

ていることもあって商業調整の効率化は避けて通れない時期にきている。

こうした状況下にあってまず必要とされるのは,精 度の高い情報の整備であり,特 に小地域

レベルを含あた利用度の高いデータベースが求められる。

審議の紛糾を避け,1年 以内に問題解決を図るためには 「商業調整支援データベース」の存

在は大きな意味をもっ ことは明 らかである。
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12.2商 業 調 整 用 デ ー タ ベ ー ス の 内 容

多角度 な視点 か らの審査 に も対応で きる 「商業調整用 データベース」の構築を行 った。なお,

データベ ースの利用及 び普及 には,当 社 開発の 「エ リアダイナ ミックシステム」での提供及び

「電話 自動応答による情報検索,FAXサ ー ビス」によ り行 うことと した。

データベ ースの構成 として は,指 標 データベース(審 査指標)と これ ら情報を地理空 間上 に

表現 で きる座標データベースとで構成 し,審 査の 目的によ って多角度 な情報検索が可能 なよ う

に,マ クロ(都 道府県,広 域圏,市 町村等)か らミクロ(町 丁別)に 至 るデータベースを構築

した。

① 商業環境関連指標

都 広 市 町
道 域 区
府 圏 町 摘 要
県 村 丁

・情報源及び収録年次

人 口 ・世帯数 ○ ○ ○ ○ 住民基本台帳 商業統計年次及び最

人口密度 ○ ○ ○ ○ 新年次収録

人口伸び率 ○ ○ ○ ○ 国政調査'80年,85年

DID地 区人口比率 ○ ○ ○ ○ 事業所統計'81年,86年

第1次 産業就業比率 ○ ○ ○ ○ その他 最新年次及び2～3

第2次 産業就業比率 ○ ○ ○ ○ 年次分収録。

第3次 産業就業比率 ○ ○ ○ ○

20歳代人口比率 ○ ○ ○ ○ 広域圏DB

30歳代人口比率 ○ ○ ○ ○ ・当該市区町村を中心 とした

40歳代人口比率 ○ ○ ○ ○ 周 囲10km圏 及び20km圏 内に含 まれ る

50歳代人口比率 ○ ○ ○ ○ 市 区町村の集計データ。

60歳以上人口比率 ○ ○ ○ ○

小 ・中 ・高校生徒数 ○ ○ ○ ・隣接市区町村のデータ検索が可能な

短大 ・大学生数 ○ ○ ○ ように隣接市区町村の対応データを

通勤 ・通学流入比率 ○ ○ ○ 作成。

通勤 ・通学流出比率 ○ ○ ○

昼間人口 ○ ○ ○ ○ 町ＴDB
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都 広 市 町
道 域 区
府 圏 町 摘 要
県 村 丁

昼夜間人口比 ○ ○ ○ ○ ・首 都50km圏 ,大 阪40km圏 等 に っ いて

事業所総数 ○ ○ ○ ○ 整備

30人以上事業所比率 ○ ○ ○ ○

農家数比率 ○ ○ ○

所得格差指数 ○ ○

家計消費支出(項 目別) ○

商業地地価(最 高) ○ ○ ○ 〔収録指標数〕(単 年度換算)

住宅地地価(最 高) ○ ○ ○ ・都道府県DB約100指 標

金融中心地性 ○ ・広域 圏 ・市町村DB約30指 標

行政中心地性 ○ ・町ＴDB約20指 標

●

工業中心地性 ○

卸 中心地性 ○ (注)「 金融中心地性」は町村部は欠

人口当たり自家用車登録台数 ○ ○ 測 。

求人倍率 ○ ○

大型店規制条例の有無 ○ ○

② 商業構造 ・成果関連指標

都 広 市 町
道 域 区
府 圏 町 摘 要
県 村 丁

・情報源及び収録年次

・小売業計及び中分類(6分 類)
都道府県,広 域圏,市 町村 について

別 ○ ○ ○ ○ は商業統計調査結果を使用。

商店数 ○ ○ ○ ○ 昭和54年 ～63年 次分を収録。

売場面積 ○ ○ ○ 以後商業統計年次に更新

従業者数 ○ ○ ○ ○ ・町丁別については未発表の都市は

年間販売額 商業統 計 メッシュデータを使 い,
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都 広 市 町
道 域 区
府 圏 町 摘 要
県 村 丁

○ ○ ○ 町丁別に推計。(小 売業計のみ)

・商業人 口 ○ ○ ○ 昭和60年,63年2年 次分を収録。

小売中心地性

・小売業支持行政人口 ○ ○ ○

小売業支持商業人口 ○ ○

・人 口当た り商店数 ○ ○ ○ ○ 小売業計及び中分類別を収録。

〃 売場面積 ○ ○ ○ ○ 〃

"年 間販売額 ○ ○ ○ ○ ノノ

(ただ し,町 丁別は小売業計のみ)

・商店数1店 当たり売場面積 ○ ○ ○ ○ 小売業計及び中分類別を収録。

〃 従業者数 ○ ○ ○ ノノ

"年 間販売額 ○ ○ ○ ○ ノノ

(ただ し,町 丁別は小売業計のみ)

・売場面積当た り従業者数 ○ ○ ○ 小売業計及び中分類別を収録。

〃 年間販売額 ○ ○ ○ ○ 〃

(ただ し,町 丁別は小売業計のみ)

・従業者1人 当たり売場面積 ○ ○ ○ 小売業計及び中分類別を収録。

"年 間販売額 ○ ○ ○ ノノ

・業種別売場面積 シェア ○ ○ ○ 中分類別を収録。

・業種別年間販売額 シェア ○ ○ ○ 〃

・商業統計調査 「業態別統計編」

・業態別店舗数 ○ (昭 和60・63年)を 使用 。

〃 従業者数 ○ 大型百貨店,そ の他の百貨店,大 型総
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都 広 市 町
道 域 区
府 圏 町 摘 要
県 村 丁

・業態別売場面積 ○ 合 スーパー,そ の 他 の 総 合 スーパー,衣 料 品 スー

ノノ 年 間販売額 ○ パー,食 料 品 スーパー,住 関 連 スーパー,コ ンビニエン

スストア,そ の 他 の スーパー,専 門 店,そ の 他

の小売店等別を収録。

・業態別売場面積 シェア ○ 上記業態別売場面積 シェア。

・業態別年間販売額シェア ○ 上記業態別年間販売額シェア。

・業態別売場面積当たり販売額 上記業態別を収録。

〃1店 当た り販売額 ○

〃従業員1人 当たり販売額 ○

〔収録指標数〕(単 年度換算)

・都道府県DB約150指 標

・広域圏,市 町村DB約100指 標

・町ＴDBl1指 標

③ 大型店関連指標

部 広 市 町
道 域 区
府 圏 町 摘 要
県 村 丁

・情報源及び収録年次

商業統計,及 び大規模小売店要覧

(通産省)を 使用。

昭和57年 ～63年 の3年 次分を収録。

町丁別は最近年次を収録。
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都 広 市 町
道 域 区
府 圏 町 摘 要
県 村 丁

・大規模店店舗数 ○ ○ ○ ○ 第1種,2種 店別及び大規模店計

〃 売場面積 ○ ○ ○ ○ ノノ

"年 間販売額 ○

・対小売業売場面積 シェア ○ ○ ○ 第1種,2種 店別及び大規模店計

・大規模店売面支持行政人口 ○ ○ ○ 第1種,2種 店別及び大規模店計

〃 商業人 口 ○ ○ ノノ

・大規模店売場面積増加率 ○ ○ ○ ノノ

・以下の情報源は商業統計 「大規模小

売店舗統計編(昭 和60・63年)使 用

・大規模店売場面積規模別 〔売場面積規模別〕

〃 店舗数 ○ 500㎡ 未満,500～1000㎡ 未 満

〃 従業者数 ○ 1000～1500㎡ 未 満,1500～3000㎡ 未 満

〃 売場面積 ○ 3000～5000㎡ 未 満,5000～1万 ㎡未 満

"年 間販売額 ○ 1万 ～2万 ㎡未満,2万 ㎡以上

・大規模店売場面積規模別

〃1人 当た り販売額 ○ 同 上

〃従業員1人 当たり販売額 ○

〃売場面積当たり販売額 ○

・大規模店 内核店舗 テナント別

〃 店舗数 ○

〃 従業者数 ○

〃 売場面積 ○

"年 間販売額 ○
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都 広 市 町
道 域 区
府 圏 町 摘 要
県 村 丁

・大規模店年間販売額規模別 〔年間販売額規模別〕

〃 店舗数 ○ 1千 万～5千 万未満,5千 万～1億

〃 従業者数 ○ 1億 ～5億,5億 ～10億,

〃 売場面積 ○ 10億 ～20億,20億 ～50億,

"年 間販売額 ○ 50億 ～100億,100億 ～500億

500億 ～1千 億,1千 億以上

・大規模店年間販売額規模別

〃1店 当た り販売額 ○ 同 上

〃従業員1人 当たり販売額 ○

〃売場面積当たり販売額 ○

〔収録指標数〕(単 年度換算)

・都道府県DB約150指 標

・広域 圏,市 町村DB約18指 標

・町ＴDB約6指 標

④ 大規模店情報

既存及び三条申請の第1種 大規模店について下記情報を収録 し,立 地都市の商業環境,

商業構造の多角度な分析を通 して地域小売商業の存立条件の検討を常時可能 とする条件整

備を行 った。

・情報源:大 規模小売店舗要覧(通 産省)

・情報項 目
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店舗属性 店舗特性 市場環境特性

店舗名称 地域一番店 ダ ミー 当該店舗立地都市に

所在地 ・住所 コー ド 地域一番店に対する ついての

公示日 売面比率 人口

業態 各種商品に対する 人口密度

店舗面積 売面比率 昼間人口

小売業者数 昼夜間人口比

特定大型小売業者名 立地特性 第3次 産業就業者比

"閉 店時刻 (駅 前,商 店街 所得格差

〃 休業 日数 住宅地,郊 外等) 求人倍率

小売年間販売額

各種商品販売額

商業人口

小売中心地性

小売業支持行政人口

〃 商業人 口

小売業売場効率

〃 労働生産性

第1種 店舗面積

〃 占有率

〃 支持人 口

・上記情報にっいて推移のとれる項目については伸び率の項目を追加。

・収録店舗数 約4 ,000店 舗。

12.3デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム

構築 したデータベ ースの活用 には当社開発の 「エ リアダイナ ミックシステム」及 び 「電話 自

動応答 による情報検索,FAXサ ー ビス」を利用す ることと した。
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12.3.1エ リアダイナ ミックシステム

この システムはパ ソコ ンによるスタ ン ドアロ ン型の システムで,指 標データベース と座標

(地 図)デ ータベー スが有機 的に連動 し,そ れぞれの情報処理 目的 に対応 して図12-1の マ

クロか らミクロに至 る任意の地域 レベルの情報の検索 ・加工 ・集計 ・編集を行 い,リ ス ト,

マ ップ,グ ラフ等 に出力す るシステムであ る。

出力事例を具体的 に示す と図12-2,図12-3,図12-4,図12-5の 各種 フ ォーマ ッ ト

が挙 げ られ る。

また,オ プション機能 と して 「出店影響 シミュレー シ ョンシステム」 「類似都市間の社会

経済構造 比較分析」等の機能 も備えてお り,地 域小売 商業構造の分析 に必要 な資料 はこの シ

ステムですべて揃え ることがで きる。

/
/

＼

府ぺ

広蠣 ＼

市区町村 ＼

町 丁 ＼

/ 大規模小売店舗情報 ＼

図12-1情 報の検索 ・加工 ・集計編集 のための地 域 レベル

福岡県 全壊

顧客流出入比率

S63年

図12-2マ ップ 出 力例
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人 口 人口年 中' 商 業 小売 業 小売藁売 小 売 業

均伸び輻 人 口 商 店敷 場 面 積 年 間

販 売 額

(63) (63/60) (63) (63) (63) (63)

(人) (%) (人) (店) (㎡) (百万円)

北九州市 LO35.053 △0.4 1.1田.361 15.1旬 994,819 811228

門 司 区 132.m6 △1.1 99,816 LB80 86.3i泥 72,082

若 松 区 9L274 △0」 72,302 1,301 65,824 52,213

戸 畑 区 72,旬9 △1.7 63,715 1,255 55,576 46,012

小倉北区 204,743 △1.0 釦6.α 〕5 4085 田0.782 η9.4田

小倉南区 1田.946 0.6 1訂.845 L674 132,170 99,544

八幡東 区 製.470 △L2 69,376 L747 66,313 50,100

八幡西 区 249.5肪 0.2 293.3η 3,257 宏〕7,762 21L856

福 岡 市 L157.111 L3 1.613.OiB 14.5〔遇 1,105,147 1.1〔這.885

東 区 220,261 2.3 162,005 2,0θ0 ML720 116.旬1

博 多 区 159,968 0.2 385,188 3,233 Z〕2.田G 刀8.161

中 央 区 1ま).200 0.7 582,860 3.4訂 3m.165 420,909

南 区

西 区

〆
220.田6

/
/μ'ぺ 2.㎜

＼霊

136,848

82,528

119,880

図12-3リ ス ト出 力例

40100北 九 州di

年 単 符 『 当該 市町 村 の 類 似 都 市 類 似 都 市 類 似 都 市

指 標 名
号

判
全 体 の

中 位 数

以 上 の

中 位 数

以 下 の

次 位 定 水 準 値 平 均 値 平 均 値 平 均 値

人 口 63 人 一 ユ035053.O 1555381.O 1929893.0 1087241.O

商 人 口 60 人 一 1049092.O 1513444.O ユ87733ユ.0 1058585.O

人 口 増 加 率 63 % 一 一 一〇.4 O.8 1.5 0.O

業 人 口 密 度 60 人/柵 一 2198.O 3870.5 5483.4 1854.4

昼 夜 閲 人 口 比 60 百 倍 = ユ04.9 ユ03.8 109.3 97.1

頂 第2次 産業就業者 シェア 60 % 十 31.6 29.8 34.0 24.5

第3次 産業就業 者 シェア 60 % 一 66.6 68.5 72.0 64.ユ

境 産業就業者比率 60 % 一
2ユ0.7 244.9 291.2 187.O

人口千人当り事業所数 61 所 = 58.3 57.6 66.O 47.2

商 小 売 業 商 店 数 63 店 一 15199.O 17818.7 22468.0 12007.O

案 小 売 業 売 場 面 積 63 m・ 一 944819.O ユ264644.O 1561970.0 892986.O
構
造

小売案年間販売額 63 百万円 一 一 811228.O 14ユ81ユ1.O 1816059.O 920677.2

小 売 業 従 業 者 数 63 人 一 61179.O 83062.4 102285.2 59034.O

商 業 人 口 6 一 一 1123361.O 1849524.O 2326ユ76.0 1253710.

商 顧客流出入比率 108.5 119.1 130.6

案
'」 ユ.1 ユ.2 1

1.2 1.5
_o

図12-4類 似都市比較表出力例

12.3.2電 話 自動応答 による情報検索,FAXサ ー ビスシステム

この システムは電話(情 報 コー ド入 力)に よ ってデー タベースにア クセスす ることがで き,

目的別 に編集 された情報 をFAXに より即サー ビスが受け られ るシステムで ある。

ユーザ は端末 と して のパ ソコンは不要で,電 話 とFAXさ えあればサー ビスが受 け られ る

ユ ーザサイ ドにた った手軽な システ ムであ る。

あ らゆ る地域の社会経済構造 の分析や商業構造の分析 に使用す る各種 データを 目的別 メニ

ューを設定 して予 め編集 し,電 子 フ ァイ リングシステムに登録 してお くことによって,非 常

に便利 なシステム として多用途に使 われる。
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出店案件周囲】Km田 町丁別情耗]
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図12-5周 囲Nkm圏 出力例

12.4予 想 さ れ る 効 果

商業調整の支援を目的としたデータベースの整備によって以下のような効果が期待できる。

① 地域社会経済構造,地 域商業構造把握のための客観的判断資料が随時かっ迅速に得 られ

ることによって大規模小売店舗出店の際の商業調整期間の短縮化に貢献できる。

② マ クロ(都 道府県別,広 域圏別,市 区町村別)か らミクロ(町 丁別)に 至るデータベー

スを全国 レベルで整備することによって,さ まざまな特性をもっ地域への大量の大規模小

売店舗出店案件を評価 ・審査することができる。

③ 審査項目別(目 的別)に データベースを編集することにより,デ ータ提供の際には,審

査目的に合ったデータベースを即時に提供することができ,調 整機関の調査 ・審査能力を

補完する効果が期待できる。

④ 構築 したデータベースを第3章 に紹介 したエリアダイナ ミックシステムに搭載すること

によって,類 似都市グループや広域市区町村圏での水準比較分析を始めとするデータの集

計 ・分析の簡便化を図ることができる。
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⑤ 更に 「座標 データベース」を合 わせて構築 し,こ れをパ ソコン上で 「指標デ ータベース」

と有機 的に連動 させ ることによ って,周 囲nkm内,路 線の沿線圏内,町 丁 を任意 に括 った

エ リア内な どさまざまな地域範囲でデータを集計 ・解析す ることが可能 とな り,大 規模小

売店舗の出店 による影響度予測 シ ミュレーシ ョンとい った商業調整 に必要 な審査指標の作

成が簡便 化で きる。

商業調整を 目的 とした利用者 は大店審 県,市 及び商工会議所の商工担当者 となるが,更 に,

今回構築 したデータベ ースは商業調整分野 だけに限 らず、行政 レベルで は商業近代化 を始め と

す るさまざまな商業関連の施策を進めてい く上での基礎資料 の作成,大 規模小売店 舗業者のマ

ーケティング部門 における出店地域の市場性把握 のための資料作成 といった各分野 での効果が

期待で きる。

[日本統計セン ター] [ユ ー ザ ー]

イメージ

ス キャナー

/

劉 (情報例)
・都道府県情報
・類似都市比較指標

//菖 騨 臨
回

図12-6シ ステ ム構成
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13地 域流通 最適化 に必要 なデ ータベ ースの

構 築 に関 す る研 究

社 団 法 人 日本 ボ ラ ン タ リー ・チ ェー ン協 会





13.地 域流通最適化に必要 なデータベースの構築に関する研究

13.1研 究 の 概 要

地域流通の問題 は日常生活の基 本的な部分を構成 して いるため,地 域社会 に とって も,そ し

て,消 費者 にとって も大 きな問題である。現今の社会で は,こ の地域流通を取 り巻 く情勢が激

しく揺れ動いてい る。国内の これまでの状況 を見れば,大 店法35年 間の厳 しい運用の結果 ,大

型店の立地 は地元調整の容易な地点 に傾斜 し,結 果 と して,全 国各都市 では中心商店街 や駅前

商店街 に集 中す る こととな っている。 このような立地傾 向が続 いたため,地 方の中小都市での

大型店 の立地が なかなか進 まなか った。 しか し,商 業構造,特 に,消 費者の購買行動 は 「徒歩

+自 転車 」の購買行動 か ら,「 カー シ ョッピング」に大 き く移 行 してお り,特 に政令指定都市

の区部 を除 く地方中核都市 においては例外な くカーショッピングに移行 してい る。 この ことは ,

既 存の大都市で も郊外型の大型店の立地の必要性を示 してい る。 この ような社会情勢の変化 を

考 えると,地 域流通の分野 において も 「適地選定」の問題 が大 きく,ク ローズア ップされるよ

うにな って きた,と い って も言 い過 ぎで はないであろう。

13.1.1研 究 の目的

地域流通の最適化 に向けての問題 とは,① 消費者のカー シ ョッピングに適応 した形での適

地選定,② 最適 規模 で最適業態 で営業で きるよ うに計画す ること,③ 最適 テナ ン トの構成で

あ る。 これ らの問題の うち,対 象地域内で幾つかの適地を絞 り込み,そ れ らの うちか ら最適

の立地を選定す ることが決定的に重要である。そのため,本 研究で は第一の 目的である 「適

地選定」に焦点 を当て,「 適地選定を行 って い く上での立地探索 シ ミュレー ションの基礎 と

なるデー タベースの あ り方」を研究の主 たる目的 とした。

13.1.2実 施手順

これ らの研究 目的を達成 してい くために,次 のよ うな研究手順 で もって進 め られた。①適

地選定 を扱 ったデータベースの既存の システムをサーベイ し,検 討 した。②適地選定のデー

タベースで は 「図形情報」のデータベース化が必要であ る。 その ため,図 形情報を簡単 に扱

える システムをサーベ イ し,検 討 した。③適地選定 に介在す る要因 は多数 ある。それ らの要

因の うち,適 地選定の データベ ース化に関係の深い要因をサ ーベ イ し,抽 出 した。④適地選

定の ロジックのエキ スパー トシステム化の可能性をサーベ イ し,検 討 した。⑤ 適地選定 は多
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数の要因の総合評価になるため,各 要因がスコア値で評価されることが望ましい。そのため

総合評価表を作成 した。

13.2適 地 選 定 の た め の デ ー タ ベ ー ス の あ り方 の 基 礎 的 検 討

適地選定のためのデータベース システムの骨格を検討す るに際 して,既 存の研究や システム,

そ して事例研究をベースに して進 めた。

13.2.1適 地選定を扱 った既存研究のサーベイ

既存研究 と して 「マルチメディア型地図 データベース構築のための調 査研究」 と 「戦 略商

圏 レベルに細分化 した地域データと分析 ・提案手法 を統合化 した企画支援 システムデー タベ

ースの構築 」の二 つを取 り上 げ,そ の内容 を詳細 に検討 し,本 研究 との関係を明 らか に した。

13.2.2商 業施設の立地条件の調査

商業施設の立地状況を調査するために10商業施設の現地調査が行われた。

13.2.3事 例研究の概要

ある特定の用途をもった商業施設を特定することによって,適 地選定問題への手がか りを

掴み,そ のモデルを核にして他の用途をもつ商業施設への応用を図っていくという方法論を

取った。そのために,あ る地域(こ こでは,静 岡県富士市周辺)を 対象として取り上げ,そ

こでの 「郊外型の大型商業施設」の適地選定問題を事例研究 した。都市計画図を参考にしな

が ら,道 路との接道条件,大 規模な空地があること等の条件を考慮 して三つの候補地が挙げ

られた。

13.2.4適 地選定のためのデータベースの検討

適地選定の概略の プロセスが明 らかにな った段階で,そ れ らの プロセ スの うち,ど の プロ

セスをデータベース化す るのが適切 かが検討 された。①適地選定の期待要因の抽 出,② 地図

データと数値データを有機的にハ ン ドリングで きるシステム,③ 試行の ロ ジックの うち,シ

ステム化できる部分であ る。
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13.3適 地 選 定 に 関 係 す る 要 因 の 検 討

適地選定 に関係す る,な い しは,影 響す る要因を検討 してい くに当た って,第 一 に採 られた

方策 は,専 門委員間の議論を通 じて各 自がイメー ジ して いる要 因を列挙す ることで あ った。次

いで,現 地調査の ヒア リングの際に,そ れぞれの商業施設の担当者 に対 して,彼 らが イメー ジ

して いる期待要因群 につ いての意見 を聴取することであ った。それ らの結果を纏 め ることによ

り,適 地選定に関係す る期待要因 と して体系化 した。適地選定を考 える上での大 きなデータ群

として,

(1)人 口分布……(財)日 本統計協会が発行 して いる地域統計 メ ッシュ,

(2)地 域デー タ……5万 分の1地 形図 と都市計画図,

(3)敷 地 データ……住宅地 図,

(4)競 合商業施設 データ……スーパーマーケ ッ ト年鑑等,

の四つに分 け られた。

13.4適 地 選 定 の た め の デ ー タ ベ ー ス化 の 検 討

前章で,適 地選定作業を進めて行 くために関係す ると思われ る基礎的要因群の体系が作 られ

た。 これ らの要因群の体系の中で,適 地選定作業を進めてい く上でデー タベ ース化を図 った方

が良 いデータとデータベ ース化が難 しいデータがあ る。 これを,ま ず,判 断す ることによって,

適地選定作業 を補佐す るデ ータベースを構成す るデータを決定 した。次 いで,適 地選定作業の

細 かいプロセスの内容を吟味す ることによって,デ ータベ ースの内容が詰あ られ た。

13.4.1デ ータベース化へ の判断

住宅地図以外 の地 図データ,図 形データにつ いて はデータベ ース化 が必要であ るとの判断

が得 られた。

13.4.2適 地選定作業のプ ロセスの検討

適地選定の作業は専 門家によ ってな され るたあ,何 らかの形で適地選定作業のプ ロセ スの

一般化 を図 って行 かねばな らない。そのために,こ こでは,エ キスパー トシステムの方 法論

を採用す ることに した。
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13.4.3適 地選定のためのエキスパー トシステム

適地選定のエキスパー ト(専 門家)が もっているロジックのシステム化が図 られた。基本

的な適地選定作業の流れを纏めると次のようになった。

① 基礎資料の収集

② 基礎資料の作成……ステ ップ1か らステップ8の 段階がある

③ 商業施設の選定

④ 商業施設の種類に応 じた立地条件の設定

⑤ 立地探索基準に基づいて探索エ リアの設定

⑥ 探索エ リア内で候補地を絞 り込む

⑦ 適正規模の一体化 した敷地の入手可能性を検討

⑧ 候補地を各種の評価項 目に従 って評価する

13.5適 地 選 定 の た め の デ ー タ ベ ー ス の 構 築

最適立地探索 システムの核 となるのが データベースであ る。本章で は幾 つかの地域 を対象 に

して,地 図データを中心 に したデータベ ースを構築 し,そ の実用性を検討 した。地図データを

中心 に したデータベースを構築 して い くため には,そ れに適 した汎用的な ソフ トウェアパ ッケ

ー ジを使 うのが近道で あるため,そ の サーベ イが成 された。

13.5.1既 存 の システムの検討

汎 用 的 で一 般 に評 価 の高 い,次 の5本 の ソ フ ト①AutoCAD,②CANDY4,

③CADPAC,④CADsuper,⑤DRA-CADを 取 り上 げ,詳 細 に検討 した。

13.5.2AutoCADシ ステム によるデ ータベース化

現在市販 されて いるパ ソコンCADの うち,地 図データのデー タベース化を重視 した とき,

各種 の観点か らソフ トウェアパ ッケ ージを検討 した結果,

① 機能 の豊富さ…… タブ レッ トメニ ューによ って入力す る機能,日 本語機能,ビ ューポー

ト機能,エ リアハ ッチ ングの機能,AutoLISPの 機能等

② 価格,普 及度で実用的……世界 的に広 く普及 してい るたあ,機 能バー ジョンア ップが 目

覚 しい

③ 将来性が高い…… ソフ トウェアパ ッケ ージとしての寿命が長 いであ ろう。短命な ソフ ト
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ウェアパ ッケー ジで はデータベ ース化の大 きな障害 にな る

のすべての点でAutoCADシ ステムが優れている。それ故,本 研究で もAutoCAD

システムを用 いて地 図データの データベ ース化を検討 した。その際,異 な った条件を有す る

地域を対象 に して検討す るほ うが,よ りデータベース化の問題点 が明 らかになるとの観点 か

ら,三 つの地域(静 岡県富士市周辺,秋 田県秋田市周辺,山 形県 山形市周辺)で デー タベー

ス化が行われた。基 本データと して図面1～ 図面4が データベース化 され,次 いで,図 面1

～図面4を 合成す ることによ り,商 業施設の立地候補点を絞 り込んでい くとい う作業を行 っ

た。地図データのデータベ ースとの会話型の シ ミュレー シ ョンによ り,候 補地の絞 り込 みが

行われた。 ここでは,ケ ーススタデ ィと して 「山形市地域 」を取 り上げた。会話型の シ ミュ

レー シ ョンは次のよ うな手順で行われ た。

① 主要道路であ る国道13号 線 並 びに,そ れ と平行 して走 って いるバイパ ス沿いが,ま ず,

検討 された。

② 検討範囲を5km～10kmに 拡大 して検討 した。検討順位 と して,北 部の道路沿いを優先 し

た(人 口の張 り付 き具合がよいため)。 人口分布の高 いメ ッシュに隣接 した人 口分布の低

い メッシュを探索 したところ1ヵ 所絞 り込 まれた(候 補地1)。

③ 次 いで,主 要道路であ る国道112号 線沿いが検討 され た。 この国道で は,計 画道路 と し

て山形西バ イパ スがあ るため,こ の道路 との関連性の高 い候補地が検討 された。

④ 国道348号 線沿 いが検討 され た。 ここで も山形西バ イパ スを重視 して検討 を進 めた。 こ

こで も用途地域指定が大 きなネ ックになり適地を絞 り込む ことがで きなか った。

⑤ 計画道路で ある山形西バ イパ ス沿いに焦点を当てて探索 した結果,人 口分布 の高 いメ ッ

シュに隣接 した人 口分布の低 いメ ッシュが絞 り込 まれた(候 補地2)。

⑥ 更 に,図 面4の 用途地域 を無視 して,接 道条件,人 口分布 を重視 して絞 り込 んだと ころ

2ヵ 所挙げ られ た(候 補地3,4)。

適地選定作業 に当た って,多 様 なシ ミュ レーシ ョンがで きるか否かは地図データのデー タ

ベ ースが簡単 に,か つ,ハ ン ドリングが容易 な形でで きるか,に 掛か っていた。3地 域のケ

ーススタデ ィを通 じて,あ る程度 目途が立 った。3地 域で合計12枚 の図面を入力 してデー タ

ベ ースを作成 したのであ るが,平 均 して1枚 の図面の入力 に要 した時 間は45分 で あ った。操

作性 にっいて も余 り問題 はなか った。線の修正,削 除,重 ね合わせ,線 種 の変更,拡 大等 は

簡単な操作でで きた。適地選定で問題 になる特殊 な操作 も容易 にで きることが確認 された。
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13.6最 適 立 地 探 索 シ ス テ ム の 構 築

本章 では,最 適立地探索 システムの残 りプロセスであ る 「候補地の相互評価のプ ロセ ス」に

ついて展 開 した。

13.6.1商 圏の広が りに対 する再検討

カーシ ョッピングを主体 とした商業施設(NとJ)を 取 り上 げて,そ こでの商圏の広 が り

と時 間距離の関係を調査 した。 その結果,① 周辺の道路構成 による商 圏の広が りの差,② 主

要道路 か らの商業施設へのア クセスの容易 さの差,③ 接道条件の差,④ 道路規格 による商圏

の差,⑤ 川,橋 による商圏の広が りの差,⑥ 日常的 に商業施設 を利用 している人の商圏 は20

分以内,⑦ 商圏が広が ったか らとい って,低 頻度の利用 にな る訳で はな い,と の結論 が得 ら

れ た。

13.6.2適 地選定のための評価 フ レームの検討

郊 外立地の大型店の適地選定問題 に介在す る要件 は多数 ある。それ らの要件の総合評価 に

立 って適地が選定 され る。 ここで は,そ れ らの要件の評価方法 にっ いて検討 した。 このため,

要件の評価表が作成 された。評価表 は,① 接道条件3項 目,② 敷地条件4項 目,③ 人 口分布

との関係6項 目,④ 競合施 設 との関係5項 目,⑤ 土地価格1項 目,⑥ その他の条件4項 目,

で構成 されている。

13.7結 論 と 今 後 の 課 題

商業施設の立地探索 システムが模索 され,適 地選定のためのデータベ ースシステム化が検討

された。それ らの検討 により,以 下の よ うな結論が得 られ た。

(1)適 地選定のためのデータベースは数値データと地 図データに大別 され,そ れぞれが データ

ベースを構成す る。

② 地図デ ータを中心 と したデータベー ス作成 に当た って は有 用な ソフ トウェアパ ッケー ジ

(本 システムではAutoCADシ ステムを用いた)を 用いた方 がよい ことが分か った。

(3)立 地探索 システムで は各種の シ ミュ レー ションを行 うのであ るが,AutoCADシ ステ

ムによる地図データのデー タベースは操作性が高い ことが実証 された。

(4)立 地探索 システムの もう一つの核で ある候補地評価のための評価表が提案 された。候補 地
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の評価 に介在す る要因 は多様であ り,そ れ らの網羅的な評価表を作成す る必要 があ る。

⑤ 地図データの うち,住 宅地図につ いてはデータベース化が余 り効果的で はないので,デ ー

タベースか ら除外す る ことが適 当だ と判断 された。

この ような検討結果 を踏 まえて,こ れ らの研究が より一層実用化す るための今後 の課題 と し

ては次の点 が挙げ られ る。

(1)地 図デー タを線 的データで はな く,面 的データと して データベース化す る方式が開発 され

ると,立 地探索 システムの実用化が早 まるであろ う。

(2)評 価表を構成す る要 因の妥当性 の検討が必要で ある。 そのためには,立 地問題 に携 わ って

いる専門家の人達 の広範 囲なサーベイが必要 である。

(3)評 価表の要因の評価方式 を確立 す る必要がある。評価表の個々の項 目の評価 値(絶 対評価

か相対評価)の 決定方 式を,い ろいろな実例分析を通 じて検討を進 めて い く必 要があ る。

(4)他 の各種の商業施設 への本 システムの応用 を検討 して い く必要 がある。本ケー スでは シス

テムの概要を明 らかにす るために とりあえず,対 象の施設を限定す る必要があ った。 しか し,

昨今の流通の変化 の激 しさか らい って,立 地探索 システムの応用範 囲は広 い。

一149一





14情 報 源 検 索 デ ー タベ ー ス の

プ ロ トタ イ プ作 成
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14.情 報 源 検 索 デ ー タ ベ ー ス の プ ロ トタ イ プ 作 成

14.1目 勺白

現在,オ ンライ ンデータベ ースの整備が進み,一 方で は各種の資料館 ・専 門図書館等が一般

向 けに情報提供活動を行 って いる。両者 は共 に情報産業の活動を支え る貴重 な情報源であ る。

しか しなが ら,必 要 とす る情報が収録 されて いる情報源の検索手段 はほとんど整備 されて いな

い。 そ こで,情 報源 自体 の属性情報(収 録 データの対象分野 ・入手方法等)を 効率的に検索 し,

情報要求者 を的確に情報源 に導 くデータベースの必要性が,当 情報 図書館RUKITの 活動を

通 して明 らか にな った。 そのたあには,情 報源の検索に適 したDBMSの プロ トタイプを構築

し,ま た情報源 自体の属性情報 のデータベース化の実験を行 い,実 際の構築に際 して発生す る

ことが予想 され る問題点を抽 出 し,そ の解決策を検討す ることが必要不可欠である。

本研究の 目的 は,プ ロ トタイプと して情報源の検索を指 向 したデ ータベース システムを構築

し,そ の際 に重要 とな るデータ収集 ・加工方法及びDBMSを 研究 し,デ ータベ ースを含む各

種情報源の利用推進のために資す ることで ある。

14.2方 針 と 内 容

本事業 を五つの視点 に分 け以下 の手順 によ り開発 ・調査 ・研究 を行 った。

① 各種情報源の属性情報(収 録 データの対象分野等)の 調査(平 成3年8月 ～10月)

都内の専門図書館 を中心 とす る各種情 報源390ヵ 所を リス トア ップ し,電 話 による資料請

求及 び ヒヤ リング調査を実施,現 状 と動向を調査 した。

② 収集 した情報のデータベース化(平 成3年10月 ～11月)

ヒヤ リング調査の結果,(条 件付 きを含め)一 般 に開放 されて いる機関の利用案内情 報を

デー タベースで検索で きる形態 に加工,デ ータベースに登録 した。

件 数 は169件 であ り,所 在情報 ・文献収集の主題範 囲などを登録 した。

③ 情報 源 と してのrデ ータベ ース台帳総覧』データの加工(平 成3年10月)

専 門図書館以外の情報源の一つ と して特 に 『データベース台帳総覧』 を別 ファイル と して

提供す る ことと し,原 本の分類体系 を尊重 しつつ,独 自の出力 フォーマ ッ トに加工 した。

機能面の特徴 は,rデ ー タベース台帳総覧』のデータ全部 を対象 としたフルテキス トリン

グサ ーチを実現 した点 にあ る。現在オ ンライ ンで提供 されて いる他の システムのrデ 日夕ベ
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一 ス台帳総覧』で,こ の方式を実現 した ものはない。

④ マ ンマ シンイ ンタフェースの作成(平 成3年10月 ～11月)

コ ミュニケー ションサーバ ーを もとに開発 したDBMSの 利点 を最大限に発揮 し,デ ータ

ベ ース利用者が コメ ン トデータの登録を行え るとい う,自 己増殖型のデータベ ースシステム

を開発 した。また,検 索 はフ ァイルが比較的中 ・小規模であ ることか ら,シ ーケ ンシャルア

クセスによるス トリングサーチと した。

開発の もとにな った コ ミュニケ ー シ ョンサ ーバ ー は株 式 会社 コム ネ ッ クス製 の 「伝 助

BBS」 であ り,こ れにス トリングサーチ機能 を付加 した。

⑤ オ ンラインによる試験的サー ビス提供(平 成3年11月 ～平成4年2月)

ホス トコンピュータにUNIXマ シンであ るサ ン・マイ クロシステムズのSunSPARC

を採用,実 験期 間中 は2400bpsの2回 線 によりデータベ ースサー ビスを試験 的に提供 した。

なお,遠 隔地ユーザの ためのVAN接 続は,次 年度以降 回線が増設 された際の検討課題 と

した。

14.3実 施 体 制

本 プロ トタイプ開発事 業の目的を達成す るため,産 学問の学識経験者を中心 に構成す る 「情

報 源データベース委員会 」を設 けた。また,当 委員会 には,開 発事業の円滑 な運営のため,ワ

ーキ ンググループを設 けた。

(1)情 報源データベース委員会

委員長

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

藤原 譲

折原 明夫

藤代 一成

北村 善治

藤野 幸嗣

六本木利治

西尾 啓伸

倉田 俊一

白岩 一哉

前田 晴吉

筑波大学

㈱ 日建設計

お茶の水女子大学

㈱ コムネックス

梅林建設㈱

㈱伸樹社

㈱インテック

電子情報工学系教授

理事 技師長

理学部助教授

代表取締役社長

営業部 主任

通信事業本部

ル コ ・ネ ッ トワー クサー ビス㈱

情報図書館RUKITマ ネー ジャー

情報図書館RUKIT主 任研究員
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(2)ワ ーキンググループ

筒井 敬子 情報図書館RUKIT

佐野 悦子 情報図書館RUKIT

14.4要 約

14.4.1情 報源調査 の要約

現在利用可能 な情報源 は,さ まざまな主 旨 ・目的を もって設立 ・構築 されて お り,情 報の

提供形態 ・条件 も多岐 にわた っている。 ここで は,以 下の二つを選 び,そ の属性 を調査 し,

データベ ース化 した。

① 東京都 内の専 門図書館の中で,特 に一般利用者に開放 されてい るもの(条 件付で利用可

能 な もの も含む)

② 通商産業省発行 の 「デー タベ ース台帳総覧」の掲載 デー タ

前者 はデータベ ースで は検索で きない情報を検 索す る際の手段 となる情報源 として,ま た

後者 は情報源で あるデータベースの属性情報 と して,共 に有用な情報源情報で ある。

専門図書館情報 は,利 用者 に有益であろ うと思 われる項 目を選定 し,調 査項 目を設定 した。

調査 は郵送 によ り利用案内などの基礎資料を取 り寄せた後,電 話及 び訪問に よる ヒヤ リング

を実施 した。調査の終了後,各 専門図書館を主題 によ り分類 し,主 題別 サ ブフ ァイルか らな

る機械可読型デ ータベ ースを作成 した。

なお,フ ィール ドは機関名 ・所在地 ・利用時間 ・蔵書数 ・収集分野,な どか らな る。

「データベー ス台帳総覧」は既 に機械可読型にデータベース化 されてい る。現在 ,日 経 ニ

ューステ レコ ンとG-Searchに おいてオ ンライ ン提供 されて いる。 しか しなが らこれ

らの システムで は,検 索項 目が限定 されるな ど,デ ィス トリビュータによるア クセス項 目の

設定 に問題があ り,高 再現率 の検索 は困難であ る。そ こで,フ ルテキス トス トリングサーチ

方式の採用 により,再 現率を改善 した。

14.4.2デ ータベ ース検索 システムの仕様 の要約

従来のDBMSと は異な り,コ ミュニ ケー シ ョンサーバーに検索機能 を付 加す るとい う手

法 によ り構築 された点 に,本 委託事業 によ り開発 され たDBMSの 特徴があ る。そのため,

利用者間相互,及 び利用者 とデー タベ ース提供者 との電子会議 ・電子 メール によるコ ミュニ

ケ ーシ ョン機能 が充実 している。 この機能を利用 し,デ ータベースに登録 されて いるデータ
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に利用者が コメ ン トを付 けた り,情 報を追加す ることが可能であ る。 そのため,デ ータベー

ス 自体を 自己増殖 させ るDBMSと いえ よ う。

このDBMSで はステ ップ式論理演算を可能 と した。 また,レ コー ド中のキー ワー ドと一

致す る語 をハ イライ ト表示す る機能 や,行 間 にまたが った単語 を検索す る機能 ももっている。

利用者 管理 はUNIXの ユーザ管理機能 をその まま用 いることによ り,DBMSの 負荷を

軽減 した。利用者がUNIXへ の リモー トログイ ンを行 った後,DBMSが 自動的 に起動 さ

れ る仕組みにな ってい る。

なお,こ の システムは,他 に以下 の ようなサー ビスを提供 してい る。

(1)電 子 メール

(2)電 子掲示板

(3)電 子会議

(4)チ ャ ッ ト

14.4.3デ ータベースの構築過程 の要約

「データベース台帳総覧」は既 に機 械可読型 にデータベース化 されて いる。 データベ ース

フ ァイル ・企業 ファイル ・システムフ ァイルの三 つに分割 されて いるので,元 の フォーマ ッ

トをで きるだけ尊重 しっっ,こ れ らをマー ジして一 つのファイルに統合 した。そ して,主 題

分類 に基づ いて五つのサブ ァイルに分割 した。

デ ー タ の 登 録 はMS-DOSマ シ ンに よ りオ ンライ ン登録 に よ り行 った。 これ は,

DBMSが コ ミュニ ケー シ ョンサーバ ーを母体 として いるため,電 子会議 におけ るメ ッセー

ジの登録 と同 じ手順でデータが登録 で きるためであ る。
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15有 価証券報告書 のMTデ ー タ変換

ソ フ ト開発 と英訳辞書作成

コム ラ イ ン イ ン タ ー ナ シ ョナ ル 株 式 会 社





15.有 価証券報告書のMTデ ータ変換 ソフ ト開発 と英訳辞書作成

15.1概 要

15.1.1構 築の 目的

コム ライ ンイ ンターナ シ ョナル社 は,平 成2年 度の委託課題 と して 「海外向け国内先端技

術分野 中堅企業情報英文データベ ース構築 」を行 った。 このデ ータベースは主に中堅企業を

中心 に した,企 業情報 をデータベ ース化 した ものであ り,財 務データ項 目と しては,資 本金

額 と過去3年 間の売上規模が収録 されているにす ぎない。 しか し,海 外か らの需要の内容 を

詳 しく調べ ると,中 堅企業 は もちろん の こと,む しろ 日本 の上場企業の財務 データに強 い関

心が あることが判明 した。

これ らのデー タは,既 に大蔵省がrCD-ROM版 有価証券報告書総 覧」と して磁気 テー

プ化 し販 売 して い る。 この デ ー タベ ース は1部 ・2部 上場 企業 と店 頭上場 企業 な ど,約

2,300社 程度 の財務 データがデータベ ース化 されている。 しか しデータは 日本語で あ り,海

外か らの問い合わせがあ るものの大蔵省で も当面データの英文化 は考 えて いないと してい る。

このため海外 か らのア クセス難 は当面続 きそ うであ り,日 本企業の財務情報公開 に対す る積

極的姿勢 を明確 に示す必要が ある。

本 データベ ースの構築 は,こ の大蔵省作成の 「CD-ROM版 有価証券報告書総覧」の財

務 データを,デ ータ変換で英語化で きる専用 ソフ トの開発 を 目指す ことにある。データ変換

によ り作成 されたデータは,大 蔵省 の了解の もとで平成2年 度 「海外向け国内先端技術分野

中堅企業情報英文 データベ ース構築 」によって作成 され たデータベース と平行す る形で,海

外の ホス トサー ビスに向けて積極 的にデータの提供を 目指す ものであ る。

15.1.2構 築内容

本データベースで は,大 蔵省が作成 し現在一般に提供 して いるrCD-ROM版 有価証券

報告書総覧 」の磁気 テー プデータを利用 し,デ ータ変換 ソフ トを開発 し,「 英文財務データ

総覧」 といえ る もののデータベ ース構築 を目的 とした。 しか し現在の データ変換の技術 レベ

ルではすべてのデータを完全 に英訳する ことが困難であ るため,開 発の対象 とす る専用 ソフ

トは主 に有価証券報告書 中のニ ューメ リカルデ一夕とその表頭 ・表側部分のデータ変換 を目

指 した。

本開発で は二つの主要な開発項 目があ る。 開発の第一部 は専用 ソフ ト(デ ータ変換 システ

一155一



ム)の 開発であ り,第 二部 はデータ変換の ための 日英辞書の作成である。

第一部開発:第 一部の開発項 目は,第 二部の開発で作成 され る辞書を用いて翻訳 を行 う

専用 ソフ ト(デ ータ変換 システム)の 設計 ・開発であ る。

第二部開発:第 二部の開発項 目は,第 一部で作成 された専用 ソフ トを用 いて既に 日本語

で表記 されているフ ァイナ ンシャルデータを英文 に翻訳す るために必要 な翻訳辞書の設計

と作成であ る。

前 にも触れたが,現 在の試験 的に使用 されている機械翻訳 システム は,既 存 の大型の シス

テムで も,翻 訳 の質 の面でかな りの問題を残 して いる。そのため今回の開発で は,汎 用的な

翻訳 システムの開発 は避 け,r有 価証券報告書』の磁気テープデータの中で も財務 データと

それ に関連す る限 られた語彙を対象に した説明文 や表頭 ・表側等の英語へのデータ変換を 目

的 とした。 したが って,限 られた分野 のみの翻訳 を 目的 と した専用 ソフ トの構 築を 目指す こ

とが データ変換 システムの簡略化 と実用化を可能 に した。

15.1.3実 施体制

本開発で は,先 に も述べた とお り開発事業 は大 き く二つの項 目に分かれ た。開発項 目の第

一部が翻訳を行 うたあの専用 ソフ ト(デ ータ変換 システム)の 設計 ・開発で ある。そ して,

第二部の開発項 目が,第 一部で作成 さた専用 ソフ トを用 いて 日本語で表記 されて いるファイ

ナ ンシャルデー タを英文 に翻訳す るために必 要な翻訳辞書 の設計 と作成であ る。

第一部の専用 ソフ ト(デ ータ変換 システム)の 基本設計 はコムライ ンイ ンターナ シ ョナル

社が作成 した。そのエ ンジニア リングとコーデ ィングは社外 の委託 とな った。 また,第 二部

の翻訳辞書の基本設計 と作成 はコム ライ ンイ ンターナシ ョナル社がすべて担 った。

第一部開発:

● 専用 ソフ ト(デ ータ変換 システム)開 発

○ 専用 ソフ ト基 本設計

データベース部SE

O専 用 ソフ ト・エ ンジニ ア リング

外部委託(SE)

○ 専用 ソフ トコーデ ィング

外部委託(プ ログラマ)

1名(1入 月)

1名(2人 月)

1名(2人 月)
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第二部開発:

● 翻訳辞書作成(担 当:コ ムラインインターナショナル株式会社)

○ 翻訳辞書基本設計並びに専用ソフ ト開発協力担当

データベース部SE

O翻 訳辞書作成

報道部経済担当編集員(日 本人)

編集部エディター

(英語を母国語 とした人)

○ 翻訳辞書監修

報道局編集長

15.2検 討(実 施)結 果

1名(4人 月)

1名(2.5人 月)

1名(2.5人 月)

1名(1人 月)

● 予想される効果

本データベースによって開発されるデータ変換システム(翻 訳システム)に よって期待さ

れる効果は以下のとおりである。

◎ 大蔵省 日本語rCD-ROM版 有価証券報告書総覧』の利用が更に加速化される可能性

がある。

◎ 海外からの日本企業の情報公開要求に対 して官民一体となって協力している姿勢が示せ

る。

◎ 翻訳辞書の構築により大蔵省規定の財務諸表各項 目と英文項目との対応が的確にな り,

今後一般における財務データ分野での作業の能率に大きく貢献できる。

◎ 大蔵省のrCD-ROM版 有価証券報告書総覧』データの英語翻訳 ・変換をするための

翻訳システムが完成 されれば,低 コス トで英語のデータベース作成が可能となる。 このこ

とによってより一層 日本のデータベースの海外振興が果たせることになる。

15.3今 後 の 課 題

今回のデータベース構築作業を通 して今後の課題を探すならば,以 下のような項目が挙げら

れる。

データ変換 システム,翻 訳辞書作成を通 じ,専 門知識の必要性や ヒア リングの重要性が痛感
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された。また今回対象となった財務諸表から抽出された会計科 目数だけで も1万 以上あり,予

想はしていた ものの数の多さと取り扱いの煩雑さには時間をとられたことも事実であった。ま

た今回の変換対象は,財 務諸表中の貸借対照表,損 益計算書,利 益処分計算書,及 び製造原価

(営業費)明 細書に限定 して行い,付 属明細表や有価証券報告書の中で もイメージデータなど,

変換不可能な部分は,変 換を行わなかった。今後供給されるソースデータが変換可能な部分が

増えていくことも予想されるので,逐 次柔軟に対応 していきたいと考える。

成果 として認識で きることは,と にか く大蔵省か ら提供されている財務データを,全 訳とい

う方針でデータベース化できたことはそれなりに意義がありユニークなものとなった。特に科

目名の英語による辞書化は,有 価証券報告書の全科目に対 して対訳を作成 した。加えて更新,

拡張性を考慮 した設計ができたことか ら,次 年度以降のメンテナンスへ も対応可能となった。

平成2年 度の委託課題 「海外向け国内先端技術分野中堅企業情報英文データベース構築」と

本年度の財務データのデータベース化が完成を見たことで,当 社が構築 した独自の 「英語版会

社録」が完成 した。今後,収 録規模数や収録項目の増加,変 換できる財務データ項目を追加 し

ていくことで,質 的 ・量的にも海外か らのニーズに完全に応えうるデータベースとして発展さ

せて行 くことが可能であると確信 している。
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16海 外の主要 国際 ・国家規格

デー タベースの構 築

日本電子計算株式会社





16.海 外 の 主 要 国 際 ・国 家 規 格 デ ー タ ベ ー スの 構 築

16.1概 要

16.1.1目 白勺

規格情報 は各種 の製 品の安全性,互 換性,一 定の性能な どを確保す るとと もに,品 質の向

上及び コス トの削 減を 目的 と した規格に関す る情報で ある。

コ ンピュータのめ ざま しい進歩 により,規 格情報のデータベ ース化 のニ ーズが高 まるとと

もに,各 国の規格情報の流通 は国際貿易,技 術革新の進歩の面か らます ます重要 とな って き

た。

このよ うな状況下 において,製 品開発,製 品の輸出入 などの活発な経済活動 に即 した規格

情報 のデータベ ースの構築が急務である。 しか し,海 外規格データベースの構築 は規模の面

か らも開発の面か らも,民 間だけでは経済的に も社会 的に も円滑 に進みに くい。

そ こで今回,海 外の主要 な国際 ・国家規格 の普及を 目的に,海 外規格 のデータベ ースプロ

デ ューサである財団法人 日本規格協会(JSA)よ りデータを入手 し,デ ー タベースデ ィス

トリビュータであ る 日本電子計算株式会社が海外規格 データベースシステムの構築 を実施 し

た。

16.1.2実 施 内容

(1)現 状調査

対象 とす る海外規格 の作成要領,入 手方法,問 題点な どを調査 し,整 備すべ き項 目を明

確 に した。

② データベースの内容の検討

現状調査を踏 まえ,デ ー タベースと して必要な情報(項 目)の 検討 を行 った。

(3)デ ータ作成 方法 の検討

デー タをデー タベースに効率的 に取 り込むために,デ ータ シー トのフ ォーマ ッ トやデー

タのチ ェ ック方法 などを検討 した。

(4)デ ー タの作成

デー タの作成方法 に基づ きデータを作成 した。

(5)デ ー タベース システムの作成

検索 ・出力機能の ほか,デ ータの取 り込み,キ ー ワー ドの作成などデータベースを作 る
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一連の システムを作成 した
。

(6)デ ータベースの検索

デー タベースシステムが仕様 どお り動 くか どうかを調べ るために,実 際 に検索 されると

思われ る例 を想定 し,検 索 ・評価 した。

16.2現 状 調 査

16.2.1規 格の概要

今回,国 際規格 としてCCITT,国 家規格 と してイ ン ドのIS,オ ース トラ リアのAS,

スウェーデ ンのSISを 取 り上げ ることに した。

(1)CCITT(国 際電信電話諮問委員会)

CCITTはITU(国 際電気通信連合)に おけ る四つの常設機関の一 つで,主 な業務

は 「電信,電 話 の技術や運用,料 金 の問題 にっ いて研究 し勧告す る」 ことであ る。

CCITTの 運営 は総会及 び総会の設 ける種 々の委員会 によ り行われ る。委員会で は3

年 ごとに開催 され る総会 において決定 されたテーマについて3年 間を期間 と して研究す る

ことにな って いる。 その成果は 「報告書」や 「勧告案」の形で総会 に提 出され る。 これ ら

は総会で採択 され るとrCCITT勧 告」 と して公刊 される。

(2)IS(IndianStandards)

ISIマ ー クの使用はイ ン ド規格協会の検定に合格 して初めて使用 で きる。対象分野 は

化学製品 ・食料品 ・電気製品 ・建築材料 ・金属製 品 ・その他の工 業製 品 ・殺虫剤 ・食品 ・

菓子 ・木材などとな っている。輸 出検査法の もとでの検査でISIマ ー ク表示 のある製品

(タバ コ ・油 ・綿花な ど)はPre-shipmentの 検査 を免除 されるな ど優遇 される。

(3)AS(AustralianStandards)

この 目録には規格 ごとの簡単な内容説明,Amendment発 行年月な どを記載 またASに

はBS(イ ギ リス規 格)を そ の ままASと した もの,及 びニ ュー ジ ラ ン ドの国家規 格

(NZS)と して使用 されて いる リス トも含む。

(4)SIS(SvenskStandard)

SIS規 格 に合致 した製品はSISの 認定 によ りSISマ ー クを付 ける ことがで きる。

関連 したSIS規 格 に合格す ることが必要で あると同時に,製 品の定期的 な検査 と製造 に

当たっての品質管理 システムが要求 され る。
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16.2.2規 格調査の現状

規格を調査す るとき,一 般 に規格番号が分か っているときとそ うでないときと調査の方法

が異 なる。

(1)規 格番号が既知 の とき

規格番号 と内容が はっきりして いるときは規格番号 をJSAに 連絡 してす ぐに規格票 を

取 り寄せれば よいが,そ うで ないときは内容を確認 した方が よい。JSAに 行 って規格票

を見せて もらって確認 して もよいが,照 会だ けな ら電話 で も受け付けて いる。ただ し,照

会の規格数が数件以上の ときは文書によ らな ければな らない。

(2)規 格番号が未知の とき

JSAに 行 って,自 分で 目録又 は規格票か ら捜 している規格が あるか どうか調べなけれ

ばな らな い。そ して,あ れば規格票の複写を依頼す る形 にな る。

目録か らの検索 は目による検索なので,あ る程度時間がかか ることを覚悟 しな ければな ら

ない。 しか し,JSAに 近 い場合 はその ような ことがで きて も遠 く離れてい る場 合は大変で

で ある。気軽 にJSAに 行 って調べ ることはで きない。特 に今回取 り上げ る規格 について は,

それ らの規格票 が揃 ってい るの はJSA海 外 ライブラ リー(東 京)だ けであ る。

16.2.3整 備 の方 針

規格 を必要 とす るとき,誰 で も,ど こにいて も,す ぐに,し か も簡単 に規格 を調べ ること

がで き,該 当す るものがあればす ぐにその規格票を入手す ることがで きることを 目標 とす る。

そのために必要 な機能 を検討す る。

(1)通 信機能

どこにいて も簡単 に規格を調べ ることがで きるデータベースの形態 と して,フ ロッピー

デ ィス クやCD-ROMな どを定期的 に送付 して検索す る方法 も考え られ るが,デ ータベ

ースの提供者側 か ら考 えるとオ ンライ ンによるデータベースの提供が最 も手 間がかか らず
,

しか も応用範 囲が広 い。 またCD-ROMな どの提供をす るに して も,世 の 中の状況を見

る限 り,オ ンライ ンとの併用又 はオ ンライ ンか らの移行 はわ りとスムーズにい くよ うであ

る。

そこで,今 回 はオ ンライ ンによるデータベ ース検索 と し,通 信 は最 も一般 的な電話回線

で行 うもの とす る。
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(2)目 録参照機能

利用者 にとって はデータベース に全 文が収録 されてい るとす ぐその場で求め る情報 が手

に入 るため,利 用者 は全文 データベースの提供 を求め ることが十分考 え られる。 しか し,

データの入力を手作業で行 わな ければな らない ことか ら労 力が大 きす ぎるので今回 は全文

を対象 としない ことにす る。規格を捜す上で最低限必要 となる規格名称 などの目録情 報を

提供す ることにす る。

また図表 にっいて は,入 力の負荷がかか ること,デ ータ容量が大 きいこと,シ ステム開

発 に時間がかか ること,そ れに利用者側の通信 ソフ トウ ェアが文字 中心の一般 的な もので

な くな って しまうことか ら,今 回は図表 の収録 は見合 わせ る。

(3)規 格表発注機能

現在,電 話 やFAXな どで規格票 を注 文で きるが,オ ンライ ンで検索 して いてそのまま

規格票 を注文で きるとい うの は利用者 に は抵抗 な く受け入 れ られ ると思われ る。 しか し,

注文書 のフ ォーマ ッ トが 自由であればFAXと あま り大差がな くなる。そ こで,住 所や氏

名などあ らか じめ登録 しておいて入力を少な くす るとと もに,完 全 なメニ ュー方式 に して

入力を誘導す るよ うにす る。

16.3デ ー タ ベ ー ス の 内 容

16.3.1項 目の決定

規格票が データのすべて となるため,原 則 と して規格票の項 目をデータベースの項 目とす

る。利用者 は最終的に規格票 を注文す るため,そ の規格票又 はその コピーの値段 が分か るよ

うなデータ も入力す る。

16.3.2キ ー ワー ドの方針

(1)キ ー ワー ドの取 り出 し方

キー ワー ドの辞書 ともい うべ きシソー ラスを作成 し,そ れに基づ いてキー ワー ドを決め

る方法が望 ま しい。 しか し,そ の方法で はシソーラスを常 に拡充 しな ければな らない こと

と,適 切なキー ワー ドを付 けるた あには専門家が規格票の内容を読んで手作業で行 わなけ

ればな らないので,時 間 とコス トがかか る。そ こで,今 回 は機械処理 だけで行 うことにす

る。

電子化 され たデータはデータベ ース化す る情報だけで あるので,キ ー ワー ドはその情報
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だけか ら取 り出す ことにす る。

(2)キ ー ワー ドの決定

検索 に慣れていない人で も簡単 に検索で きるよ うな単純 で分 か りやす いキーワー ドの付

け方 をす る。

16.4デ ー タ の 作 成

16.4.1デ ータの転記作業

すべてのデータは規格票か ら必要項 目だけを転記 し,そ れ をパ ンチす ることにす る。転記

は項 目を誤 った り抜 けが生 じないよ うにr転 記 シー ト』を用意 し,転 記す る人を特定す る。

16.4.2デ ータ作成支援 システム

人間が転記 しパ ンチす る方法で はどう して も転記 ミス又 はパ ンチ ミスがあ り得 る。 そこで,

パ ンチ されたデータを まず ワー クステー シ ョンで チェックす る。

しか し,自 動 的に修正す る ことはで きないのでチ ェック してエ ラー とな った場合 はエ ラー

リス トを転記者 に返 し,修 正 デー タを起 こす。エ ラーがな くな るまで これ を繰 り返す。

16.5デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム の 作 成

16.5.1検 索 ・出力機能

規格番号 による検索の場合,利 用者があ らか じめ知 り得 た規格番号が,規 格番号 と して完

全 な形 ではな く一部分であ ることは多 いと思われ る。そ こで,そ のよ うな場合で も目的の規

格 を検索で きるようにす る。

また主題検索の場合,規 格名称 などに統制のない自由な語が使われて いるたあ,単 数形,

複数形,進 行形など語尾 語幹が変化 している語が いろいろ と含 まれて いる。それ らの変化

して いる語を一度 に検索す ることがで きれば,初 心者 に とって も使 いやすい。 したが って,

それ らの語を一度 に検索で きる機能を組み入れ る。

出力 は通常 データベース内の全項 目を出力す ることが多 い と思われ るが,検 索 した結果が

多 いときな ど,内 容を確認 したいこともあるはずである。 その ため,出 力は基本的には指定

した項 目だけが出力 され るよ うに してお き,よ く使われ ると思われ る項 目の組み合わせ をあ

らか じめ定 めておいて,入 力が簡単に済 むパ ター ンも用意 してお く。
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16.5.2オ ーダーエ ン トリー機能

検索 した結果,入 手 したい規格票をその ままオ ンライ ン上で注文す る方法で ある。規格票

はJSAが 管理,販 売 してい るため注文 した内容 はJSAが 常 に見れるようにす る。

利用者 は検索 した結果,規 格票 を注文 したいときは検索結果 に表示 され る文献番号を入力

す る。入力の手間を省 くため申込者 の住所 や名前 はあ らか じめ登録 してお くが,一 時的 に変

更で きるよ うに してお く。後 で トラブルが生 じないように注文書の控えが出力 され るよ うに

してお く。

JSAの 方で は毎 日注文がないかをオ ンライ ンで調べ,注 文が あれば 自動的に注文書が 出

力 され るようにす る。注文 の規格票 は至急送 付す るよ うにす るが,注 文の内容 に間違いが あ

った り,規 格票が ないとい うこと もあ り得 る。そ う した場合,JSAは 申込者 に電話連絡 し

て確認を とるよ うにす る。

16.5.3自 動キーワー ド切 り出 し

データベースの対象 となるデータか らキーワー ドを コンピュータで 自動的に取 り出す方法

を検討す る。

データはすべて英語 であ るので語 の区切 りは原則 として空白,カ ンマ及 び ピリオ ドで判断

で きる。 しか し,冠 詞,接 続詞 などはそれ 自身 の語 として はユニー クな語で はな いので,取

り出す語 か ら取 り除 くことにす る。

この方法で語を取 り出す とハ イフ ンやカ ッコな ど特殊文字が含 まれ ることが ある。 それ ら

の特殊文字 はそれが含 まれてい るのが一般的であ る もの もあるが,決 まりを一律 に しておか

ないと特殊文字が含 まれて いるかいないかを検索の度に考え なければな らない ことになる。

そ こで,す べての特殊文字 は空 白 と同様に考えて語の区切 とす ることに し,特 殊文字 その も

のはキー ワー ドに しないことにす る。

しか し,規 格番号 など一部の語で はハ イフンな どでっないで1語 と してお いた方 が使いや

すい もの もある。そのよ うな もの は例外を作 るので はな く,前 述の原則に基づ いて切 り出 し

たキー ワー ドに特殊文字 を含んだキーワー ドを追加す る形にす る。

16.5.4ス キーマの決定

既 に定めた項 目名やデー タの型,長 さなどデー タベースを作成す るため に必 要な定義 を行

う。
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16.5.5デ ー タ ベ ー ス の作 成

ま ず,キ ー ワー ドの 切 り出 しな ど前 処 理 を行 った後,ス キ ー マ に基 づ い て デ ー タベ ー スの

作 成 を行 った。

16.6デ ー タ ベ ー ス の 検 索

作成 したデータベースが仕様 どお り機能す るかを,実 際に検索 され ると思 われ る例題を幾つ

か想定 し検索 した。例題 として,大 き く分 けて規格番号 によ る検索,主 題 によ る検索,オ ーダ

ーエ ン トリーを取 り上 げた。

実際 に検索す ることによ って,利 用の仕方が明確になるとともに今後 どのよ うに改善すべ き

か今後 の課題が明確 にな った。

16.7展 望

16.7.1機 械翻訳

今回作成 したデー タベ ースは規格票か ら抜粋 しているので記述言語 は英語 である。 また,

このため検索のためのキーワー ドも英語 である。

日本の利用者 に とってみれば 日本語で検索 し,内 容を 日本語で見 ることがで きれば大変使

いやす い。そ うなれば英語が得意でない人で も簡単 に利用で きるので利用者層 が広が ること

が期待で きる。 しか し,そ のためには日本語 に翻訳 しなければ な らず,手 間が非常 にかか る。

そ こで,最 近機能が著 しく向上 した機械 翻訳 システムを導入 して翻訳の一 助 とすれば効率的

と思われ る。

16.了.2キ ー ワー ドの統一

今回 の方法で はすべてデータベースの内容か ら自動的にキーワー ドを抽出 して いるので,

キーワー ドが全 く統一 されていない。 また,主 題検索のときの対象 とな る項 目は英文規格名

称 と分類名だ けであ るため,キ ー ワー ドの数が少な く,検 索す るのが難 しい。

そ こで,実 現 で きる方法 と して 自然語 とROOTシ ソーラ スの対応表 を作 り,機 械 的に

ROOTシ ソーラスに基づ くキー ワー ドを振 る方法を考え ることにす る。 しか し,こ の方法

はキーワー ドが統一 されただけで規格の内容が十分に表 されたわけで はないので,や はり最

終的 には規格を策定 したところがROOTシ ソーラスに基づ くキーワー ドを振 ることが望 ま

一165一



れ る。

16.7.3規 格票の自動FAX配 信

利用者 は最終的に規格票を入手するわけだが,今 回の方法ではオーダーエン トリーによる

利用者の規格票注文に対して全 く入手による方法で規格票の提供が行われる。 しか し,こ れ

らの規格票を光ディスクなどに収録 して検索 システムと連動するようにしておけば規格票を

捜す手間が省ける。更に,FAXと も連動させて自動的に検索 した情報をそのままFAX送

信するようにしておけば全 く人手を介さずに規格票を提供することができるので,非 常に迅

速な対応ができる。

16.7.4デ ータ作成の効率化

今回の よ うに規格票か ら手作業でデータを作成す る方法で は次のよ うな問題点が挙 げ られ

る。

(1)デ ータ量が多 くなれ ばな るほど人手 がかか るため,人 手 を確保 しなけれ ばな らないと同

時 にそれ にかか るコス トが大幅 に増大す る。

(2)転 記 ミス,パ ンチ ミスなど誤 りが生 じる可能性があ る。

(3)デ ー タ作成 まで に時間がかかる。

この ような問題点を解 決す る最 も望 ま しい方 法は,規 格の作成団体か ら磁気 デー ブな ど電

子媒体で提供 されることであるが,当 分その見通 しはない。

そ こで,当 面 の方法 と してOCRを 活用す ることを考え る。最近のOCRは 印刷物の場合,

特 にアル ファベ ッ トの認識率 は字体,字 の大 きさに係わ らず100%に 近 い ものが出て いるの

で,そ れを使 えば規格票 か らデータを転記す る作業が な くな り大幅 に作業効率が改善 され る

であろう。

16.了.5表 記の統一

今回対象 と した規格だけでな く,一 般 に規格番号の付 け方や分類方法 は各規格で独 自の体

系を とってお り標準化 されていない。それ らが標準化 されれ ば今後 このデータベ ースに各種

の規格が加わ って も同 じコー ド体系で検索す る ことがで きるので,各 規格 ごとに調べ る必要

がな く大変使 いやすい もの になることが期待 され る。 また,こ のデー タベースを利用 しない

現状の方法で も,現 状の ようにその規格 を提供 して いる現地 の団体に直接問い合 わせ る必要

がな くな る。
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そのようなメリットがあるにも係わらず,標 準化が進 まないのは世界的なレベルで規格を

調べる手段がないためだと思われる。その意味で本データベースが拡張され世界的に利用さ

れるようになれば,規 格の表記や分類などの標準化の必要性が自然と湧 き上が って くるもの

と期待する。
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17ア ジ ア 太 平 洋 交 流 デ ー タベ ー ス

の研 究 一 プ ロ トタ イ プ作 成 一

株式会社 西 日本新聞社





17.ア ジア 太 平 洋 交 流 デ ー タ ベ ー ス の研 究

一 プ ロ トタ イ プ の 作 成 一

17.1概 要

1了.1.1目 的

国際化時代が本格 的に到来 し,ア ジア太平洋地域か ら西 日本地区の窓 口 「九州 ・福 岡」を

訪ねる外国人旅行者,外 国人留学 ・研修生,外 国人労働者 は年 々急増 して いる。 こうした外

国人 は物 と情報 が氾濫 して いる日本 に来て,生 活情報を中心 に した各種情報の不足を訴えて

い る。

これ に対 して,地 方公共団体は国際会館,国 際プラザ,イ ンポー トマー トな ど各種のハー

ド作 りに相次 いで取 り組んでい る。 日本の国際化 は,確 かに目に見える建物 ・施設な どのハ

ー ド作 りは先行 して いる。 しか し,情 報基盤の確立や提供 サー ビス機能の強化な どの ソフ ト

作 りは,取 り組みが難 しいこともあ って後 回 しにな っている傾向が強 い。

西 日本新聞社 は,平 成2年 度の アジア太平洋交流 データベース(DB)の 研究 開始 に当た

り,福 岡地域の学者,専 門家,関 係の深い企業の責任者で構成す る研究 プ ロジェク トチーム

を編成 し,研 究活動 を行 った。平成3年 度 は専門家チ ームの再編成を行 い,第2次 研究会を

発足。 アジア太平洋交流DBの 具体的なプロ トタイプ作 りの コンセプ トや方向付 けにっ いて

議論 した。同時に検索 やメ ンテナ ンスなど種々のテス ト実験 を繰 り返 し,利 便性の高 いシス

テム技術の具体的な見通 しを付け ることを目的 とした。

1了.1.2実 施内容

(1)ア ジア太平洋交流DBプ ロ トタイプ作成時の情報内容

蓄積すべ き情報 内容,そ の優先順位,メ ンテナ ンス方法 などの検討を行 った。 その結果,

プロ トタイプの情報内容 は旅行者などを中心 に した短期滞在者を対象にす るとともに,情

報 は福 岡市 を中心 に した ものに絞 り込む ことに した。 この基本方針に基づ いて情報 内容の

種類 や量 にっ いて検討を重ね た。利用者 にとっての価値観を吟味 し,相 対 的な優先順位 を

判断。 また,同 時 に外 国人 とと もに日本人 に も役立つ情報を選 びだす こと も検討 した。

② プロ トタイプの システム設計 と実験 テス ト

プロ トタイプ情 報項 目は翻訳プログラム 「HICATS」 を使 って 日本文 と対 にな った

英文 に作 り上 げた。次 に汎用の検索 ソフ ト 「ORION」 を駆使 して アジア太平洋交流D
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Bプ ロ トタイプを構築 し,日 本語検索 や英語検索,更 にメンテナ ンスを繰 り返 し,実 験 テ

ス トを行 った。

(3)今 後の課題

アジア太平洋交流DBプ ロ トタイプの具体的な応用 と して,1995年 に福岡で開催 され る

ユニバ ーシアー ドとの関連付けを検討 した。費用面や採算面の試算 を行 い,一 般的 な受益

者負担の原則にっいて も討議 した。

17.2ア ジ アDBの 情 報 内 容

17.2.1情 報項 目の絞 り込み

研究会の討議 を参考 に,提 供情報を三 つに分類 した。(A)緊 急情報,(B)来 日時情報,

(C)在 日時情報で,各 分類 の情報内容 は表17-1の とお り規定 した。

表17-1提 供情報分類

大 分 類 内 容

A.緊 急 情 報 外国人の旅行時や滞在時における必要最低条件情報

B.来 日時情報

来 日期間が1日 か ら6ヵ 月以内の短期間 におけ る外国人の旅 行な

らびに滞在へ 向けての カウンセ リング,日 本の慣 習,生 活,観 光,

学習情報

C.在 日時情報

仕事や留学で1年 以上 日本で生活する外国人へ向けての教育,就

労,日 常生活,医 療 住宅情報

上記の大分類を,更 に小 さ く分類 して情報項 目を入れ込んだのが,表17-2の 第1次 案で

ある。

一170一



17.2.2ア ジアDBプ ロ トタイプ段階での情報項 目

プ ロ トタイプ段階で の情報項 目は,研 究会の検討を経 て福 岡市 とその周辺の事項 を中心 に,

全部 で338項 目と し,英 文への翻訳化を図 った。表17-2の 項 目数 は,プ ロ トタイプの項 目

数であ る。

表17-2情 報分類 と区分,及 び項 目数

分 類 区分1 区分2 項目数

A.緊 急情報 1.事 故 ・ トラ ブル

・エ チ ケ ッ ト

警察,消 防署,盗 難 交番制度,

運転免許
5件

2.病 気 外国人受入病院,領 事館 12件

3通 信 電話,電 報,郵 便 13件

B.来 日時

概要情 報

1.外 国人向け窓 口 領事館,観 光案内,旅 行代理店 19件

2.金 融 通貨,両 替機関 10件

3.交 通 航空,JR九 州,地 下 鉄,タ ク シー,

レンタカ ー,国 際 免許 証

1件

4.宿 泊 ユ ー スホ ステ ル,ホ テ ル,旅 館,

国民 宿 舎,ホ ー ム ス テ イ

2件

C.来 日時

生活情報

1.食 事 マナー,料 理の種 類,日 本料理店,

外国料理店,屋 台,各 種店舗情報

129件

2.シ ョ ッ ピ ン グ 購入方法,シ ョッピングゾー ン,

情報,免 税店,名 産品店

20件

3.娯 楽 ・余暇文化 ナイ トライフ,ス ポーツ施設,

娯楽遊興施設

13件

4.観 光 名所 ・旧跡,伝 統工芸,行 事 ・祭事,

観光ルー ト

114件

合 計 338件
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17.3プ ロ トタ イ プDB設 計

1了.3.1DBシ ステムの概要

(1)設 計方針

プロ トタイプの検索 システムは,日 立 のオペ レーテ ィングシステムrVOS3/ES1」

下で動作する汎用の情報検索 システム 「ORION」 を使用 した。今回,作 成 したア ジア

太平洋交流DB検 索 システムの設計概要 は次の とお りであ る。

①DB構 築環境

DB構 築環境 は,HITAC福 岡セ ンター内 にあるハ ー ドウェアと して,汎 用 コンピ

ュータのM-640/30を 使用,検 索端末 として当セ ンター内の ローカル端末 を使 った。

② 前提条件

・検索 は,情 報検索 システム 「ORION」 の標準検索機能であるコマ ン ドによ り行 い,

全画面モー ドでの検索 は行わ ない。

・収納す る レコー ドの件数 は,300件 程度 とす る。

・レコー ドの レイアウ トは,共 通部 ・日本語部 ・英語部の三つに分 ける。 データの作成

方 法 は,共 通部 ・日本語 部 は ワープロで作成 し,英 語部 は 日立 の 自動 翻訳 システ ム

rHICATS」 を使用。 日本語を英語 に翻訳 した結果,英 訳のおか しな部分 があれ

ば,対 話形式 で修正す る。

・キー ワー ドの抽 出方法 は,英 語 にっいて は検索 システムで 自動的に行 うが,日 本語 の

文章 にっ いては主 なキーワー ドを人の判断 により抽 出 し,デ ータの一部 と して登録 し

てお くことと した。

・画像処理にっ いて は,ハ ー ドウェア環境及 び作業工数等の問題によ り,サ ポー トしな

い ことと した。
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(2)実 行環境

● ハ ー ドウ ェア環 境(福 岡 セ ンタ ー)

M-640/30

M-640/30

中 央 処 理 装 置

128MB

ll↑-6140-KO6

I

C

P

コン帰 、

ディスプワ
プ リ ン タ

∨
8フ ロッピ

『
ll-6149-6AH-F8082-5011-6519-80

B

Y

M

P

X

デ杁ク
制御装置

/デ 、、ク ～

/駆鷲 欝ノ

r、鰍 デ杁)

漕 撒
11-6581-111-6586-Kl411-F6586-」04

B

L

M

P

X

磁 気テープ
制御装 置

○ ○
)

カヰリッジMT

○ ○
)かトリ

ッジMT
11-6481-lll-6485-lll-6485-1

磁 気 テープ

動 装 置

B

L

M

P

X

磁 気テープ

制 御装 置

ll-8481-A20Bll-8481-A10

B

L
M

P
X

漢字フ'リンタ
制御 装置

漢字プリンタ

＼_/命 。行/分

ll-8173-C10 1仁8172-PlO

B

Y

M

P

X

ターミナル

コントローラ
,。2ぶ

ノ

φ 。2。

＼

端 末 プ リンタ

∨
ll-4001-L81

205

＼
2050

ノ

一173一



1了.3.2デ ータ作成 ・更新方法

(1)入 力 データ作成手順

以下 の手順 に従 って入力データを作成 した。

① 富士通 ワープロで文書 データを作成。

i)使 用機器:富 士通 ワープロoAsYsメ イ ト3.5イ ンチ2HD

五)項 目ごとに所定の位置,行 数で文書 を作成。

iii)デ ータ作成時,日 英翻訳を意識 。

iv)漢 字項 目はすべて全角で入力。

v)罫 線は使用 しない。

vi)一 行全角35字(半 角70字)以 内 とす る。

② 富士通 ワープロ文書 を日立 ワープロ文書 に変換。

i)富 士通 ワープロ文書をMS-Dos形 式 に変換。

ii)日 立 ワープロでMS-DOS形 式 データを読 み込む。

使用機器:日 立 ワープロWITHME3.5イ ンチ2HD

苗)日 立 ワープ ロで通常文書 と して登録す る。

③ 日立 ワープロ文書 を 日立 ワークステー シ ョン用の文書 に変換。

i)使 用機 器:日 立 ワークステー ション2050/32E+(uNIx)

ii)拡 張ユーティ リテ ィ(文 書変換)で 変換す る。

④ 日立 ワー クステー シ ョンで 日英翻訳。 日英翻訳 ソフ トHICATSを 使 う。

i)翻 訳で きない文章は 日本語 を校正 し翻訳。

五)翻 訳で きない語はその都度辞書 に登録。

正)翻 訳 された英文を校正。(全 角文字 は,す べて半角文字 に訂 正)

iv)一 行半角70字 とす る。

⑤ 日立 ワー クステーシ ョンの文書 データをホス トコンピュータ(M-640/20)へ

転送。

i)文 書デ ータをUNIX形 式の一般 ファイル として登録。(/tmp/フ ァイル名)

i)フ ァイル転送(マ イクロメイ ンフ レーム結合)で ホス トコンピュータへ転送。

(WS→ ホス ト)

⑥DB入 力用 データを作成。

i)デ ー タフ ォーマ ッ トを固定長 に揃え る。

五)英 文の不要なデータ(共 通部 、 日本語キー ワー ド部)を 削除。
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正)デ ー タの レコー ド数 を揃 え る。

iv)英 文 の 最後 の 行 に エ ン ドマ ー ク(#END)を 入 れ る。

v)日 本 文 と英 文 を合 成 し,日 本文 と英 文 が対 にな った デ ー タに す る。

⑦ 変 換 後 の デ ー タを磁 気 テ ー プへ 出力 。

i)1レ コー ド120バ イ ト,1ブ ロ ック=20レ コー ド

i)デ ー タ件数338件

レコー ド数23,462レ コー ド

(DB登 録 後 レコー ド数 は,11,751レ コー ド)
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1了.3,3ア ジ アDBプ ロ トタ イ プ 検 索

● 日 本 語 起 動 に よ る 検 索 例

よ う こそ、 ア ジア 太平 洋 交 流 デ ー タ ペ ー スヘ

デ 一 夕 ペ一一スの 更 新 日1;1は920205

更 新ll,}刻は165736で す.

現 在 の デ ー タ件 数 は338件 で3'・

コマ ン ドを入 力 して 下 さ い.

1!FIHD病 院

121!荊 院

2!SCANEXPL=零 子{八 字

(下 蜘 　は ユ ーザ入 力)

象

亀

病 院 に関 す る情 報 を検鋒{する.(詰 当 レコー ドは12件)

12/
3/DISPLAY

眩 当 し た レ コ ー ドの 中 で 「子 供 」 に っ い て の 内 容 が 記 述

さ れ て い る レ コ ー ド を 検 索 す る.(該 当 レ コ ー ド は1件)SCANlE
XI,L=t子0い

"一 －tl水 稲 で 肥 述 さ れ て い る 項lllの 内 容 を 表 示 す る .

項 目1

登 録 番 号291

作 成 日付92.01.16

作成元
情報元

分類
区分1
区分2
区分3
資料名

情報 住所

di話

交通手段

所要時間

交通料金

説明 子供専門の病院.
3/DISPLAYEHAPI

西日本新聞社
リビング ・イン ・フクオカ

緊急情報

病気

病院

外国人受け入れ病院

市立こども病院

福岡市中央区唐人町2-5-1

713-3111

地下鉄=天 神～唐人町丁]1

約12分
160円

、徒歩約8分

英 語 で 肥 述 され て いる項 目の 内容 を表示 す る.

項目1

登 録 番 号291

{1…fi良日ll92.Ol.16

作 成 元 西 日 本 新 聞 社

栢 報 元 リ ビ ン グ ・イ ン ・フ ク オ カ

CLASSURGENTIHFORIiATION

DIYISIONISICKNESS

DlylSION2110SPITAL

DIYISICN3FOREIGNERACCEPL、;{CEIIOSPIT,、L

DATANAnESHIR11「SUKODOrlOttOSPII'AL

IHFORHATIONADDRESSFUKUOKACITYCIIUOUKUTOUJIHHACIII2-5-1

TELUPHONE713-3tll

TRAFFICHEANSUBI{AY=TENJIH-TOUJIHMACIIIALIGltTING

AHDABOUT8HIHUTESOHFOO'[

REQUIREDTIHEABOU「12HINUTES

TRAFFICFEES160YEN

EXI,LANATlONllOSP「rALOFSPECIAIAZlNGlllCIIILDREN.

3/qUIT 検 索 を終 了す る.

デ ー タ ベ ースの 検 索 を終 了 しま す.

ORION終 了。
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17.4今 後 の 課 題

1了.4.1他DBと のゲー トウェイ

(1)利 用 で きる他情 報

DBが 利用 され るためには情報が常 にメ ンテナンス されて,最 新の状態にあることが必

要であろ う。 そのためには自前の情報 だけでな く,利 用 で きる情報 を取 り込んだ り,他 の

DBと 手 をっ な ぐことも考えね ばな らないだ ろう。特 に公 的機関で作成 され たDBは 法令

や条例 あ るいはプ ライバ シーの問題を除 くと,で きるだけ公開 され る方向にある。 こうし

た貴重 な情報を どのよ うに利用す るか。

一方 商用化 されているDBと の 「連動」は技術 的
,あ るいは経費的に解決できる こと

が多い。例えば,「 日経 テ レコ ン」を見 ると各新聞社の記事DBや 日本科学技術情報セ ン

ターのJOISな どが連動 して いる。一般新聞ニ ュースは朝 日や読売,九 州 ・山口地域の

情報 やニ ュースは西 日本,経 済ニ ュースは日経,科 学技術 はJICSTな ど,得 意 とす る

情報 内容があ り,ユ ーザ はそれぞれ使 い分けて いる。

(2)ゲ ー トウェイの可能性

西 日本新聞社で は1989年9月 以降,新 聞記事DBを 「日経 ニ ュース ・テ レコン」 と 「共

同連動(K-WINDS)」 に送 りこんでいる。九州 ・山口地域の情報 は平成4年3月 には15万 件

をオーバー した。 また社外 か らの利用 も急増 して いる。社 内利用 も漸増傾向にあり,日 経

テ レコ ンか ら他DBを 検索す る こと も多 い。

更 に西 日本新聞社のパ ソコン通信rN-NET」 も1989年7月 か ら開局。1,800人 の会

員が1日300件 を超 え るア クセ スを行 ってい る。 また,福 岡県や福 岡市 やNTTな ど と

1986年 に設立 した キャプテ ン会社 も月間200万 画面を超え るア クセスがあ り,全 国的にユ

ニ ークな活動 を して いる。西 日本新聞社の情報 は記事DBだ けでな く上記パ ソコン通信 や

キャプテ ン会社 に も活用 され,逆 にパ ソコン通信やキ ャプテ ン利用の読者か らの意見 な ど

が紙面 にも活か されてい る。

ア ジア太平洋交流DBの 場合,西 日本新聞社関連のニ ューメディア群 とゲー トウェイで

利用 で きるよ うにすれば,効 率 は良 くなる。今後,公 的機関のDBや 交通 関係の予約 シス

テム,民 間の観光情報 や宿泊予約 システムな どとゲー トウェイの可能性 をさ ぐること も課

題 となろ う。
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1了.4.2ユ ニバー シアー ドとの関連

1995年8月23日 か ら9月3日 まで福岡市で開催 され るユニバ ーシアー ド大会には130ヵ 国

か ら6,000人 を超え る選手 ・役員が集 まる。開催期 間の前後,数 ヵ月にわた って国際関連の

イベ ン トも多彩 に計画 され,外 国人の旅行客 も急激 に増加す ることが予想 され る。

アジア太平洋交流DBは そ うした外国人への情報提供サー ビスと しては最適の システムで

あ り,今 回のプ ロ トタイ プ作 りの段階で も最初か ら福岡市のユニバー シアー ド推進室の率直

な提言 ・意見を聞 いた。福岡市 は国際交流や国際関連事業 において は日本で も先進都市で あ

る。外国人のためのサー ビスセ ンター 「レイ ンボープラザ」を1987年 に発足 させ,外 国人へ

の相談窓 口と して活動 させてい る。前年度 のアジア太平洋交流DB研 究会には 「レインボー

プラザ」か らも参加 して もらい,ア ジア太平洋交流DBシ ステムへの全面 的な賛同を得 た。

ユニバ ーシアー ド選手村,福 岡県 や福岡市 の各区役所の案内サー ビスセ ンター,あ るいは

空港や交通セ ンターなどにアジア太平洋交流DBの 端末機 を設置すれば,外 国人選手や旅行

客 などへ のサ ー ビス向上 に貢献で きそ うであ る。 ただ し,ユ ニバー シアー ド事務局 も各企業

団体の協賛 を呼 び掛けるなど,財 政 的に潤沢 といえない。今後,更 に費用対効果 などを十分

に検討す る必要があ る。

1了.4.3採 算性の問題

ア ジア太平洋交流DBの 構築 と運営には当然相当な経費がかかる。 開発費や ランニ ング コ

ス トや使用料 につ いて考 えてみた。

(1)開 発費

国際交流 を活発化す るため行政 レベルで は各種ハ ー ド作 りが相次いでいる。例えば,福

岡県 は平成7年 完成予定で 「国際会館」の建設,福 岡市の シーサイ ドももちに平成10年 完

成予定で 「ア ジア太平洋セ ンター」の建設,平 成7年 完成予定で福岡国際空港 ター ミナル

の増設な ど。北九州市で も平成4年 完成予定で 「イ ンポー トマー ト九州」の建設が計画 さ

れている。 このよ うなハ ー ド構想 は福岡県だけでな く,九 州各県共通の 目玉事業 として推

進 されて いる。 しか し,ハ ー ドを活かす ソフ ト機能 までまだ十分に手が回 っていないのが

実情 といえよ う。

本来 はハー ド作 りの段階でハー ドを活かす重要 ソフ トにっいては同時 に検討す べ きで あ

る。だが,や や もす ると形 に見え る枠組みや建物 に目を向け るあまり,形 と して見えない,

また作成 に手間取 るソフ ト作 りが後 回 しにな る傾 向 も見 られ る。ア ジア太平洋交流DB研

究会 は,特 に行政担 当者 のメ ンバーに理解 して戴 き,現 在,進 め られているハ ー ドと一 体
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で ソフ ト作 りを考え るべ きであ るとの共通認識 を得た。 このよ うな情報提供サ ー ビスは行

政 システムの省力化 とサー ビス向上 に役立ち,国 際交流事業を支え る道具 にな りうる。

その開発費 を大別す ると①初期設備費,② ソフ ト開発費,③ データ収集費の三つに分 け

られ る。

① 初期設備費

専用 コンピュータを設置す るな ら,約5億 円の大型が必要 とな る。 しか し,新 しく建

設 され る国際関連の ビルには各種 システムを集中処理す るための大型 コンピュー タが設

置 され るのが一般的である。そ うした コンピュータにアジア太平洋交流DBの 処理機能

を付加す る方法が考え られ る。 また,既 存の公共性の強 い情報処理 セ ンターにア ジア太

平洋交流DBの 処理機能 を付加す る場合 は約1.5億 円の費用ですむ。新規設置す るのに

較べて30%位 になる。

② ソフ ト開発費

検索 ソフ ト,翻 訳 ソフ ト,画 像 ソフ トな どメーカ提供 ソフ トとユ ーザサイ ドの ソフ ト

リンケー ジが必要であ る。 しか も,大 量のデータ収集 とメ ンテナ ンスにはさまざまな ソ

フ ト開発が発生す る。メーカのSE協 力費な どを含めて約5,000万 円位の経費が見込 ま

れ る。

③ データ収集費

ア ジア太平洋交流DBを 本格 的に稼働 させ る場合,教 育関連情報,就 労関連情報,観

光 関連情報,生 活関連情報(日 常生活 ・医療 ・住宅など)な ど約10万 件の データを収集,

入 力 しなけれ ばな らない。 この経 費 として約1億 円位が見込 まれる。

5年 償却 で考 えると,新 規の専用情報セ ンターの場合 は年間経 費1億2,000万 円,既

存の情報 セ ンターに併設 した場合は年 間経費5,000万 円となる。

② 運 営費用

DBシ ステムを運営 してい くには,運 営要員 とデータメンテナ ンスが必要 となる。専用

情報セ ンターの運 営要員 と して は,コ ンピュータ要員,端 末機要員,DBメ ンテナ ンス要

員な ど5人 が必要 となる。既存の情報セ ンターに併設 した場合,他 業務 の運営要員 と兼任

で きるため3人 位 ですむが,コ ンピュータ使用料が年間約3,000万 円発生す る。 メ ンテナ

ンス費用 は初期 データ収集費の20%程 度 かか ることが予想 され る。

初期開発費 と運 営費を総合 して,5年 償却す るとき,専 用情報セ ンターの場合 は年間約

1億8,000万 円,既 存の情報セ ンター併設 の場合が年間約1億2,400万 円とな り,併 設の

方が年間5,600万 円有利 とな る。
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(3)利 用料

運営費については,各 行政機関や情報を必要 とす る民間団体が端末機を設置 して,利 用

料を負担する形が考えられる。ある行政機関の国際関連の責任者は 「アジア太平洋交流

DBの 内容が良 くて,利 用率があがれば年間の運営費にっいては協力できるし,各 県や有

力都市で も 〈端末設置費+情 報センター利用費〉として年間予算に組み込むことも可能だ

ろう」と発言 している。

当初の計画段階では,端 末機を30台 前後設置するスケジュールが考え られるが,そ の場

合 〈端末+情 報利用料〉として1台 当たり年間400万 円となる。
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18先 端産 業分野 におけ る専 門用語 の

電 子辞書 データベース化の調査研 究

科学技術情報研究所株式会社





18.先 端 産 業 分 野 に お け る 専 門 用 語 の

電 子 辞 書 デ ー タ ベ ー ス化 の調 査 研 究

18.1概 要

コンピュータを応用 した機械翻訳 の研究 は,1965年 に米国 において,そ の実用化 は困難であ

るとす るALPAC(AutomaticLanguageProcessingAdvisoryCo㎜ittee)レ ポー トが出 さ

れて以降,20年 程の停滞期 間を経験 してきたが,近 年,人 工知能研究の隆盛に伴 って,機 械 翻

訳 への関心 も復活 しっっあ る。例えば,米 空軍のSYSTRANは,露 ・独 ・仏語か ら英語 へ

の翻訳のパ ソコ ン版 が開発 され,ま た 日英翻訳版の開発 も進め られて いる。EC委 員会で は,

域 内各国語の相互翻訳 に機械翻訳を適用す るため1977年 にSYSTRANを 採用 し,そ の改良

開発 を進めて いる。現在 では,「 英 →仏 ・伊 ・独 ・西 ・葡」,「 仏→英 ・独 ・蘭 ・伊」,「 独

→英 ・仏 」 とい う11組 の言語 間の翻訳 システムの開発 が継 続 され ,委 員会 の各部局 の ほか,

NATO,カ ールスルーエの原子力研究セ ンター,ド イツ国鉄 などか らも利用 されてい る。 ま

た,フ ラ ンスで はMinitelを 通 じて,こ の システムを広 く利用で きるようになってい る。

こうした海外の研究状況 に対 して,わ が国で は,西 欧諸国語特 に英語 と,日 本語 との間の翻

訳 には,従 来か ら強い需要があ り,こ れを受 けて機械翻訳 システムの研究が着実に進 め られて

きた。 こうした長年の努 力が,近 来の計算機能力の著 しい向上 と相 侯 って,機 械翻訳 システム

の製品化,実 用化の事例が,い まや急速 に増大す るに至 っている。

現状 にお ける機械翻訳 の応用事例 と しては,マ ニ ュアル類の翻訳が多いよ うであ るが,こ れ

らは文章構造が定型的で簡単 なこともあ り,下 訳程度 には十分使え る精度が得 られてい るか ら

である。機械翻訳 の適用 の次段階 として は,科 学技術関係の文書 ・文献への適用が有力である。

この種の文書 は,文 法 的に正確な記述 を行 うのが本来で あり,そ れだ け機械翻訳 にな じみやす

い文章か らな っている と考え られ る。 また,実 際の翻訳需要において も,今 日のわが国社会 の

国際化の進展を反 映 して,技 術関係文書の翻訳量が,翻 訳全体の大 きな部分を 占め るに至 って

いる もの と推定 される。 この ような観点か ら,科 学技術関係文書 ・文献 には機械翻訳 を適用 し

よ うとす るの は,極 あて妥 当な発想 と思われ る。

ところで,機 械翻訳を上記のよ うに先端科学技術関係に適用す るとしたときの大 きな問題 は,

専門用語 の翻訳 である。機械翻訳 システムで は,原 文を文法的 に解析 し,そ の結果 を 目的言語

へ文法的に合成す る ことが,研 究開発の主体 にな ってい る。 こうした処理のために は,そ れぞ

れの翻訳方式 に即 した専用の辞書を整備す る必要があ り,各 システムでは一般 的 ・常用 的な文
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章の解釈 ・翻訳に必要な辞書は,シ ステムの基本要素として整備されている。 しか し,科 学技

術文献を機械翻訳 しようとする場合,こ うした 「基本辞書」だけでは当然不十分であり,各 分

野における専門的な用語に関する辞書を用意 しなければ 翻訳処理はできない。こうした 「専

門辞書」の類は,限 られた分野に関 して,翻 訳 システムに対する付属品として販売される例が

みられるものの,全 く不十分であることは否定できない。 したが って,こ うした専門辞書の作

成は各利用者が行わざるを得ないことになるが,実 際上これは容易なことではなかろう。たし

かに,翻 訳システムを運用 してゆ くなかで,翻 訳不能,あ るいは翻訳不調が発生 した際,そ の

原因が辞書に専門語が登録 されていなかったという場合に,そ の語彙を追加登録 してゆくとい

うことを根気よく続けてゆけば,徐 々にその利用者にとっての専門語辞書が形成 されるはずで

ある。 しかし,こ うした過程を利用者各々の努力にまっのは,全 体的には膨大な重複投資とも

なる上に,実 務上,多 くの専門語をいちいち登録 した後でなければ,っ まり,機 械翻訳 システ

ムを相当の手間ひまをかけて使い込んだ後でなければ,そ の円滑な運用が実現できないという

のでは,機 械翻訳システムの普及自体が望めないということにっながる可能性がある。特に先

端技術関係にっいては,翻 訳需要が非常に高いと見込まれるところであるが,そ の反面,文 字

どおりの先端性ゆえに専門用語の辞書の整備と更新は一般的に困難といえる。

こうした状況認識に立つとき,機 械翻訳 システムへの適用を前提にした専門用語辞書を効率

的,効 果的に整備 し,常 に最新の状態を維持 してゆ くための手法にっいての調査研究は,機 械

翻訳の今後の普及に向けて,現 在最 も必要な研究の一つであるといえるであろう。

本調査研究は,上 記のような論点を踏まえて,先 端産業分野における専門的科学技術文献に

おいて,専 門的な用語が,ど のように,ま たどの程度用いられているかを,文 献を収集 して実

証的に調査 ・検討 して,電 子化専門用語辞書の作成 ・維持管理のための基礎的なデータを提供

することを目的としたものである。本年度の調査においては,英 文文献を収集 して,用 語の使

用頻度を分析 し,ま たこれ ら用語を既存の電子化英和辞書数種 と突き合わせて,分 野別の和訳

語を分析 した。最近の専門用語では,一 般的単語を連ねて特定の専門的事項を表す複合語の比

重が増 していることに鑑み,こ の種の複合専門句の抽出方式にっいて も実験に基づいた検討を

行った。次に,専 門用語の分析では,専 門分野別で状況が大幅に異なることが予想 される。 こ

の点にっいて,材 料,エ レク トロニクス,情 報の3分 野について,各 々の専門家による専門語

彙の検討を行った。

上記において,英 日翻訳のために専門用語辞書を整備するための,実 際的な問題点とその解

決の方向が,統 計的データとともに示された。そこで,今 後更に日英翻訳のための専門辞書に

関する調査研究を実施することを通 して,機 械翻訳のための専門用語辞書整備に関する総合的
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な指針が策定され得るものと期待される。

18.1.1目 的

コンピュータによる機械翻訳システムは,よ うやく実用段階に到達 した もののごとくであ

り,昨 今わが国では,特 にワークステーションやパソコンといった小型機上で稼働するシス

テムも製品化され,実 用事例 も積み重ねられっつある。 こうした機械翻訳システムの実用に

際 して,大 きな問題 となるのが,専 門用語辞書である。即ち,翻 訳システムはごく一般的な

文例の翻訳にっいて一応の精度を確保する形で開発 ・出荷される。そこで,利 用者が専門的

分野の文書の翻訳にこうしたシステムを適用しようとすれば それぞれの分野での専門用語

の翻訳辞書を自ら整備 ・蓄積 してゆく必要がある。このことは,実 際には相当に困難なこと

であ り,特 にシステム使用の初期においては,辞 書登録を頻繁に行 ってゆかなければならず,

このため実務的な翻訳効率は著 しく低下 して,結 局,機 械翻訳の利用 自体が阻害されるとい

った事態が予想 される。

こうした状況を回避するには,機 械翻訳 システムとともに,各 専門分野にっいて最新の用

語を網羅 した翻訳用辞書が利用者に提供 されることが望ましい。現状では,機 械翻訳 システ

ムの製作者は,基 礎的翻訳辞書の整備だけで精一杯というような状況とみ られ,専 門用語辞

書の必要性は十分認識 しているものの,そ の整備のためのデータ,手 法等,基 本的な研究 も

行われていないといってよい。

本調査研究では,薬 日 ・日英機械翻訳 システムに適用される電子化専門用語辞書にっいて,

その構築 と維持管理の方法を検討するため,科 学技術文献を収集 し,そ こでの専門的用語の

使用状況にっいて,頻 度統計を中心とした統計的分析を加える。その結果を踏まえて,特 定

の専門分野にっいて,専 門家による検討を得て,専 門分野における専門用語使用の特性を明

らかにする。これ らにより,専 門用語辞書の作成と経常的な更新のための基礎的なデータを

提供 して,翻 訳システムの製作者や利用者において,機 械翻訳向きの専門用語辞書を効率的

に整備 してゆくための指針を与えることを目的とする。

なお,本 年度の調査研究では,英 日翻訳を対象とし,し たがって,英 文の先端科学技術文

献を収集整理 して,そ こでの英文専門用語の使用実態を分析 し,そ れ らに対 して日本語訳を

与えるための専門英和辞書の整備にっいて検討 した。

18.1.2実 施 内 容

およそ,先 端 的な科学技術 分野 とは何であるか,ま たそれ らにおいて公表 され,よ く流通
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して いる文献 にはどのよ うな ものが あるか にっいて,全 般的な鳥鰍図 を描 くことは必ず しも

容易で はない。 この点,本 調査研究 の実施主体であ る科学技術情報研究所(J-TIES)は,こ

れまで欧米 の機関 ・企 業 と提携 した調査業務を多 く行 って きてお り,上 記の ような全般的事

情に関す る基礎的資料,知 識の業績 を得て いる。今回の調査研究にお いて は,こ う した蓄積

を もとに して,更 に関係各方面について予備的調査を行 い,必 要な資料の収集を行 って,そ

の結果を専 門家 により構成 された 「評価委員会」 に諮 って方針を決定 して ゆ くとい う方式を

採 った。 また調査の各段階に応 じて 「評価委員会」での評価 を仰いで い る。

本調査の具体的手順 は次の とお りであ る。

(1)調 査対象分野の設定 …… 調査対象 とす る先端技術分野 として,材 料,エ レク トロニ

クス,情 報 の3分 野 を選定 し,こ れを主軸 と して,こ の他

の分野 について も可能 な範囲で調査を実施 した。

(2)調 査対象文献の収集 …… 統計 的調査の対象 とす る文献 と して,JACS(Journal

ofAmericanCeramicSociety)(材 料分野),IEEE

Tran-sactiononElectronDevices(エ レク トロニ クス分

野),わ が国の代表的学会誌 の英文論文要 旨等(情 報分野

及 びその他 の分野),OpticsIndex(OpticalSocietyof

America)(光 学分野)な どを用 いた。

(3)調 査対象文献の機械可読化(電 子化)… …OCRに よる文献 の読み取 りとスペル校正。

(4)英 文文法語 ・常用語辞書の作成 …… 専門語の 自動抽 出の際 除去す るべ き単語句の

リス トの作成。

(5)用 語出現頻度の分析 …… 用語 の出現頻度の統計,分 野別の語彙 の大 きさ,使 用の集

中度等 の測定,文 法語 ・常用語の除去後 の専 門的用語 の頻

度統計等。

(6)電 子化英和辞書の収集 …… 既存の和英対訳電子化辞書4種 を収集 した。

(7)頻 出用語 と英和辞書の突 き合わせ による和訳可能性の分析 …… 多 く使用 され る専門

的用語 について,上 記対訳辞書 と突合 させ,既 製の辞書か

ら漏れて いる重要 語を検 出す る他,分 野 に応 じて,和 訳語

の使 い分 けが行われ る事例等 を明 らか に した。

(8)用 語の同時 出現頻度の分析 …… 同一文章内 において,同 時 に用 い られ ることの多 い

単語の対を検 出 して,各 分野 における専門的用語を抽 出す

るための方法 を検討 した。
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(9)用 語出現頻度の時系列的変動分析 …… 用語の使用頻度を時系列的な統計 とし,専 門

用語の発生から死滅に至る状況を実態的に調査 した。

(10)複合的専門用語の自動抽出方式の検討 …… 昨今の専門用語は,一 般的な単語を連ね

て合成されることが多い。こうした複合的専門用語を効率

的に検出するための手法を検討 した。

(11)既製機械翻訳システムによる調査対象文献の英日機械翻訳実験 …… 一般語辞書だけ

を内蔵する既製の翻訳 システムを用いて,調 査対象文献の

和訳を試み,専 門語がどのように 「誤訳」されたり,ま た

翻訳不能に陥るかを実験 した。

(12)専門分野別の専門語彙の特徴分析 …… 上記の各種統計分析,実 験を総括するかたち

で,材 料,エ レク トロニクス,情 報の3分 野について,専

門の立場か ら,各 分野における専門語彙の特徴等を分析 し

た。

(13)専門用語翻訳における問題点の解明 …… 先端科学技術分野における翻訳書の編集 ・

出版の実際か らみた,専 門用語翻訳における問題点を整理

し,解 決の方策を検討 した。

18.2調 査 研 究 結 果

18.2.1専 門用語の分野別 出現頻度分析

主た る調査分野(材 料,エ レク トロニ クス,情 報)及 び参考調査分野(11分 野)に おいて,

使用頻度 の高 い専 門的用語(単 語)の 一 覧表が得 られ た。更 に,上 記3分 野 について,使 用

語彙 の集 中 ・分散度 を調査 し,「 情報 〉 エ レク トロニ クス 〉 材料」の順 で,用 語の

集中使用度が高 いこ とが判明 した。そ して,情 報分野のよ うな集 中度の高い分野で は,複 合

的な専門語句が重要 な役割 を果た して いることに鑑み,こ れ らの効率的抽 出方式 につ いて,

後記 のよ うな検討を行 った。

18.2.2電 子化辞書 との照合分析

調査対象文献 に現 われた用語を,「 学術用語辞書」及 びrJIS用 語辞書」 と突 き合わせ

て,辞 書 に未登録 の頻 出用語の一覧を得 た。次に,こ れ ら電子化辞書 における適用 分野 区分

と,そ れに応 じた和訳語の訳 し分 けの要否 について調査 し,適 用分野数 と和訳語の種類数 に
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よ る用語数集計表 を得た。 これを もとに,「 多分野 に適用 され るが,同 一和訳語が用い られ

る用語 の例 」,「 多分野に適用 され,分 野 ごとの訳 し分けが行われ る用語 の例」,「 特定分

野 に適用 されるが,分 野内で多 くの訳 し分 けが行われ る用語の例 」を抽 出 した。

18.2,3同 時 出現頻度分析

主た る調査3分 野 ごとに,同 一文章 中の単語対 にっいて頻度統計 を行い,同 時に用 い られ

る ことが多 い単語の対 を抽出 した。その結果 を検討 した ところ,各 分野の特性を効果的に表

す単語が,こ の方法で抽 出され ることが確認 された。即ち,こ れによれば,専 門用語辞書の

更新 ・維持管理を効率的に行 うための資料 を提供す ることがで きる。

18.2.4出 現頻度 の時系列変動分析

光学分野 におけ る最近15年 間での使用語彙 について,5年 間ずつの3期 に分 けて,時 系列

的な頻度統計を行 った。 この手法によ り,3期 と もほぼ同一の頻度順位を維持 して いる用語,

第1期 か ら2期,3期 と次第に順位を上げている もの,第1期 か ら2期 へ と順位を上げた後,

3期 では再び順位 を下げて いる用語 など,変 動パ ター ン別の用語例を示 した。 こうした使用

頻度の経年的変動を監視す ることは専 門用語辞書の維持管理 に とって重要であ る。

18.2.5複 合専門語抽 出方式 の研究

昨今 は,ジ ェネ リックな単語を連 ね ることによって,新 たな専門語を形成す るとい う事例

が多 くな って いる。 この種の複合的専門語句 は,単 純な単語単位 の処理で は,専 門語 として

識別 ・分離で きな い。そ こで,冠 詞,接 続詞 のほか,"inorderto"な どの複合的接続句

等 を手掛か りとして,上 記のよ うな複合的専門語句 を抽出す るアル ゴ リズムを検討 し,実 験

した。 この手法 によれば,複 合的専門語句の候補 を効率的に抽 出で き,専 門辞書 の維持管理

に有 効で ある。

18.2.6専 門語彙の分野別特徴分析

上記の結果を踏 まえて,材 料,エ レク トロニ クス,情 報の3分 野 につ いて,各 々の専門家

が総合的に検討を加え,そ の専門語彙の特性 を論 じた。また,翻 訳書の編集 ・出版の実務 的

経験 を踏 まえて,日 英 における専 門語使用の態様を比較検討 し,英 語 と日本語 の専 門語 に係

わ る問題点を指摘 した。
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18.3今 後 の 課 題

本調査研究全般を通 じて,先 端的科学技術分野における専門用語の使用実態を統計的に把握

すると同時に,こ うした統計分析を反復適用 して,機 械翻訳のための専門用語辞書の,継 続的

な更新 ・維持管理を効率的に実施できる用語調査手法を検討 した。その結果,当 面有効と考え

られる専門用語抽出方式が提案された。

本年度の調査研究は,英 日翻訳を主題としたものである。 ここで得 られた知見 とアイデアの

多 くは,日 英機械翻訳のための専門用語辞書の作成 ・更新にっいて も拡張 して適用可能と考え

られる。 したがって,来 年度以降は,日 英翻訳を主題とした調査研究を行 った上,更 に両者を

統合的に検討 しつつ,手 法を精緻化することにより,自 動翻訳に向けた専門用語辞書整備のた

めの総合的指針及びそのシステム化方式の提案に至ることが期待される。
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19書 誌 デ ー タベ ー ス用 ダ イ ナ ミック シ ソ ー ラ ス ・

エ ンジ ンの構 築 と自然 言 語検 索 システムへ の応 用

株式会社 紀伊國屋書店





19.書 誌 デ ー タ ベ ー ス 用 ダ イ ナ ミ ッ ク シ ソ ー ラ ス ・エ ン ジ ン の

構 築 と 自然 言 語 検 索 シ ス テ ム へ の 応 用

19.1研 究 の 目 的

19.1.1基 本 構 想

言葉 自体 を電算プ ログラ ミングの ソースコー ドと見な し,言 葉 自体 に考え させ,ま とめ さ

せ る ことがで きないか。そのためには,言 葉 自体の計 算可能 な論理 と言葉 の構成 を中核 とす

る文書の計算可能 な構造性の解明が必要で,そ の程度 に応 じて応用方 向へ の組織化の展望 も

開けて くる。 ダイナ ミックシソー ラスの構想 も,こ の方 向に沿 った開発構想で ある。

ダイナ ミックシソー ラス ・エ ンジン ・プロジェク トは,言 葉 自体 の理論性 の解析原理 と し

て石川方式(1991年 度 報告 を参照)を 採用 し,要 素の重要度順に実験 ・改良 ・応用 に取 り組

んでお り,初 年度 は,文 書の記述者の伝達意 図を表明 して いる表現動作動詞 の有効性の実験

・証明で あ ったが,今 年度 は,そ の表現動 作動詞の網羅 的作動実験 と問題点 の洗 い出 し,そ

して解決方法の探 り出 しに専念 した。

19.1.2具 体的取 り組み

書誌データベースBOOKの 記述文(標 題,要 旨,内 容など)を 材料 として,動 詞基本概

念体系下での文書の記述者意図伝達を表す動詞(表 現動作動詞,意 図動作動詞など)を 手掛

かりとして主題表現構文を抽出 して文意解析 し,そ の動詞句に含まれ る名詞を主題表現用語

として採集 し,そ れによる検索で高適合 ・高網羅の検索性能の達成を試みた。

当然,原 理の現実データベースへの適用では論理上の不全(構 文解析での抽出漏れ,ノ イ

ズ抽出 ・採集など)や 構造上の不全(言 葉の論理性か らでなくデータベースの設計 ・制作上

の規約と遵守の曖昧性)な ども想定 されるので,問 題点を列挙 し,課 題 と対策 も述べた。

19.2シ ス テ ム 機 能

19.2.1使 用 データ

本 プロジ ェク トで は,BOOKデ ータベースを使用 した。 これは,口 外 ア ソシエーツ株式

会社が作製 し,ASSISTオ ンライ ンシステムを通 して提供 してい る図書 内容情報のデー

タベー スであ る。 このデータベースの累積 データ数 は,1991年 度 で約20万 点で あ る。
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BOOKデ ータベースは,大 きく分 けて 「課題 」 「要 旨」 「内容」の三つか ら構成 されて

いる。本プ ロジェク トの調査対象 は,こ の 「要 旨」の部分 である。

19.2.2シ ステム機能

機能図 において,用 語抽 出システムは,口 外 ア ソシエー ツ株式会社が開発 したデータベ ー

ス用語管理 システムであるNICEの 機能を使用 した。NICEは,ス トップ ワー ド方式 に

よる用語抽出機能 と辞書方式 によ るキー ワー ド抽出 ・拡充機能を もって いるが,本 プ ロジェ

ク トで は,NICEの 用語抽 出機能 の部分 を利用 した。

DTEシ ステム と用語抽出 システムを組 み合わせた ものを,以 下 でSYSTEMと 呼ぶ。

DTEシ ステム には,キ ー ワー ド抽出機能 と要 旨検索機能の二つがあ る。

BOOK

デ ー タ

DTE

シ ス テ ム

用言 辞書

な ど

DTE

シ ス テ ム

用語抽出

システム

iN、CE

用語抽 出

システム

検索

(照 合)

図19-1シ ステム機能図

19.2.2.1キ ー ワー ド抽出機能

BOOKデ ータベースの要 旨に対 して,最 初 にDTEシ ステムを適用 し,そ の 出力結果

に対 して用語抽 出 システムを適用す る。

DTEシ ステムは用言辞書その他 を参照 して,キ ー フレーズ(キ ーセ ンテ ンスの場合 も

含む)を 切 り出 し,用 語抽 出システムは単語切 り出 し機能 を使用 して,キ ー フ レーズか ら

キー ワー ドを抽 出す る。データ#126を 例 に とって,こ の流れ を説明す る。

#126【 標題】LISPに よる自然言語処理
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【要 旨】 本書 はAIの コンピュータ言語 と もいうべ きLISPを 用 いた 自然言語処 理

を 出来 るだ けや さ しく解説 す る ことを 目的 と して い る。 したが って,

LISPの 関数 は出来 るだけ基本 的な ものを少数用 いるよ うに した。

i)DTEシ ステムは,要 旨の 中か ら,表 現動作動詞 「目的と してい る」 に基づ き,rAI

の コンピュータ言語 と もい うべ きLISPを 用いた自然言語処理を 出来 るだけや さ しく解説

す ること」の部分 をキーフ レーズと して抽出す る。

li)用 語抽出 システムは,DTEシ ステムが抽出 したキー フレーズの中か ら以下 のキーワ

ー ドを抽出す る。

AI,コ ンピュータ言語,LISP,自 然言語処理

iii)抽 出キー ワー ドの評価 … これに対 して,DTEシ ステムを使用 しな い場合,用 語

抽 出システムは以下 の用語 を抽 出す る。

本書,AI,コ ンピュータ言語,LISP,自 然言語処理 関数,少 数

この要 旨に対 して,人 間が真 のキーワー ドと して付与 した もの はrLISP」 と 「自然

言語処理」であ る。 したが って,SYSTEMは,用 語抽出 システムのみを使用 した場合

よ りも,最 適キー ワー ド候補を抽 出す る確立が高いといえ る。

19.2.2.2検 索機能

SYSTEMは,検 索者が 自然文で入力 した質問文 に対 して も,要 旨の場合 と同様の処

理 を行 う。即 ち,DTEシ ステム と用語抽 出システムを適用 し,質 問文のキー ワー ドを抽

出す る。 そ して,質 問文 内抽出キーワー ドとBOOKデ ー タベ ース内抽出 ・付与 キーワー

ドを照合 し,検 索 す る。例 と して,検 索者が次のよ うな質問文 を入力 した として,こ の流

れを検討す る。

質 問文:コ ンピュー タによる自然言語処理 にっいて知 りたい。

i)DTEシ ステム は,こ の質問文か ら,質 問意図表現動作動詞 「知 りたい」に基づ き,

「コンピュータによる自然言語処理」の部分 をキーフ レーズ と して抽出す る。

li)用 語抽 出 システム は,DTEシ ステムが抽 出 したキーフ レーズか ら,以 下 のキーワー

ドを切 り出す。

コンピュー タ,自 然言 語処理

茄)DTEシ ステム は,BOOKデ ータベースの中か ら,「 コンピュータ」 「自然言語処

理 」のキーワー ドが付与 されてい るデータを検索す る。デー タ#126と この質 問文 は,

「自然言語処理」 とい うキー ワー ドを共有す るので,デ ー タ#126は 検索 の対象 となる。
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iv)検 索機能の評価 … 質 問文 に単 なる 「関数」をキーワー ドと して含んでい る場合 に

は,デ ータ#126は 検索 され るべ きで はない。 したが って,こ の場合,SYSTEMが

付与 したキーワー ドは,用 語抽 出 システムのみを使用 した場合 よりも,検 索精度 の高 い

検索がで きるといえ る。

19.2.3キ ーフ レーズ抽出ルール

BOOKデ ータベースの要 旨部分 に対 してキーフ レーズ抽 出ルールを適用 して,キ ーフ レ

ーズを抽出す る。次に,こ のキー フ レーズ に対 して用語抽 出 システムを適用 させ,キ ー ワー

ドを抽 出す る。以下 で,幾 つかのルールの例を挙 げる。

第1グ ループ(本 の要 旨に特有 なルール)

ルールAr● ●● は/で は+～+で あ る/で す/に ある+文 末」

#24【 標題】 図解 人工知能入 門

【要 旨】 本書 は,{A:人 工知能 に関す る初心者 向けの解説書}ず す。特に,図

を多 くし,文 章をや さしくして,初 心者 にもわか りやす いよ うに心がけて

います。

注:● ●●の リス ト … 本書 は 本書 では 本著作はetc.

第2グ ループ(表 現動作動詞 に関す る一般ルール)

ルール6「 ～(前 の動詞 まで)+助 詞(関 連格/目 的格)+表 現動作動詞」

#159【 標題】 比喩 と理解

【要 旨】 生 きた実例を豊富に駆使 して,(6:比 喩を通 した認知の メカニズム)

を詳細 に分析。本格 的比喩研究 の書。

注:表 現動作動詞 とは,動 詞辞書でACTADEの コー ドを もつ もので あ る。

第3グ ル・一一プ(括 弧に関す るルール)

以下の括弧の中をキーフ レーズ とす る。

〈 〉 《 》 「 」r』""

#147【 標題】 意味 と情報

【要 旨】 情報な るものが単 に大量 に氾濫 しているだけでは,人 々の間の コ ミュ

ニ ケーシ ョンも,社 会的な統合 も促進 され るとは限 らな い。情報 は適切

な意味を担 って適切な場 で伝え られ るのでな ければ役 に立たな い。つま

り,情 報に とって は,単 に形式的な量だけでな く,そ のr{意 味}』 と

r{文 脈}』 が重要である。 そ こでそ うい う観点か ら,情 報 とい うもの
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を見よ うとい うのが,こ の一連の共通のテ ーマであ り,全 体をまとめて

r{意 味 と情報}』 と名づけた次第であ る。

19.3シ ス テ ム の 構 築

システムの全体 は図19-2の ような構造 を もっ。

① ルール定義

↓

② ルール生成

↓

③ ルール抽出

↓

④ 表示 ・出力

図19-2シ ステムの構造

19.2で 示 したダイナ ミックシソーラス ・エ ンジ ン(DTE)の 抽出ルールに基づ き,入 力デ

ータか ら該当す る部分 を抽出す る
。抽出 した部分 は,入 力データにマー クア ップ方式で結果を

示 し出力す る。出力 された結 果には入力データが保存されて いるので,こ れを使 って抽出され

た部分の表示色 を変 えた り,反 転表示を させ た りで きるほか,他 システムヘ デ一夕を渡 し,更

に処 理を重ねて行 うことが可能 とな ってい る。

システム構築の方針 と しては,ダ イナ ミックシソーラス ・エ ンジ ンのルールによる動作の機

能確認を主 に行 い,今 後の実用 システムを可能な限 りエ レガ ン トでスマー トで高速なプログラ

ム にす るための基礎 データを収集す ることを目的 とす る。

19.4評 価 実 験

19.4.1評 価 実 験 方 法
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19.4.1.1評 価の背景

書籍 ・論文 においては,「 著者の意図」 「本文」 「要 旨 ・抄録 」 「表題」 「キー ワー ド」

の間には次の よ うな関係が成 り立つ とされている。

著者の頭 の中 に漠然 とある 「著者の意図」が 「本文」に言語で表現 され,「 本文」のエ

ッセ ンスが 「要 旨 ・抄録」に簡潔にまとめ られ,更 にその中心概念を典 型的な句 もしくは

文で表現 した ものが 「標題 」 とな り,単 語で表現 した ものが 「キーワー ド」 とい うことを

表 している。 「キー ワー ド」 は,索 引者 が 「要 旨 ・抄録 」 「標題 」を参考 に して付与 す る。

19.4.1.2評 価の尺度

索引作成支援 システムと して,そ の性能を評価す るため には,「 要 旨 ・抄録 」か ら抽 出

したキー ワー ドを,以 下の2点 か ら評価す る必要があ る。

i)TitleKeyword(標 題キーワー ド)

「要 旨 ・抄録」の中心概念 を典型的な句又 は文で表現 した ものが 「標題 」で あると

す ると,「 標題 」がキーワー ドを含んでい る確率 は極めて高 い。 したが って,抽 出キ

ー ワー ドと 「標題 」を比較す ることによ って ,索 引作成支援 システムが どの程度 「要

旨 ・抄録 」の中心概念 を再現 して いるかを評価す ることがで きる。

li)IndexedKeyword(人 間が付与 したキー ワー ド)

索引者 は,「 要 旨 ・抄録」 と 「標題」を総合 的に判断 してキ ーワー ドを付与す る。

したが って,索 引者が付与 したキー ワー ドと比較す る ことによ って,索 引生成支援 シ

ステムの精度を評価す ることがで きる。

本 プロジェク トの使用 データベ ースは,BOOKデ ー タベースであ る。 この各 データの

「要 旨」は,主 に本の帯 ジャケ ッ トな どを もとに してお り,多 分 に広告,キ ャッチ フレ

ーズの性質 を帯 びて いる。 また,「 標題」 も,読 者 の関心を引 くための表現 にな ってい る

ことが多 い。そのため,「 要 旨」の中心概念が 「標題 」に凝縮 して表現 されて いると考え

るよりも,「 要 旨」 と 「標題」全体で一つの概念 を完成 させて いると判断で きる。

BOOKデ ータベースの この性質 を考慮 して,本 プロジェク トで は,抽 出キー ワー ドを

標題 とは比較 せず,も っぱ ら人間が抽 出 したキー ワー ドと比較す る ことにす る。

19.4.1.3人 間が抽出 したキーワー ド

DTEシ ステムとの 目的 は,要 旨を対象 に,主 題 を的確に表現 して いるキー フ レーズを

抽 出す ることにある。そ こで,本 プ ロジェク トでは,人 間がBOOKデ ータベ ースの要 旨
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を検討 し,キ ーワー ドを設定 した。

#2【 標題】 現実の脳 人工の心

【要 旨】 物理学 ・システム理論 ・人工知 能 ・ニ ューラルネ ッ ト・分子計算機 の

視点か らr心 』解明の道を探 る。

データ#2の 要 旨の中で は,主 題を表すキー ワー ドは 「心 」であ り,事 項 を表すキー ワ

ー ドは 「物理学 」 「システム理論」 「人工知能 」 「ニ ュー ラルネ ッ ト」 「分子計算機」で

ある。 この ことに対 し,人 間が抽 出 したキーワー ドは 「心 」だけであ る。

19.4.1,4シ ステムが抽 出 したキーワー ドと人間が抽 出 したキー ワー ドの照合法

照合法 には,「 形 態一致」 と 「意味的一致」があ る。 「形態一致」 とは,表 記が完全 に

一致す る場合であ り,「 意味的一致」 は,表 記が異な ってい るが,指 示 して いる内容が同

じ場合であ る。本 プ ロジェク トでは,人 間が抽 出 した キー ワー ドは要 旨に表記 された とお

りの表現のみを採用 し,別 話で置 き換えることは しな い。 したが って,「 意味的一致」 は

考慮 しな い。

今 回の評価作業では,次 の三つの場合に,要 旨か ら抽出 したキーワー ドが有効であ ると

見な した。

・ 人間が抽出 したキーワー ドとシステムが抽 出 したキー ワー ドが形態一致 した場合

・ 人 間が抽出 したキーワー ドが,シ ステムが抽 出 したキー ワー ドの一部 である場合

・ 人 間が抽出 したキーワー ドが,シ ステムが抽 出 したキー ワー ドの組 み合 わせで ある

場合

19.4.1.5評 価方法

評価の材料 となる もの は,以 下の三つであ る。

1)要 旨か ら人間が抽出 したキーワー ド

2)要 旨か ら用語抽出 システムが抽 出 したキーワー ド

3)要 旨か らSYSTEM(DTE+用 語抽 出システム)が 抽出 したキーワー ド
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19.4.2評 価 結 果

19.4.2.1適 合率の算 出

・ 人間が抽 出 したキーワー ドと用語抽 出 システムが抽 出 したキーワー ドとの関係

人 間 抽 出

キー ワー ド

用 語 抽 出 シ ス テ ム

抽 出 キ ー ワー ド

(デ ータ件数:134件,以 下 同様)

・ 人 間が抽 出 したキーワー ドとSYSTEMが 抽出 したキーワー ドとの関係

人 間 抽 出SYSTEM抽 出

キー ワー ド キー ワー ド

この数字を使用 して適合率 を計算す る。

用語抽 出システム ②384
=×100=

適 合 率 ②+③384+1036

SYSTEM⑤278
ニ ×100=

適 合 率 ⑤+⑥278+515

×100=27.0%

×100=35.1%

19.4.2.2適 合率の評価及び問題点 と対策

用語抽 出システム適合率27.0%<SYSTEM適 合率35.1%

前者 よりも後者 の数字が大 きい ことか ら,SYSTEMは,用 語抽出 システムを単独 に

使用す る場合 よ りも,真 のキー ワー ドを効率的に抽出す ることがで きるといえ る。言 い換
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え ると,SYSTEMは,用 語抽出 システムを単独で使用 した場合 よ りも,35.1%-27.0%

=8 .1%の 改善を もた ら したということがで きる。

問題点及 び対策 と して以下の ことが考え られ る。

1)キ ー フ レーズの範囲が広す ぎる

DTEシ ステムで抽出す るキーフレーズの範囲が広す ぎて,無 駄 な部 分を含んでい

ることが多 い。 このキー フ レーズの中か らよ り重要な部分のみを抽 出す るように,ル

ールを強化す る必要があ る
。 このために は,現 在切 り出されてい るキー フ レーズの内

部構造 を更 に解析す る技術が不可欠 とな る。

データ#126は 第1グ ルー プのルールBに よ って,要 旨の全部あ るいは大部分がキ

ーフ レーズ と して切 り出されて いる
。 しか し,波 線部(～)の 表現動作動詞 に注 目

して,更 に細 かな分析を進めることによって,実 線部(一)の 真の キーワー ドを

よ り効果的に抽 出で きる可能性がある。

#126【 標題】LISPに よる自然言語処理

【要 旨】 本書 は{B:AIの コンピュータ言語 ともい うべ きLISPを 用いた 自然言語

処理をで きるだけや さしく解説す ることを}目 的 としてい る。 したが っ

て,LISPの 関数 は出来 るだけ基本 的な ものを少数用 いるよ うに した。

19.4.2.3欠 落 キーワー ドの原因 と対策

人間が付与 したキー ワー ドが384で あるのに対 して,SYSTEMが 抽出で きたキー ワ

ー ドは278で ある
。 っま り,SYSTEMで は,106の キーワー ドが欠落 してい る。

SYSTEMの キーワー ド適合率を上 げるためには,こ の欠落キー ワー ドをで きるだけ

カバーす るルール を作 らなければな らない。

欠 落の原因,及 び対策 と して次の ことが考え られ る。

1)表 現動作動詞以外の動詞の整理

現在の第2グ ループの ルールは,動 詞の基本概念 と して表現動作動詞のみを考慮 し

てい る。表現動作動詞が真のキーワー ドを抽出す るのに有効であ ることは確認で きた

が,表 現動作動詞 を含 まない要 旨 も存在す る。表現動作動詞以外 の動詞を整理 し,相

対的 に重要 なキーフ レーズを切 り出すたあの新 たなルールを作成す ることが必要 であ

る。

以下 のデータは,表 現動作動詞 を含んでいない例であ る。

#72【 標題】 知の体得 一認知科学への提言
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【要 旨】 知 的な努力が喚起 され る場合 とは,逆 にいえば言語その ものの もつ限

界を知 的な努力で もって積極 的に補 ってゆかなければな らないよ うな場

合である。言語の もつ限界 は一つにはわれわれが直面す る事象が これす

べて変型であるに もかかわ らず,そ れ らをあ る典型 と して言葉で 表現 し

なければな らな いという事実 にあ る。

2)連 体止あの文の扱い

BOOKデ ータベースの要 旨の中 には,連 体止めの文が多 い。第1グ ルー プのルー

ルーCで も,主 に書籍 に関す る連体止めの表現 を扱 って いるが,そ の他の連体止め に

関す るルールを作 る必要があ る。 これ は,こ のデータベ ースに特有 なルールで,他 の

データベースに応用す ることはできないが,個 々のデータベースにおけ る適合率 を上

げ るためには必要な対応であ ろう。

#47【 標題】 現代哲学の 冒険14浮 遊す る意味

【要 旨】 思考の メタモ ルフォーゼ。現代の危機を映す意識の 冒険。パ ラ ドック

スに当面 した思考が示す跳躍寸前のスタ ンス。 円環,螺 旋,遊 動言 語 と

意識の 〈不可能 な回路〉。

19.5結 論

19.5.1結 論

辞書依 存のみによる従来のキーワー ド抽 出 システムで はすべての単語 を抽 出す るが,そ れ

らの単語 のすべてが 目的とす るキー ワー ドとは必ず しもな らない。検索精度を上 げるために

は,人 間による選別作業の ように,文 意 に基づ いて主題該当語 を抽 出す る必要が あ り,そ の

自動抽出 システムをダイナ ミックシソーラス ・エ ンジンと して実現 した。 この ことによ って

われわれ は,適 合率を約10%上 げ ることがで きるとい う成果を得 た。だが本開発実験 の結果,

幾多 の問題点 も判明 したので,今 後 の課題 と して列 挙す る。

19.5.2問 題点 と課 題

19.5.2.1主 題該 当"語 句"抽 出のための文意解析

本作業を可能 とす るための石川方式の適用(特 に表現動作動詞 に結合す る名詞句 の抽 出)

及 び,新 たに発見 ・定義 した主題該 当表現パ ター ンの適用が,今 年度の研究開発作業の中
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心 とな り,こ の両方式によ る主題該当語句 の抽出で一定 の成果 を達成 したが,な お更に,

石川方式の動詞基本概念で表現動作動詞以外 による主題該当語句抽 出がで きる可能性,及

びまだ未発見 ・未定義の主題該 当語句表現構文 パ ター ンを発見 ・定義 で きる可能性を,よ

り多 くの記事 に適用す ることで追求 し,ダ イナ ミックシソーラス ・エ ンジンのルール体系

を更 に完壁な もの とす る必要がある。

19.5.2.2主 題該 当名詞句内の主題該当語 と主題関連語の判別

BOOKデ ータベースの主題関連項 目は 【標題】,【 要 旨】及 び 【内容】だが,標 語 的

記述や箇条書の 【標題】 は主題該 当語句 と見なせ,箇 条書 の 【内容】 は主題該当語句 又は

主題関連語句群 と見なせ るが,そ れ らの うちで主題該 当語 と主題関連語を 自動的に判別 ・

抽 出 し,か っ相互の論理 関係(首 位,等 位,従 属,AND,OR,NOTな ど)を も自動的に付与

で きるルールを発見 ・定義す ることが必要 と判明 した。

更 に主題該 当 ・関連語 が複合語であ る場合が多いので,そ れを構成単語や構成複合語 に

分割 して有用 な単語 と複合語のみを網羅的 に抽 出す るルールの開発 も必要 と判明 した。

19.5.2.3デ ータベース構造 とデータ執筆 自由裁量性 への対応

【標題】 は内容の いかんを問わず主題該 当語句 と見な さざるを得 ないが,象 徴的表現や

過度 の抽象的表現 になっている こと も多 く,【 要 旨】 は 【標題】内容の言 い換 えと詳細化

であ るものばか りで はな く,単 なる詳細化や感想や出版経過説明や適正読者層案内 にな っ

い る場合 もあ る。

ダイナ ミックシソーラス ・エ ンジンによる 【要 旨】の文意解析で主題該 当語句が抽 出 さ

れない場合の原因が上記 による もので な く,当 原因による ものばか りとなれば,ダ イナ ミ

ックシソーラス ・エ ンジンも完成 に近 いといえよう。

19,5.3成 果と課題

動詞概念分類や構文パターンを判別子とする文意の骨格が文意 自動解読の基本条件(イ ン

フラ)で あると判明するとともに,文 意自動解読をより精密なものとするためには,こ れ ら

の定義の一層の拡充は当然 として,更 に下記の研究開発が必要 と見られる。

(1)複 合語構成語句の要素語句への分解 と無用語の排除。

(2)名 詞(体 言)句 として抽出された主題該当。関連構文の統語変換(用 語から構文)へ
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の書換え と文意解析への フィー ドバ ック。

(3)被 抽 出構文構成語句 間の論理 ・優先関係の判別 ・定義。

(4)以 上の作業をよ り精巧な もの とす るための高度 品詞区分(PERSING)技 法 の採用。

(5)石 川方式のよ り理学的な検証(応 用 を急がず,表 現動作動詞以外 の動詞基本概念分類

を市販抄録の表題 要 旨,抄 録 に適用 し,作 動状況 を じっ くり観察す る)。

(6)以 上を土台 と した文章全体の文脈解析 ・編成(構 造化)の ための計算言語技術 の開発。

19.5.4今 後 の展望 と抱負

19.5.3で 述べた成果 と課題を次年度の研究開発 目標 と してダイナ ミックシソーラス ・エ ン

ジンを実証的で実用可能な もの としたい。
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20知 的ハ イパ ーメデ ィア を活用 した

データベース構 築 に関 する調査研 究

株 式会社 新世代 システムセ ンター





20.知 的ハ イパ ー メ デ ィアを活用 した データ ベー ス構築 に関す る調 査研 究

20.1調 査 の 概 要

関連す る情報を相互 に結 びつけて連想網 を構成 し,こ の網 を辿 ることによって情報 の連想

的な検索を支援す る技術 と して,最 近,ハ イパ ーメデ ィアが脚光を浴 びて いる。今後 は,こ

れに更 にイ ンテ リジェン トを もたせ,人 間との親和性 をよ り向上 させ た知的ハ イパ ー メデ ィ

アが,デ ータベース構築の重要な役割を担 うことになろ う。

この ような視点か ら,知 的ハ イパー メディアの コンセプ トを明 らか に し,デ ータベ ース構

築 に もた らす効果 にっ いて考察 した。考察の内容 は次の とお りである。

(1)知 的ハ イパー メデ ィアの動向

(2)知 的ハ イパー メデ ィアに関連する技術

(3)デ ータベ ース構 築技術 におけ る知的ハ イパ ーメデ ィア

(4)知 的ハ イパー メデ ィア技術 とデータベ ースに関す る研究事例

(1)では,知 的ハイパ ー メディアにつ きその考え方,ニ ーズ等 にっいて考察 し,最 近 の動 向

を応用例を紹介 しっつ今後の動向について解説 した。

②で は,知 的ハ イパ ーメデ ィアにつ き,そ の要素技術,基 盤技術,マ ルチメデ ィア化技術

等 について解説 した。

(3)では,デ ータベ ース構築における,知 的ハイパ ーメデ ィア技術の応用 にっ き実例を もと

に解 説 し,そ の問題点 について も触れた。

(4)では,現 在行われて いる関連技術 の研究開発につ き,そ の具体例を紹介 した。

なお,そ れぞれの要約 は,以 下の とお りであ る。

今回の調査研究が,今 後 のデータベース構築技術の向上 に役立っ ことが期待 され る。

20.2知 的 ハ イ パ ー メ デ ィ ア の 動 向

(1)知 的ハ イパーメデ ィアの考え方

最近の コ ンピュータ技術,デ ィジタル化技術の発展 によって,情 報 メデ ィア(文 章,画

像,音 声等)を 統合化 して利用す ることが可能にな りっっあ る。

その期待 は,特 にデータベースや情報検索の領域 に高 まって いる。

テ ッ ドネル ソンは,1974年 にハイパ ーメデ ィアの概念を提 唱 した。
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コ ンピュータが計算機械 や情報検索マ シンか ら,情 報 メディアの処理機械 にな り,究 極

的 には,情 報 メタファと して,仕 事,著 作,さ まざまの行動(振 る舞い)な どの主要 な機

能 を果 たすよ うにな る。特に個人(パ ーソナル)的 に使用す ることがで きるよ うにな ると,

生活や仕事に大 きな変革 を もた らす と述べてい る。

われ われ は,さ まざまの情報 メデ ィアを扱 っている。

記号 一 文字,数 字,記 号

画像 一 図面(写 真,絵 画),静 止 画(記 録 図),動 画(映 画,ビ デ オ,テ

レビ画面)

音声 一 動物の音声,自 然音,人 工音

マルチ メデ ィアは,こ れ らの情報を コンピュー タを使用 して総合的に扱 うことと して い

る。 よ り具体的 には,マ ルチ メデ ィアとは,コ ンピュータがツールを提供 し,メ デ ィアが

通信手段を提供す る。 これ ら二つの要素が合体 され るとマルチ メディア は空間ベースと時

間ベースの メデ ィアにパ ソコ ン技術 を応用 した ものと定義 され るとして いる。 〔Latta-91]。

マルチ メディアで は,単 に複数の メデ ィアを統合的に扱 うということか ら,一 歩進 めて,

コンピュータの役割 を強調 してい るのが特徴で ある。デ ィジタル化 した情報 メディアを統

合 的に扱 うためには,マ チル メデ ィア コンピュータを欠 くことはで きな く,そ のメデ ィア

制作の環境 とな るコンピュータシステム及 びソフ トウェアツールが重要 な役割を果 たす と

い うことである。

ハ イパ ーメディア は,マ ルチ メデ ィアとハイパーを統合 した用語であ る。マルチメデ ィ

アの新 しい利用形態 ととらえてお り,よ り具体的には,ハ イパ ー メデ ィアは,ハ イパーテ

キス ト構造をマルチメデ ィア表現で実現す るためのアプ ローチ と してい る。ハ イパーテキ

ス ト構造 とは,関 連情報を直接関係付け,対 話的に検索表現で きる構造 であ り,マ ルチメ

ディア表現 とは,文 書 ばか りで な く,図 形,静 止画,動 画,音 声,音 とい った複数の メデ

ィアが扱え る表現の ことであ る。知 的ハ イパー メディアは,ハ イパ ー メディアに人工知能

技術 を応用す る考えである。

ハイパ ーメデ ィアに人工知能やニ ュー ロ リズム技術を応用す ることによって,シ ステム

にイ ンテ リジェン トを もたせ よ うとす る考え方が知的ハ イパー メデ ィアであ る。

具体的には,知 識ベース機能 と推論機能を有するエキスパ ー トシステム,電 子化辞書や

特定会員域(ド メイ ン)の 大規模 知識 ベース,自 然言語理解 システム,ニ ューラルネ ッ ト

ワー ク等 々との結合 による新 しい応用 システムであ る。

(2)ハ イパーメディアの製品化 と応用
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ハイパーメディアは,パ ー ソナル コンピュータを稼働環境 として発展 して きて いる。

マルチ メデ ィアパ ーソナル コンピュータと しては,米 国 ア ップル社のMacin-tosh

シ リーズ,同 じく米国のNeXT社 のNeXTシ リーズ,富 士通のFMTownsシ リ

ーズの3種 が ある。最近 にな って汎用パ ーソナルコ ンピュータにマルチメデ ィア対応 機器

を接続で きるよ うに している。

パー ソナル コンピュー タのオペ レーテ ングシステム(以 下パ ソコンOS)に マルチ メデ

ィア対応を標準機能 とした製 品が登場 している。 ア ップル社 のQuick-Time,米

国マ イクロソフ ト社のマルチメディアWindows,富 士通TownsOSで あ る。 こ

れ までのパ ソコンOSは,汎 用 を目的 として,マ ルチ メデ ィア ごとに個別 に対応 していた

が,標 準機能 とす る ことによ って,マ ルチメデ ィアのアプ リケー ションの開発 をより効率

的 に容易に行 うことがで きるよ うに した。

周辺機器 と して は,パ ソコンの標準機器の ほかに接続す る音声関係(マ イ クロフォン,

ヘ ッ ドフォン等),AV関 係(CD-ROM,ビ デオデ ィスク,VTR,テ レビジ ョン)

な どであ る。

ソフ トウェアは,マ ルチメデ ィア対応パ ソコンOSの ほか にさまざまの マルチメデ ィア

アプ リケー シ ョンソフ トウェアが製品化 されている。

ハイパーメディアの応用領域 は,情 報 メタファと して,人 間のすべての知的活動領域 を

考え ることがで きる。現在,応 用 システムと して研究開発 されてい るものの事例 は,次 の

とお りであ る。

・DB電 子美術館,歯 科患者DB,電 子図書館,

マルチ メデ ィア 日本史辞典,国 文学マルチメディアDB

・計画 地図情報 システム

・TV会 議 ……マルチ メデ ィア分散在席会議 システム

・教育 聴覚障害児 のためのマルチ メディアCAI

・電子出版 ……電子美術館

・案内 商品案内,ド ライブコース案内,マ ンダラの見方(美 術観賞案内)

(3)知 的ハイパ ーメデ ィアのニ ーズ

ハ イパ ーメデ ィアの知 的化,イ ンテ リジェ ン ト化のニーズと して は,次 の知 的機能が考

え られ る。

・メデ ィアオ ブジ ェク トの知的化

・リンクの知的化
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・文章,画 像,音 声等作成 の知的化

・文章,画 像,音 声等利用 の知的化

(4)知 的ハ イパーメデ ィアの もた らす効果

知的ハ イパー メディアは,知 的活動の情報 メタファとして位置付 け られ る。

この豊富な情報利用環境が現実 となるに従 い,知 的ハイパ ーメデ ィアの もた らす効果 は

はか り知れない ものが ある。

その一つ は個人生活,社 会,ビ ジネス,学 術 などの諸分野 におけ る豊富な情報 の提供 と

利用 とによ って,人 類の幸福を指 向 した情報化社会の到来が予想で きることであ る。更 に

は,新 しい文明や文化 の創設に発展 して い くことにな ると考 える。

もう一 つは,既 存産 業のブラッシュア ップによる活性化,付 加価値化,新 技術新製品を

ベースと したベ ンチ ャビジネスの登場が期待 され,雇 用機会の増大,産 業,経 済の発展 に

っなが ってい くと予想 され ることであ る。

(5)新 しい情報 メディア と しての知的ハイパ ーメデ ィア

知的ハ イパーメデ ィアは,人 間の知的活動 におけ る情報 メタファと して,ま た,新 しい

情報メディアと して考え る。

・もの ごとを考え る段階………計画立案 ,著 作物の枠組 み,構 成要素,内 容展 開,で き

上 りイメー ジ

・著作物の制作段階 作文,作 曲,計 画,及 びその 出力(考 えた枠組みに基づ

き)

・行動段階 基本計画 に基づ く行動計画,行 動 指示,行 動評価

これ らの段階の情報 メタファとして,情 報 の収集,加 工,利 用 において,一 貫 して管理

す ることがで きる。

(6)今 後 の動 向

現在の ところマルチメディア,ハ イパ ーメデ ィアは,緒 にっいたところで,今 後 の動 向

に注目す る必要があ る。

① マルチ メディア及 びハ イパー メデ ィア対応の製 品化が進む。特 に,マ ルチ メデ ィアを

標準機能に もつパ ソコン及 びパ ソコ ンOS,マ ルチ メディア対応AV機 器。

② マルチ メデ ィア関連の標準化

画像圧縮技術,マ ルチ メディア対応データベ ース形式

③ マルチメデ ィアにお ける知的所有権問題
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20.3知 的 ハ イ パ ー メ デ ィ ア に 関 す る 技 術

(1)知 的ハ イパー メデ ィアの要素技術

情報化社 会の進展 に伴 い,汎 用 コンピュータだ けでな くパー ソナルコ ンピュータ,ワ ー

ドプロセ ッサ,ワ ー クステーシ ョン等が広 く普及 して きて いる。 この ため,生 成 され る文

書情報 も急速 に増大 して きてお り,今 後 もこの傾向が続 くもの と予測 され る。知的ハ イパ

ー メデ ィアでは
,こ の よ うな膨大 な情報の中か らいかに的確にかっ迅速 に所望の情報を探

し出す かが,個 人の知的な創造活動を支援す るために も,ま た企業の戦略を決定す る上 で

も重要 な課題 とな ってい る。

情報 は,量 の増大だけでな く種類 も多様化 しっっあ る。 このため,マ ルチメデ ィア情報

のフ ァイ リングシステムが求 め られている。特 に,情 報価 値の高い学術論文や技術雑誌等

は,テ キ ス トのみな らず カラー写真や図表等 が重要な情報 を担 って お り,こ れ ら異種媒体

の混在 した文書,い わゆ るマルチメディア文書を効率的 に蓄積 し,か っ検索 しやす いデー

タ構造 に変換 するマルチメデ ィア構造化技術が求め られて いる。 こうした技術 を用 いれば,

文書情報 を最小限の人 間の介在で検索で きる形で光 ディスク等の大容量記 憶システム に入

力す ることが可能 とな る。

この ため,ま ず,現 在紹介 されてい るCD-ROM,イ ンタラクテ ィブビデオ,異 種 メ

デ ィア間の関連付 け等マルチメデ ィア技術 にっいて述 べ,更 にオーサ リングツール等構築

支援機能 につ いて概 説す る。

将来型のハ イパ ー メデ ィアと しての知的ハ イパー メデ ィアの実現には,人 工知能技術が

要素技術 と して多 くの面 で重要 な役割 を果たす。例えば,知 的表現 ・推論技術,自 然言語

理解技術,音 声や文書等 のパ ターン認識技術,知 識の獲得及 び学習技術等をハイパ ー メデ

ィアに有効に用 い ることがで きる。

また,技 術 として のみでな く人工知能研究 の認知心理学 的な側面が,使 いやす く分 りや

すいマ ンマ シンイ ンタフェースの実現 にとって重要で あ る。 したが って,「 意味 ネ ッ トワ

ー クモ デル」,「 フ レームモデル」,「 プロダタクションモデル」等知識の表現技術,知

的検索技術等の ほか 自然言語処理 あ るいは音声認識 と音声合成 文書処理 と文書認識等,

更 にパ ター ン認識 等 について概説す る。

(2)知 的ハ イパー メデ ィアの基盤技術

最近,オ ブジェク ト指 向 とい う言葉が,プ ログラ ミング言語の分野だけでな く,情 報 化
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の分野で広 く使われて いる。オブ ジェク ト指向は,一 般的にデータ抽象型 プログラ ミング

言語の発展形態 と して位置付け られているが,ソ フ トウェアの拡張可能性 と再利用性の改

善 といった生産性向上の観点か ら,「 パ ッケージ化,部 品化」,処 理方式か ら 「並列計算

モデル」,デ ータベースか ら,特 にマルチメデ ィアデータベースの支援 としての 「モデル

化 表現」 「情報隠蔽」,人 工知能か らのモデル化表現や 「知識のモ ジュール化,フ レーム

化」等の基礎研究や プログラ ミング理論 に加 え,マ ルチ メディアユーザ イ ンタフェース,

ハ イパーメデ ィア等の さまざまな応用分野か ら同時発生的に提起 されて きた。 この ため,

多 くの議論が,今 日,展 開 されてい るもののい まだにオブジェク ト指 向の考えかたに体系

的な基礎が確立 してい るとはいい難 い。 したが って,こ こではオブジェク ト指向ユーザイ

ンタフ ェース,オ ープンプラ ッ トフォームの考え方 にっき考察 し,そ の後,オ ブジェク ト

管理 更 にコンカ レン トオブ ジェク ト指向言語,ユ ーザイ ンタフェース構築 ツール等 プロ

グラ ミング言語にっき概説 す る。

ハ イパーメデ ィアは,人 間連想構造 に基づ いて情報 を組織化 し,情 報間の関連性 を含め

た形で情報を伝達ない し記録 し,そ れによ って多角 的に情報を活用で きるよ うにす るシス

テムで ある。 したが って,大 勢の人が さま ざまな意見やアイデ ィアを出 し合 い,こ れ らの

情報を互 いに関連付 けて組織 化 し,互 いの意志 の疎通を図 り共同で作業を進め る,い わゆ

るグループ ウェアの実現 には,ネ ッ トワーク上 に分散 した大量の情報 を統一的 に管理 し,

利用を促進す るための分散 システムが必要 とな る。 このため,分 散並列処理 とオ ブジェク

トア クセ ス機能等分散オブ ジェク ト指 向 システム,分 散 オブジェク ト管理 にっき考察 し,

更にダイナ ミックメデ ィアの機能及びモデ リング等 ダイナ ミックの問題にっいて概説す る。

(3)知 的ハ イパ ーメデ ィアのマルチメデ ィア化

これまで コンピュータによ る情報の伝達 手段 は,数 値あ るいはテキス トによるのが主流

であ った。 しか し,実 世界に存在す る情報の意味を知 るには現実の ものになるべ く近 い状

態で知 るに こした ことはな い。っ まり,う ぐいすの鳴き声を伝え るには,「 ホーホケキ ョ

」 とい う文字で見 るよ りは,実 際 に鳴 き声 その ものを音声で聞いた方が はるかに現実味が

あ る。 また,鳴 き声だけでな く,姿 ・形,更 には動作まで見えればよ り実態に即 した情報

を得 ることがで きる。逆 に,文 字 で これだけの ことを伝え るにはかな りの情報が必要であ

る上,そ れで も直接 目で見 るの とは比較 にな らない。 こうしたニーズを満 たすのがハイパ

ー メデ ィアの概念であ り,ま た このために要求 され る情報 をユーザ に分 りやす い形で提 供

す るために,コ ンピュー タで マルチ メデ ィアを扱 うことになる。現在,個 々の メディアを

コンピュー タで扱 うことは可能で あるが,そ れにハ イパーメディアの概念を導入す ること

一206一

ρ



で有機 的に結 びつ け,ハ イパ ーな世界を築 くことが,「 知的ハ イパ ーメデ ィアの マルチメ

デ ィア化」の テーマといえよ う。

このため,ま ず メデ ィアの定義 と種類及 び特性等マルチメディアにっいて考察 し,そ の

後,メ デ ィア別の技術,更 にプラ ッ トフォーム,デ ー タ管理,リ ンク技術,イ ンタフェー

ス,ネ ッ トワー ク等 システム化技術を含めたマルチメデ ィア化技術 について概説す る。 ま

た,知 的ハ イパ ーメデ ィアと音声,図 面,画 像等 との関係 にっ き解説 した上で,異 種 メデ

ィアの統合技術 につ いて検討を加え る。

20.4デ ー タ ベ ー ス 構 築 技 術 に お け る 知 的 ハ イ パ ー メ デ ィ ア

データベ ース システムは,あ る組織体(あ るいは企業体)が 組織 活動を行 うため に必要な

情報 を統合化 し,管 理す るシステム と考え られ る。最近 まで,情 報 システムは,大 型汎用 コ

ンピュータを中心 に構築 され,利 用者 は主 と してター ミナルか らデータベースを利用 してい

た。 しか し,最 近で は高性能PCと か ワークステーシ ョンが情報 システムの主要素 とな り,

更 にLAN,OSIと い った標準化 され た通信 によって相互接続 されて きて いる。 したが っ

て,デ ータベ ースは大型 コンピュータだ けでな くユーザサ イ ドの情報機 器に も構築 され る。

この よ うに,一 つの コンピュータ内に集中化 されて きたデータベ ース システムが,分 散化 さ

れ るといった傾向が急速 に強ま りつつあ る。つ ま り,各 応用単位 に管理 されて きたデータベ

ース システムが
,連 邦化(FEDERATION)と いう概念の もとに,情 報 システム全体

と しての緩やかな管理 に従 ってい く傾向 にある。

こうした観点 か ら,ま ずデータベ ースシステムに関 し,3階 層構造,シ ステムの構成等の

アーキテ クチ ュア,及 び関係型モデル,網 型 モデル,意 味的なモデル等 のデー タモデルにっ

いて考察す る。

これ までのデー タベースシステムで は,デ ータベース内のデータを操作で きて も,利 用者

が必要 とす るデータを柔軟に構成 した り,加 工す ることには適 して いない。 このため,新 た

な イ ンタフェース と してハイパ ーメデ ィアを用 いた システムアプーロチを考察 し,そ の応用

システムにっいて概説す る。

一方
,ソ フ トウェアの生産性 と信頼性 の向上を 目指す システム と して,最 近,オ ブジェク

ト指 向 システムが話題 にな ってい る。 このため,デ ータベースの視 点か らオブ ジェク ト指向

システムにっ いて,そ の背景,目 的,特 徴,基 本概念,実 例,更 に現在の関係型 モデルでの

オブ ジェク ト概念 オ ブジェク ト指 向データベースシステム等にっいて実例 を もとに解説す
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る。

この結果,オ ブジェク ト指 向データベース システムに対 して,知 的ハイパ ーメデ ィアを利

用者のイ ンタフェース と位置付 け,ハ イパー メデ ィアの各節点 を一つのオブ ジェ ク トと考 え

れ ば,節 点 間の リンクをオブジェク ト間の関連 を示す ことによ り,知 的ハ イパ ーメデ ィアを

オブジェク ト指向モデルにモデル化で きる。

最後 に,知 的ハイパ ーメデ ィアによるデー タベ ース構築上 の問題点 にっいて も触れ る。

20.5知 的 ハ イ パ ー メ デ ィ ア 技 術 と デ ー タ ベ ー ス に 関 す る 研 究 事 例

ここで は,知 的ハイパーメデ ィアに関す る技術 とそれ を応用 したデータベース構築 に関 し,

最近発表 された技術論文の うち,今 回の調査研究に とって役 に立つ と考え られ るものを選ん

で紹介す る。

(1)オ ブジェク ト指向データベ ース用ハ イパ ーメデ ィアイ ンタフェース

知的ハ イパーメディアにおけるデー タベ ースの スキームは,ハ イパ ーグラフの形で表現

される。 また,ユ ーザ は,連 想方式 によってデータの参照 を行 う。

この場合の イ ンタフ ェースは,マ ルチ メデ ィアデータの管理を容易にす るオ ブ ジェク ト

指向の手法 に基づいている。 こうした観点 か ら,こ こで は実例 を もとにこうしたイ ンタフ

ェースを解説す るとともに,ユ ーザ フレン ドリな特徴 に重点 を置 いて イ ンタフェースの主

要 な機能 にっ いて紹介す る。

(2)情 報検 索のための媒体間の操作可能 なコー ド化にっ いて

ここで は,知 的ハ イパーメデ ィアにおける情報検索 システムに対す るイ ンタ フェースを

中心 と した研究 について紹介す る。特 に,情 報検索 システムの設計 に当た って,テ キス ト,

イメー ジ,絵 音声記録等情報の対象 となる集合体 をブラウジングで きるツールをユーザ

に与え ることに主眼をおいて いる。

(3)知 的マルチ メデ ィア情報検索 システム

将来の情報検索技術 は,本 質的 に分散型 マルチメデ ィア システムが中心 となろ う。 した

が って,こ こで は複数 のデータベ ースを統合 し,エ ン ドユーザによって意識 されない効率

的なマルチメデ ィア情報検索サー ビスをユーザに提供す ることを主 目的 と してい る。 この

ため,汎 用 マルチ メデ ィアデータモデルを中心 に,知 的マルチメディア情報検索 システム

の特にテキス トとイ メー ジの処理 について紹介 しいてる。
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21.CD-ROMに よ る光 学 材 料 デ ー タ ベ ー ス の 構 築

21.1概 要

21.1.1本 デ ータベース開発の背景

現在の高度情報化社会 において,通 信,計 測,情 報処理等 の技術 はその ほ とん どが半導体

を高密度 に集積 したIC技 術 によ って支 え られている。 しか し既 に処理能力の点で限界 に近

づ きっっあるといわれてお り,こ の限界 を打破 し,更 な る技術の発展 にとって最 も期待 され

てい るのが光エ レク トロニ クス(光 技術)で あ る。

光学 材料 はほぼ人間の歴史 に匹敵 す る程長 く使用 されてお り,デ ータ も多 い。1960年 ,

レーザの 出現 より始 まる非線形を含む新 しい光技術は,時 間的には長 くはないが ,情 報 の伝

達 演算処理 記録等 さまざまな分野で欠 くことので きない もので,急 速 に発展 してい る。

この傾向 は情報 化時代 の進展に伴 い更に加速 される ことが予想 され る。 この よ うな光技術の

今後の発展 のためには,光 の性質 を十 分に引 き出す新 しい光学材料の開発が不可欠 である。

光学材料 として利用で きる材料の範 囲は,極 めて広範囲 にわた ってお り,固 体材料の大部

分を 占めて いる。 しか もその特性 は材料の製作過程によ り変化 し,ま た光の波長 によって も,

強度 によ って も異な る。光学材料 とはこのよ うに多岐 にわた る物質であ るため,よ り大量 の

情報 の集積が重要であ り,そ うい った意味で,光 学材料 に関す るデータベースの構築が研究

者,技 術者の間で強 く要望 されている。

21.1,2本 デ ータベー スの 目的 と特徴

本デー タベースは,こ れ らの状況 に鑑 み,現 在開発 ・研究が進め られて いる先端光学材料

のデー タを集積 し,当 該分野 の円滑な開発支援を行 うことを目的 と した ものであ り,デ ータ

及び応用 プログラムを収めたCD-ROMと,利 用者が 自由に本データを活用す るための検

索 ・利用 システムとか ら構成 されている。

データベー スのデー タは,株 式会社 リアライズ社刊 「光学材料ハ ン ドブ ック」 と連動す る

ことによ り,デ ータ収集作業の効率化を果 たす とともに,書 籍の もっ系統性 と専門性 を確保

して いる。更 にデー タベ ース独 自の内容 として,ハ ン ドブックの中に収容 しきれなか った重

要 な情報,資 料等 を収録 した。

検索 システムは,個 人ユーザが新材料創成のために必要 なデータを,本 デー タベースよ り

自由に ピックア ップ し活用 しなが ら,ユ ーザ独 自のデータ内容が作成で きるシステムを 目指
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し,開 発 され た 。

21.1.3本 デ ータベースの開発実施体制

本 データベースは前記 「光学材料ハ ン ドブ ック」編集委員によ り選定 された。選定 に当た

って は,前 記 目的達成のために収録す るべ き項 目の検討が行われ,先 端光学材料 にす ること

が確認 された。

更 に 「光学材料データベース」委員会 により書籍 と して収録で きなか ったデータ補 充にっ

いての検討 と,検 索用 ソフ トウェアの検討がな され た。

既 に 「光学材料ハ ン ドブ ック」用 のデータは収録済みであ り,必 要 とされ る作業 は①収集

されたデータをCD-ROMに 収録 す るためMS-DOSテ キス トデ ータ及びイ メー ジデー

タ として加工す る②検索のためのキ ーワー ド・図表 コー ド等を付与す る③他 に必要 とされる

データを収集す る,の3点 が中心 とされた。

検索 ソフ トウェア等 は,委 員会で システム設計 を行 い,開 発 は大 日本 印刷株式会社 との共

同作業で行われた。

なお,「 光学材料 データベース」委員会 の構成 は以下 のとお りで ある。

藤原 譲 筑波大学電子 ・情報工学系教授(委 員長)

福見俊夫 通産省工業技術院大阪工業試験所主任研究官

安井 至 東京大学生産技術研究所教授

植月正雄 株式会社 クラレLD事 業部主席部員

21.1.4デ ータ内容 とデータ提供者

本 データベースに含 まれ る主 なデータはそれぞれ該当分野の専門家に 「光学材料ハ ン ドブ

ック」用 の原稿 と して提供 された ものを,デ ー タベ ース用にMS-DOSテ キス トデータと

して入力 した ものであ る。

21.1.5検 索 プ ログラム

前記,目 的を実現す るための検索 プログラムの内容が検討 された。 その結果作成 された項

目を以下にま とめる。

(1)目 次検索

(2)SEQ検 索

(3)キ ー ワー ド検索
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(4)ナ ビゲー シ ョン

(5)応 用プ ログラムの提供

この うち(3)キーワー ド検索において は,通 常のキー ワー ド検索 に加えて,数 値検索 とシソ

ーラス検索,及 び否定条件検索を実現 し,シ ステムの高機能化が図 られて いる。

21.1.6応 用プ ログラム

本 システ ムはCD-ROMを 媒 体 としてい るためデータの大容量化が可能 とな ってい る。

その特徴を利用 し,ユ ーザが個々の 目的 に応 じて組み合わせて使用で きる応用 プ ログラムを

収録 した。応用プ ログラム として登録 されたプ ログラムは化学PC研 究会 より提 供 されて い

る無償利用 ソフ トウェアである。

21.2デ ー タ 処 理

「光学材料ハ ン ドブ ック」のデータ内容を中心 に,本 文は文字情報 と して,図 ・表 ・写真及

び式の一部 は画像情報 と してイメー ジ入力 された。入力 されたデータは出力の上,内 容 のチェ

ックとメ ンテナ ンスが施 され可能なか ぎりデータの正確性 が保 たれ るよ う図 られた。 これ らを

データベ ース化 し,CD-ROM媒 体 として検索 システムが作成 された。

● フローチャー ト

本委託開発におけ るデータ処理 の全体 フローチャー トを図21-1に,テ キス トデータのC

D-ROMマ ス タまでの作業 フローチャー トを図21-2に 示す。
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21.3検 索 プ ロ グ ラ ム 仕 様

ハ イシェラフォーマ ッ トのCD-ROM上 のデータベースとメニ ュー類の ファイルを読 み込

み,検 索処理を行 う。結果の画面表示又 はプ リンタ出力,ダ ウ ンロー ドを行 う。 その処理機能

の模式図を図21-3に 示す。

デ バ イ ス

ダ ウ ン ロ ー ド

9

CD-ROM

デー タベース

(((○))(INOO4)

図21-3光 学材料デー タベース処理機能

21.3.1入 力仕様

現在本 システムは日本電気株式会社(以 下 日本電気㈱)PC9801シ リーズ に対応 して

い るが,こ れか らの移植 な どを考慮 し,実 デー タ,メ ニ ュー フ ァイルデ ータな どはMS-

DOSテ キス トデータと して入力 されて いる。

21.3.2出 力仕様

(1)表 示画面 は 日本電気㈱製PC9801リ ーズの400×640ド ッ トの もの とす る。 カラー

8色 表示。

これ は,現 在 国内で,最 もポピュラーに使われて いるハー ドウェアであ ると考 え られ る

ためで あり,本 システムを より普及す るためである。

(2)プ リンタへの出力。 日本電気株式会社製PC-PR201及 びその互換 機。テキス ト出

出力時 は9又 は15用 紙対応 とす る。画像 出力時 は15用 紙対応。

(3)ダ ウンロー ド。ユーザ指定の ドライブ名:パ ス名 のMS-DOS標 準テキ ス トファイル

形式でダウ ンロー ドす る。
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21.3.3編 集仕様

本 システムの検索 システム フローチ ャー トを図21-4に,キ ーワー ド検索サ ブシステム,

ナ ビゲー ションシステム検索 サブシステムを図21-5に 示す。 いずれの検索方式 において も

全文表示で プ リン ト,ダ ウンロー ドが可能。 また画像が あれば画像表示が可能 。

キ ー ワー ド検索

サ ブ システム ※

応mプ ログラム
の促但

桧宗フ瓜

(メ イ ン)メ ニュ

目次検索
指示画面

SEQ検 索

指示画面

先頭 よ りn件 【ヨよ り尻 の デーク

検 索

蒜 《一ド
目次SEQ

検索へ 検索へ ㌫

図21-4検 索 シス テ ム フ ロー チ ャー ト
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21.4画 面

本 システム全文表示画面 のデ ィスプ レイ上への出力の実際例 を図21-6に 示す。
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21.5今 後 の 課 題 と 展 望

21.5.1デ ータベースの高度化への今後の課題

本データベースは新光学材料の開発支援を目指 したものであり,当 該分野の企業ベース及

び研究者,技 術者個人ベースでの利用が期待される。 しか し現在のデータ蓄積量は本格的な

データベースとして考えた場合にはまだ不十分である。また,材 料開発の技術自体が進展 し

続けることが確実であり,そ のためにも段階的にデータ量を増加させていかなければならな

い。今後データ的には情報の表現形式の高度化,情 報の追加,拡 充が,検 索システムとして

は,多 彩な検索 システムの追加アプ リケーションの内容の充実が更に求め られる。

っまり,価 値創成型の次世代情報データベースシステムのモデル確立を図 らなければなら

ない。

(1)情 報の追加,拡 充

核 となる情報の入力と体系化はできたが量的にも情報源の面で も網羅性を大幅に高め

なければならない。例えば本データベースには当初より特許情報やカタログ等の重要な

情報を収録することが計画 されていたが,現 状では十分に対応 しきれていない。これ ら

資料は材料開発のためには相当有効な情報となりえるし,ま た個人の レベルで情報を収

集するのは現在の情報化時代にあっては非常に困難であるため本データベースにこれら

の情報を組み込むことを急がなければならない。その際には著作権等の考慮がなされな

ければならない。また,年 々増大する情報の うち,ど の情報が重要であるのか,そ の取

捨選択をシステマティックに行えるように検討してい くことが必要である。

(2)検 索システムの機能の追加

本 システムでは,ユ ーザとなる研究者の立場から,必 要とされる検索 システムを検討

し,開 発 した。 しか し,光 学材料開発のこれからの進展に伴い,ユ ーザ要求は多様化 し,

現在とは違 った システムへの要求が高まることが予想される。要求の高度化に伴い検索

機能の内容を検討 し,利 用者の便宜を考えてメニュー方式の高度化と,内 容の活用のた

めのブラウジング,比 較,統 合等の附加処理を含めた追加機能等更に高度化 してい く必

要がある。

(3)デ ータの表現形式の高度化

現在収録 されているデータには以下のような問題点が指摘される。

① 上付 き文字,下 付 き文字等特殊な文字の表現方法。

② 複雑な計算式の表現方法。
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③ イ メー ジ情報の解像度の向上。

① ②の問題 を解決す る場合,デ ータ処理の方法を更 に検討 しな ければな らない。計算

式 は全文表示画面の時点 でテキス トデータと して扱 うだ けでな くその場 で計算がで きる

よ うにな ると利用価値が高 まる。 また③の問題 にはデ ータの メモ リ容量の増加が予想 さ

れ,圧 縮方法等の検討 も必要 とな る。

(4)ア プ リケー ションソフ トウェアの充実

本 システムの媒体であ るCD-ROMは,メ モ リの大容量化 を可能 と した。 そのため

単 に文書情報 を収録す るに留 ま らず,画 像 デー タの大量収録を可能 とす るとともに関連

するアプ リケー ションソフ トウェアの収録 を も可能 と して いる。本 システムの利用価値

を高 めるためには,個 々の研究者 が,必 要 に応 じて利用で きるアプ リケーシ ョンソフ ト

ウェアの追加を行 い,ア プ リケー シ ョンソフ トウェアの統合利用 のための インタフェー

ス等 を含 め,更 に高機能化を追求 していかねばな らない。

以上技術的課題 を挙 げたが次の段階 と しては情報の附加価値,特 に研究開発 に必要 な

思考に対応す る情 報生産,例 え ば機能,類 推,発 想等を可能 とす る情報構造や対応す る

処理機能の実現を図 らなければ な らない。

21.5.2デ ータベース普及 に関す る今後 の課題

現状では,本 データベ ースの主た る利用対象 は先端材料開発 に従事す る研究者 ・技術者で

あ る。そのためデー タ処理,シ ステム開発等 にかか るコス トとのバ ランスが取れず,コ ス ト

に見合 う妥 当な価格設定 を行 った場合,ユ ーザにと って は割 高な システム とな らざるを得な

い。 この状況 を打開す るためには,現 在の コス トを低減 させ てい く手段の検討 を行 うとと も

に,利 用対象者の範囲を拡大 して い くための方法 の検討が必 要 となる。

コス トを低減す るためには,一 部本 システムに も組み込 んでいるが,デ ータ収集をSGM

L手 法の導入等,今 回以上に システム化 し,デ ータ処理を簡易に行え るための方法や,今 回

開発 した プログラムを他の システムへ と転用 してい くことによる トータル と しての コス ト低

減を併せて検討 していかな ければな らない。 また,利 用者の範囲を拡大す るためには,前 記

21.5.1で 記述 したよ うに,機 能を高度 化 し,開 発者 に限 らず,光 技術に携 わる技術者 全般 に

利用者の範囲を広げ ることが重要 とな る。更 に システムが他 の分野 に転用す る ことが可能 と

なれば利用範囲 は一層拡大す る。
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